















































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　この世界では、踏ふみ潰つぶす側と這はいつくばる側が決まっている。だから、これは戦いとすら呼べない蹂じゆう躙りん劇げき。

　自分が負けることなど、否いな、わずかの傷を負うことさえもありえない。万にひとつも、そんなことは絶対にありえない、

「……ッ!?」

　はずだった。

（………………な？　な、にが……？）

　腹部へ突つき刺ささった衝しよう撃げきに吹き飛ばされ、無ぶ様ざまに地面を転がって、男は頭の中で困こん惑わくの声をあげた。

　なにが、起こった？

　顔を上げれば、視線の先には女の姿すがたがある。今、自分がとどめを刺そうとした相手だ。

　オルカ・スクーデリアという名のその女は、夜の森の中、金色の髪を星明かりにきらめかせながら、あちこちに血の滲にじんだ傷だらけの身体からだで立っている。

　見れば、握にぎる自らの大剣から右手だけを離し、その拳こぶしを振ふり抜ぬいた姿勢だ。

（…………まさか）

　自分は、殴なぐり飛とばされたのだろうか。

　余よ裕ゆう綽しやく々しやくで痛めつけていたはずの相手に。

（馬ば鹿かな…………ぐッ!?）

　男は立ち上がろうとして、腹部の痛みに思わず顔を伏ふせ、地面へ膝ひざを突いた。

　ありえない、ありえない。

　自分には【うたうたい】の絶大なる加か護ごがついている。つまり、無敵の存在なのだ。こんなこと、本来、あるはずがない。

　自分を落ち着けるため、男は深く息を吐はいた。

（…………どうせ、そうだ、どうせ死しに損ぞこないの、渾こん身しんの悪あがきだろう）

　自分を吹き飛ばしたらしい相手のことを、改めて考える。

（……まぐれで一いつ矢し報むくいてきたとはいえ、結局は女だ。女の魔ま物もの狩がりだ。男の魔物狩りである俺と違い、ヤツらは【うたうたい】の加護を得られない──所しよ詮せんは、穢けがれたまがい物だ）

　そんなヤツに、自分が負けるはずはない。

　思いながら、男は顔を上げ……。

「…………は？」

　あまりに信じがたいものを、眼めに映うつすこととなった。

　それは金髪の女、オルカ・スクーデリアの向こうにいた。彼女が後ろにかばい、必死で守っていたひとりの人物である。

　十代の半なかばにいくかいかないかの、非力な細身の少年だ。

「な…………」

　男にとっては、取るに足らない存在だった。殺すことに決めてはいるが、そこに感かん慨がいなどない。顔も名前も覚えていなかった。

　だが、今、その姿が強烈に目に刺さる。あるはずのないものが、あってはいけないものが、少年の身体から顕けん現げんしていたからだ。

　叫さけばずには、いられなかった。

「……な、な、……なんだと!?　なぜ、ど、どういうことだ！」

　声に浮かんだ狼ろう狽ばいを、取とり繕つくろう余裕さえない。

「答えろ！　ガキ！　貴様、その、その…………──その背中の翼はッ、なんだッ!!」

　少年の背に、いつの間にか揺ゆれていたもの。

　それは、どの生き物のものとも違う、どこか無む機き質しつで非現実的な、しかし圧倒的に荘そう厳ごんで神秘的な、美しい六翼。

「……なに、って」

　オルカ・スクーデリアが、少年の代かわりに、こちらを睨にらみつけながら声を返してくる。

　その瞳ひとみは、今、真まっ赤かに輝かがやいていた。男の記憶が正しければ、もとは金眼だったはずなのに。

　彼女の変化はそれだけではない。

　全身に刻きざんでやったはずの傷が、すべて綺き麗れいに消えている。

　なにより、身体から発する魄はく気きが、先ほどまでとは段違いに強い。比くらべるのも馬鹿らしいくらいに。

「答えは、ひとつしかないでしょう」

　やめろ、言うな。思っても、口にできなかった。

「あの翼がなんなのか……あの翼を持つ者がなんなのか、それを、お前たちはよく知っているはず」

「ぐ、ぐ……」

　男も、頭の論理的な部分ではわかってしまっている。状況ははっきりしているのだ。

　なぜなら、少年は、ただ突っ立って背中の翼を揺らしているわけではない。

（耳みみ、障ざわりな……！）

　歌っているのだ。

　そして自らの歌声を、背中の翼をはためかせて増ぞう幅ふくし、強く大きく響ひびかせている。

　それにより、魔物狩りの瞳の色を変え、傷を癒いやし、爆発的な力を与える……そういった存在を、自分たちはよく知っていた。

（馬鹿な……馬鹿な馬鹿な馬鹿なッ!!　そんな、そんなことは……！）

　今日何度目になるだろう、『ありえない』という思いが頭の中でぐるぐると回る。

　なにがもっともおかしいかと言えば、性別だ。

　歌を歌い、加護を授さずけることができるのは、今まで女性だけだった。

　歌の加護を受け、絶対的な強者となれる人間は、今まで男性だけだった。

　それがこの世界の常識で、今まで決して崩くずれることのなかった大前提のはずなのだ。

　なのに、なのに。

　オルカ・スクーデリアは、すうっと息を吸う。

　殲せん姫きと呼ばれ、多くの功こう績せきを積みながらも、加護を得られない女であるがゆえにまがい物とされてきた彼女は、言った。

　たとえどれだけ歌を愛していても、男であるがゆえに、やはりまがい物とされてきたその少年について、はっきりと。

「そこにいる、その子は──」
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「おおーい！　こっちにも肉と酒追加だ！　同じヤツな！」

「は～い！　ありがとうございます！」

　常連の男性客に笑顔で答え、すばやく調理場へ。

　腕に乗せていた空からの皿さらを流しに置きながら、店のマスターに告つげる。

「マスター、アスブクラ兎うさぎのソテーと麦酒ビールを四つお願いしますっ」

「ん。レン、そろそろ皿も洗え、たまっている」

「はい！」

　ここは、街で唯ゆい一いつの酒場だ。働はたらき盛ざかりの人々が、男女問わずにやってくる。

　すっかり日の沈しずんだ時分、一日の仕事を終えたお客で店内はいっぱいである。

（よし、さっさと洗って、そしたらまたお皿下げて、注文とって……）

　レン・レヴェントン、十四歳。まだまだ少年と言われる年頃だが、この酒場で店員をしている。

　生きていくため、それから、夢のため。

　流し場にセットされた水みず魔ま石せきから水を出し、皿を洗っていく。

　魔石は水だけでなく、熱や火、音に光、物体を動かす力や風、その他にも様々なものを生み出してくれる。

　この世界の文明は、魔石を中心に回っていると言っていい。魔石文明だ。

　活気に満ちた酒場の中、食器を洗い、空あき皿を下げ、注文を取り、レンは必死に仕事をこなす。







「ええと、……ご注文のある方はいらっしゃいますか～？」

　店内を見み渡わたしながら、声を張はって自分から聞いてみる。注文の波が途と切ぎれたのだ。

　すると、近くに座っていた男性が言った。

「いやあレン君、しばらくは注文するヤツいないと思うよ」

「え？」

「だって、そろそろだろう？　……ほら」

　彼が悪戯いたずらに笑った直後、店の大きな置き時計からゴオンゴオンと重い音が響ひびいた。

　これは、この店では、とある時間が来たことの合図である。

「う、うわ、いつの間にそんなに経たって……！　気付きませんでした……！」

　レンの言葉に、男性は「はっはっは！　あんなに忙いそがしくしてちゃわかんないか！」と大きな声で笑い、ぐいっと酒を呷あおった。

「……ふん、あれの時間か。レン」

　マスターが料理をしたまま、いつも通りの渋しぶい声でそれだけ言う。

　つまり、始める許可が出た。

「はい！」

　返事をして、レンは部屋の隅すみへ向かう。

　そこに置かれているのは、大きな鍵けん盤ばん楽がつ器き。

　黒く艶つやめいた筐きよう体たいの中にはたくさんの音魔石が並べられており、叩たたく鍵けんごとに様々な高さの音が出る。

　弾ひきこなすのは難しいが、レンはもう長い付き合いだ。

「みなさま、本日もご来店ありがとうございます」

　鍵盤楽器の前に立ち、お客の方を向いて一礼。

「今夜もどうか、楽しんでいただけると嬉うれしいです」

　店員であるレンが、鍵盤楽器を弾きながら歌う。この酒場で三日に一度開かれている余よ興きようだ。

「いよおおし待ってたぞ～！」「これが楽しみで通ってんだよ俺は！　……あ～いやいやマスターの料理も最高よ!?」「レーン！　私の好きな曲頼むよ！」

　歓かん声せいが、店のあちこちから上がった。

　いつも、それがありがたくて、誇ほこらしくて。

　レンは、歌うことを愛している。歌を聴きいてもらうことも、嬉しくてしかたがない。

　歌は、自分の人生のすべてだと思っている──だけど。

「ありがとうございます！　声鳴らし、レン・レヴェントン、今夜も全力を尽つくします！」

　レンは、間違っても歌手や歌い手、ましてや【うたうたい】とは、絶対に呼ばれない。

　呼ばれてはいけない。

（……真に歌が歌える者、【うたうたい】を名乗っていいのは、ごくごく一ひと握にぎりの、その歌声に特別な力が宿った人たちだけ）

　そうでない人間がどれだけ上う手まく、どれだけ熱心に歌っても、それは声を鳴ならしているだけに過すぎない。真に歌を歌っているというわけではない……そう言われている。

　これはこの世界の常識であり、自分はその特別な能力を持つ人間ではない。

　あくまで、レン・レヴェントンは声こえ鳴ならしなのだ。

（そもそも、僕は男だし）

　特殊な力を持つ者である【うたうたい】として目覚めた人間は、今まで確認された限り女性しかいない。

　だから、女性の声鳴らしであれば、いずれもしかしたら【うたうたい】になれるかもという希望を持つことはできる。

　だが、男性の声鳴らしは違う。一生、そのまま生きていくしかない。

　時に口さがない人たちから、所しよ詮せんは【うたうたい】のまがい物と蔑さげすまれるまま、生きていかなければならない。

（……集中しろ）

　鍵盤楽器の前、椅い子すに座ったレンはひとつ、頭を振ふった。

（大切なのは、呼ばれ方でも能力でもないはずだ。大切なのは……）

　どれだけ、歌を人の心に届けることができるか。

　どれだけ、歌を世界に響かせることができるか。

　結局、それだけのはずだ。口に出せば不ふ敬けいと罰ばつせられる考えだが、そう信じている。

「では、一曲目を」

　言って、姿勢を正し、呼吸を整えた。

　さあ、ステージが始まる。

（歌おう、せいいっぱい。僕の歌を）

【うたうたい】とは呼ばれないし、いつかそうなれるかもしれない女性でもない。

　だけど、命は懸かけている。

　レン・レヴェントンは、一夜一夜、一曲一曲、一音一音、死ぬ気で歌い、そのためだけに生きているのだ。

　もちろん、今日もそう。

　鋭するどく息を吸い込んで……、




「おっしゃああああああ間に合ったああああああ！　………………か？」

「どう……だろ……？　……ギリギリ？」

「いえ、もしかして、始まるところを邪じや魔ましちゃったんじゃ……」




　初めの一音を歌い出す寸すん前ぜんだった。店の扉が勢いよく開き、三つの人影が飛び込むようにして入ってきた。

　揃そろって綺き麗れいな金髪。纏まとう雰ふん囲い気きこそ三者三様だが、その顔立ちは似に通かよっている。

「おーい遅いぞ三姉妹！」「お仕事お疲れさん！」「いつもの席空いてるわよ！」

　酒場の皆は、そんな声をかける。

　周りに礼を言いながら、三人はそろって唯一空いていたテーブルに着いた。

　せっかく来てくれたお客さんへなにも出さずに、まさか演奏なんて始められない。レンは楽器前の椅子からすばやく立ち上がり、彼女たちのもとへ向かった。

「オルカさん、ベルさん、ナーファルさん、ご来店ありがとうございます」

「いよ～、レン。悪いな、ギリギリに来ちまって」

　そう言って人好きのする笑顔を咲かせるのは、ベル・スクーデリア。

　ショートボブを活発に揺ゆらす、小柄な女性である。パッチリとした目鼻だちが、明るい性格によく似合う。

「ごめんねレン君……。ベル姉が時間を間違えてて……」

「間違えたのはお前だろがナーファルてめえおらァ」

「ふふ……それはレン君が……どっちを信じるか……、だね……！」

　独特のテンポを持った口調でベルにそう返すのは、ナーファル・スクーデリア。

　すらりとした長身と、腰こしまで伸びた綺麗な髪が印象的。不思議な雰囲気を持つ、美しい人だ。

　そして。

「ベル、ナーファル、喧けん嘩かしないの」

　温かくも、どこか凜りんとした声。ベルとナーファルの二人を窘たしなめるのは、編あんだ髪を艶やかなフルアップにまとめた美女。

「ごめんなさい、レン君。うるさくしてしまって」

　気品と貫かん禄ろく。

　柔やわらかく笑う姿には、そんな二つの言葉がよく似合う。瞳ひとみの傍そばの泣なき黒子ぼくろは、そこに色香まで足している。

　彼女は、オルカ・スクーデリア。スクーデリア三姉妹、その長女。

　三女がナーファル、次女がベル、長女がオルカである。

　彼女たちスクーデリア三姉妹は全員、魔ま物もの狩がりと呼ばれる特別な人間である。人類の脅きよう威いである魔物と戦う、一般人とは次元の違う強さを持った人々だ。

【うたうたい】ほど希き少しようではないが、レンのような一般人と比べるとごく少数。

「いえ、うるさいだなんてそんな」

「そうだそうだ！　いいだろうが酒場なんてどうせ元からうっせーとこなんだからよ～、なあレン！」

　ベルが笑顔で言いながら、こちらの肩をバンバンと叩く。ナーファルも「そうそう……」と頷うなずいている。

　ベルとナーファル、この二人とレンは、わりと気軽に話す仲である。

　こうして酒場に来てもらうとき以外でも、街で顔を合わせればいろいろと喋しやべるし、食事を一緒にすることもよくある。

「はあ、あのね。……いえ、こんなことをしていたら、ますますレン君が歌うのを遅らせちゃうわね」

　だが、オルカだけは違う。

「さっさと注文してしまいましょう。レン君、いつものをもらえる？」

「はいっ」

　彼女を前にすると、レンは毎度、すこし緊きん張ちようしてしまう。

　三姉妹は全員、とても素す敵てきで綺麗な女性だ。

　だが、中でもオルカはあまりにも、纏う雰囲気の凜とした、かっこいい大人のお姉さんだった。明らかに、自分とは住む世界が違う気がする。

「時間がかかってしまうようなら、飲み物だけでも大丈夫だから」

「いえ、お気になさらず……っ」

　自分なんかが話をしていいのだろうか、そんな風にすら思ってしまう。

　嫌いなわけではもちろんないし、苦手というのも違う。あえて言うなら、畏おそれ多おおいが一番近い。

　レンにとって、オルカ・スクーデリアはとにかく、気軽には話せない、遠い人だった。

「すぐにご用意できると思います。……ええっと」

　調理場のマスターをちらりと見れば、彼は小さく頷き、要点だけを短く言った。

「来ると思っていた、もうできている。レン、持っていけ」

「はい！」

　やっぱり、さすがだ。思いながらレンは彼のもとへ行き、三人前の料理を受け取った。

　柔らかく煮に込こんだ兎の肉と、彩いろどり鮮あざやかな野菜のサラダ。それから、パリパリした食感の焼きパンと甘あま酸ずっぱい果実酒。

　酒場でも人気のセットで、三姉妹がいつも頼むメニューだ。

「お待たせしました、どうぞ」

「おお～、美う味まそう美味そう！」「お腹なか……ペコペコ……」

　テーブルへ届けると、ベルとナーファルの二人は勢いよく料理をやっつけにかかる。

「……うん、美お味いしい」

　オルカは一いつ旦たん、果実酒で口を湿しめした。そんなところも大人っぽいように感じてしまうのは、自分が子どもだからだろうか。

「やっぱり、ここのお酒と料理は素敵ね。おかげで毎日つい来ちゃうわ」

　美しい顔に似合いの、澄すんだ声でそう言うオルカ。

（……僕の歌が楽しみで、とは言ってもらえないか）

　もっと頑張らなきゃな。内心、レンは気合いを入れ直す。

　自分の歌を、オルカにとっての『この店に通う楽しみ』に数えてもらう。

　それは実は、三姉妹がこの店にやってくるようになってからこっち、ずっとレンが取り組んでいる目標だった。

　三人に頭を下げてから、鍵盤楽器の方へと歩いて行く。

　今日も、精せいいっぱい歌おう。





　　　　◇◆◇






「やっぱり、ここのお酒と料理は素敵ね──か。へえ～、そうなんだぁ姉貴。そんなにここの酒と飯が好みかあ。いやあ美味いよ、アタシも文句ねえよ。けどさあ、ふ～ん」

「おかげで毎日つい来ちゃうわ──だって。そうだったんだねえ……。オルカ姉が……毎日毎日毎日毎日……ここに通うのは……そういう理由なんだ……」

　そうですかそうですかそうなんですかぁ。そんな風にナーファルとベル、二人の妹が投げてくるのは、呆あきれを目いっぱいに含ふくませた声。

　三姉妹の長女、オルカ・スクーデリアには、なにも言い返す言葉がなかった。

「………………ほら、そろそろ歌も始まるから、ね？」

　ようやく絞しぼり出だした言葉は、我ながら情けなくなってくるほどの見苦しいごまかし。

　なにが『ね？』だ。自分でも意味がわからない。

「……なあ姉貴、アタシは思うんだけどよ」

「……なにかしら」

　ベルに頷きながらも、ついついオルカの視線が向くのは別の場所。

　そこにいるのは一人の少年。鍵盤楽器の前に立ち、店の客に向かってあらためて頭を下げている。

　客の誰かが冗じよう談だんを言って、場が騒さわがしく盛もり上あがった。それに隠かくれるようにして、声を潜ひそめたベルが言う。

「アタシらがこの街に来て、レンに会ってからもう一年以上経つぜ。いい加減、腹くくって突撃しちまえよ」

「………………だ、だって！」

　レン・レヴェントン。酒場で働く、礼儀正しい男の子。

　いつも仕事に一いつ生しよう懸けん命めいで、にっこりと笑う顔は無む垢くで、だけど時々驚くほど大人の顔で遠くを見つめて──そして、魂たましいそのものから音を出すように歌う少年。

「い、……いくつ下だと、思ってるのよ……」

「なんだよ、きっちりと再確認しとくか？　姉貴の一つ下がアタシで、アタシの一つ下がナーファルで」

　わざわざ指折り確認していくベル。

　なお、オルカは二十歳だ。ベルが十九歳でナーファルが十八歳。少々めずらしい、年子の三姉妹。

「ナーファルの……たしか四つ下だっけか、レンは。だから姉貴から見りゃ六つ下だな」

「別に……大した差じゃないと思う……六つくらい」

　ベルにそう続いたナーファルは、マイペースに食事を進めている。

「で、でも、たとえば三十歳と二十四歳だったらなんでもないけど、二十歳と十四歳は、ちょっと……アレなんじゃ……。そ、それに、男性は、年下が好きだって聞くし……」

　歯は切ぎれ悪く言ったオルカに、ナーファルはパンをかじって咀そ嚼しやくし飲み込んでから、表情を変えずに返す。

「人によるんじゃないの……そんなの……。オルカ姉がこのままもたもたしてるなら……私……レン君とっちゃうけど……いい？　私はレン君と……四つしか違わないし……」

「……え。え!?　ナーファル、それ、え、冗談、よね？」

「だと……思う？」

「え、え、…………え」

　ナーファルの言葉は本気と冗談が見分けにくい。

　思わずオルカの両手はフラフラと宙をさまようが、なにを摑つかめるわけでもない。

「それが嫌なら……もにょもにょ言ってないで……頑張ったら？」

「う、……うう」

　完全にド正論。やっつけられ、オルカはうつむくしかなくて。

「っあ」

　だが、すぐに顔を上げる。弾はじかれたような勢いで、小さく声をこぼしながら。

　だって、鍵盤楽器の音色が響き始めたのだ。

　レンがピンと背筋の伸びた姿勢で楽器の前に座り、鍵盤の上で手を踊らせている。

　呆れたようにベルが首を振りながらため息を吐ついたが、オルカの意識のピントはもう、あの少年に固定されて動かない。動かせない。

　そして、ついにオルカの耳へとそれが届く。

「〝前が見えない恐おそろしさ　わかってはいるつもりでも〟」

　矢のようにまっすぐで、冬空のように透すき通とおって。

「〝ただ暗くら闇やみを突つっ切きっていく　わずかな灯あかりもない場所を〟」

　しかし、線の細さとはまるで無む縁えん。

　美しいのに力強く。甘やかながら、ひどく鋭い。

「〝それしか知らない愚おろかさが〟」

（……ああ）

　オルカ・スクーデリアの心に、世界で一番響いて届く。

「〝唯一持ってる僕の武器〟」

　とても素敵な、それは歌声。六つ年下の男の子、レン・レヴェントンの歌声。

「〝まぶしさに慣なれてしまったら　次の暗闇は走れない〟」

　ベル、ナーファルの妹ふたりと一緒に、オルカは今までたくさんの街を巡めぐってきた。

　街には必ず酒場があって、そこには大抵、声鳴らしがいる。だから、男女問わずいろいろな声鳴らしの歌を聴いてきた。

（でも、……悪いけど）

　比べ物にならない。それが正直なところだ。

　いつも賑にぎやかなベルが、声ひとつ漏もらさない。

　マイペースなナーファルが、食事を一口だって進めない。

「〝わかってる〟」

　酒場の他の客もみんな、同じだ。レンの歌声に意識を吸い込まれ、他のことをする余よ裕ゆうがない。

「〝ここにすべてがあったって〟」

　オルカたち三姉妹は過去にたった一度だけ、【うたうたい】の歌を聴いた経験もある。まさしく圧倒的、神秘性さえ感じたそれは、確かにあまりに特別だった。

「〝止まる理由にできなくて〟」

　だけどはたして、今この耳に、胸に、心に届くこの歌を、凌しのぐものだったろうか。

（……すくなくとも、私にとっては）

　そうでは、なかった。はっきり言い切れる。

「〝剝はがれて離れるそのときに〟」

　レン・レヴェントンこそが一番だ。

　彼の歌を初めて聴いた時、頭をハンマーで思い切り殴なぐられたような衝しよう撃げきがあった。その余よ韻いんは、痺しびれは、未いまだなおオルカの中に残っている……不思議に甘く。

「〝さよならひとつじゃ足りないんだ〟」

　自分は今、世界で一番の歌を聴いている。オルカは誇こ張ちようなく、そう思っている。

「〝僕はなにかを差し出すだろう〟」

　鍵盤楽器の音色を相あい方かたに、歌は続いていく。

　一音一音が心をこんなにも揺らすのに、過ぎる時間はあっという間。

　やがて、レンの歌はこちらの胸に余韻をたっぷり残しながら止やみ、鍵盤楽器の音が最後を飾って。

　曲が終わった。

　そしてそれは、彼の歌よりもなお、オルカの心を一番強く引き込む瞬間がそろそろ訪れることを意味する。

（ああ、くる……）

　曲の終わりから一拍二拍、たっぷり三拍ほど待って、

「今日も絶好調だね～！」「疲れが吹き飛ぶよほんとさあ！」「最高！　いやあ、ほんとこの店は最高！」「何回聴いてもいいんだよなあ……」

　客の皆から盛大な歓声と拍はく手しゆが飛び。

「────……」

　まるで、身体に降おろしていたなにかが抜けている最中かのように。

　あるいは、外に放出してしまっていた自分のすべてをまた仕し舞まい直している最中かのように、ぼうっと呆ほうけていたレン。

　彼の意識が、この場所に戻ってくるのがわかる。瞳の焦しよう点てんが合って、仕し草ぐさにいつもの礼儀正しさが宿る。

　そして彼は、客の皆に視線を向けて──ふにゃりと笑った。温かく、柔らかく、幸せそのものみたいに。

（…………ああ）

　なによりも、なによりも、さっきまで堪たん能のうしていた世界一の歌よりもなお、オルカはレンのあの表情が好きだった。

　見る度たび、背中に稲いな妻づまが走る。胸の中ではわけのわからない衝しよう動どうが暴れて、やがて全身が痺れともどかしさで満ちる。

　この感情は、どんな言葉で表現すればいいのだろうか……なんて、悩む必要はあるのかどうか。

「お～お～、レンのヤツ、人気だねえ」

　年齢も男女も問わず様々な層から声援を受けるレン。彼を見て、テーブルに頰ほお杖づえを突きながらベルが言う。

「なあ姉貴、さっきのナーファルじゃねえけどさ、誰かにコナ掛かけられたってそんなにおかしくねえわけだろ、あいつ。今この場にはいねえけど、街にゃあ同年代だっているわけだし」

「……うん」

「いいのかよ、とられちまっても」

「…………うぅ」

　小さく低くオルカが呻うめけば、ベルはため息を吐いた。

「あのなあ……せめて、もうちょい距離感縮ちぢめて話すとかできねえの？　なんかいっつも妙みように素そっ気けねえ態たい度どしてっけど。あれなんなんだ、カッコつけてんの？」

「そ、そんなわけないじゃない！　だって、ああでもしないと、……ほんとに、まともに喋れそうにないっていうか……だから、仮面を被かぶってるっていうか……」

　そう、仮面だ。『きちんとした大人の女』という仮面。

　素すのままでレンと話をするのは、オルカにとっては難しい。

「だって普通に喋ったら絶対、顔とか真っ赤になるし……！　絶対、声とか震ふるえるし……！　絶対、わけわかんないこと言っちゃうし……！　……二十歳の女に、そんな、挙きよ動どう不ふ審しんな真ま似ねされたら、十四歳の男の子って、たぶん、……普通に……」

「引くかもな！　そりゃそうだ！　あっははははは！」

「笑いごとじゃないのよ！」

　笑い続けるベルの肩を摑んでガクンガクンと揺する。

「いいなああああベルはあああ……！　レン君とあんな風に仲良く喋れてえええ……！」

「アタシにとっちゃ普通に、歌のめっちゃ上手いガキってだけだからな～。つうか、レンと飯食いに行くってなったらできる限り姉貴のことも誘さそってやってんだろが」

「それはほんとのほんとにありがとおおおお…………！」

　とてもありがたい。情けないのは、その気き配くばりをまったく活いかせない自分である。

「ふたりとも……静かにして……。そろそろ……次の曲……やるみたいだから」

「っごめん、ありがとうナーファル、その通りね」

　オルカとベルは上がっていた声のボリュームを絞り、視線をまたレンへと向ける。

「次はなんだ～？　アタシの好きなヤツ演やってくれっかな～」

　ベルがそんな風に零こぼし、そしてやがて、二曲目が始まった。

　結局、この日レンは計五曲を演奏した。その中には、ベルがとりわけ好む一曲も含まれており。

（……いいなあ、なんて言えないか）

　だって自分は、どの曲が好きだってことさえ伝えられていないのだ。

　改めてレンとの間に空いている──空けてしまっている距離を思って、オルカはため息を吐いた。





　　　　◇◆◇






「いやあ～レン君！　僕は思うんだけどね！　レン君が女の子だったら絶対に【うたうたい】様になってるよ～！　間違いない！」

「いえ、そんな……！」

「なああんで男の子かな～！　せっかくそんなに歌がうまいのに～！　女の子みたいな顔もしてるのに～！」

「あ、あはは……」

（そう、かな……？　ううん……）

　女の子に見えるというのは、たまにこうして言われることだった。自分ではよくわからなくて、レンはすこしだけ首を傾かしげる。

　常連客の一人である中年男性は、強めの酒を一気に呷ってなおも続ける。

「ほんとにさー！　なああんで男の子かなああ！　もったいない、もったいない……！　もったいない！　ていうか、なんで【うたうたい】様って女性だけかなああ!?」

「ええっと……どうしてなんでしょうね？」

　色々な説せつが言われているらしいが、決定的なものはなかったはずである。

　とにかく、【うたうたい】と呼ばれる特別な力を持つ者が現れ始めてから二百年余あまりが経つが、今のところそのすべてが女性……そんな事実があるだけだ。

【うたうたい】になれる条件すらもわかっていない。共通しているのは女性であること、そして非常に高い歌唱力を持つことくらいらしい。

「ほんとにさああ…………ほんとにいいいい……」

「あ～あ～呑のみ過すぎよ。その辺にしときなさい、はい没収」

　テーブルに突つっ伏ぷす男性。隣となりに座る女性が、彼の手からグラスをむしり取った。

「レン、ごめんね、酔よっ払ぱらいが絡からんじゃって。そろそろお暇いとまするわ」

「いいえそんな！　またのお越しをお待ちしています！」

　レンがそう言って頭を下げると、女性は男性を立たせつつ「もちろんまた来るわ」と気っぷ良く笑う。テーブルに勘かん定じようを置き、彼女は男性と一緒に店を出て行った。

　ステージが終わり、そろそろ店じまいが近い時間帯だ。

　他のお客も、ちらほらと帰り始めている。今日の仕事も終わりが近い。

　レンは自分の足を少しだけ揉もみ込こむ。

（ひえ～パンパンだ～。筋肉が足りないんだな……）

　未だ成長期の身体は、まだまだ出来上がっていない。それがもどかしかった。

　早く大人になりたい。一人前になって、やりたいことがあるのだ。

（そのためには、身体をもっと鍛きたえなきゃ！）

　ちらりと厨ちゆう房ぼうの方に目を向ければ、マスターの動きに鈍にぶりは見えなかった。自分なんかよりよほどハードに働き続けているというのに、さすがだ。

　この酒場にはレンしか店員はおらず、店主であるマスターと二人で店を回している。

　店の規模やお客の数を考えればそれは絶対に無理なはずなのだが、マスターの手て際ぎわや体力が超人的なので、なんとかなってしまっていた。

（……うーん、やっぱりすごい。マスターって何者なんだろう）

　幼い頃に拾ひろわれて以来、レンは彼に育てられてきたようなものだが、その素す性じようはほとんど知らない。

　歳としだってわからない。四十から四十の半ばくらいだろうとは思うが。

　レンにできるのは、彼の足を引ひっ張ぱらないよう、せめて自分の仕事を精いっぱいやることだけだ。

「おお～いレーン！　追加注文いいか～！」

「っはーい！　ただいま！」

　明るい声を響かせたのは、三姉妹の次女・ベルだ。レンは三人のテーブルへ向かう。

「レン君……そろそろ店じまい……じゃない？　注文……大丈夫なの……？」

「大丈夫です！　ご遠えん慮りよなくどうぞ！」

　独特のテンポで喋る三女・ナーファルが心配してくれるが、レンは笑顔で首を横に振る。お客の要望にはできる限り応こたえるというのが、この店のスタンスだ。

「んじゃ～、悪いが遠慮なく。柔らかい肉と硬かたい肉と肉汁たっぷりな肉がそれぞれたらふく食いてえ。姉貴とナーファルは？」

「私はお酒のおかわりが欲しいわ」

「チーズ……チーズが食べたい……あとサラダ……」

　レンは腰に差しておいた注文票を手にとり、三姉妹のオーダーを書かき記しるす。

「はい、少々お待ち下さい！」

　他のお客だってもちろんだが、特にこの三人にはのびのび好きなように食べてほしい。

　だって毎日、彼女たちは街を守るために危険な魔物と戦ってくれているのだから。こういった休息の時間くらい、思うままに過ごしてほしい。

　頭を下げてから、オーダーを伝えるためレンは調理場へと向かう、




「よお、やってるよなあ！　とにかく酒だ！　酒もってこい！」

「あとは適てき当とうに食いもんな！　俺様たちの口に合うような上等のやつだぞお！」




　途と中ちゆうだった。乱暴に開かれたドアの音に思わず反応、足を止める。

　店に入ってきたのは、大柄な男二人組。片方はひげ面づら、もう片方は禿とく頭とうが特徴的だ。

　ドタンバタンと開け閉めされたドアの悲鳴が、レンの耳の奥に刺さる。

「どうしたおいボウズ！　てめえ聞いてんのか!?」

「あ、は、はい！　少々お待ち下さい！」

　ひげ面の男がレンへ声を投げてくる。

　この二人の注文は、いつもこんな感じだ。まだ残っていた周りのお客は顔をしかめ、その多くが呆れたように首を振って席を立つ。

　彼らはレンに「また来るよ」と言って店を去って行った。

「しっかしここは退たい屈くつな街だなほんとよお！」

「しゃーねえだろうクソ辺へん鄙ぴなとこにあんだから！　だっはっはっは！」

　周囲の露ろ骨こつな様子にも二人はお構かまいなしだ。気づいてすらいないのかもしれない。

　特権階級のふるまいである。

　コンコン、と小さく硬い音。見れば、ベルがこちらを向いて口だけ動かしている。はっきりとしたそれは、しっかり読み取れた──アタシらのは後でいい、だ。

（……ごめんなさい）

　本当に申し訳ない。その気き遣づかいに、レンは頭を下げて甘えることしかできなかった。

　マスターの方へ行くと、彼にも男二人の声は聞こえていたらしい。手際よく、もう料理を用意し始めていた。

「レン、三姉妹の注文は？　そっちの方が先のはずだな？」

「注文票はこちらです。ただ……あの人たちの後でいいって言って下さって」

　三姉妹の注文票をマスターの前へ置きながら伝えると、彼は「……一品追加しておく」とだけ静かに言った。

　男たちへ酒と料理を持っていくと、ひったくるようにトレーから酒を取られた。

「おっせえ！　俺様たちが飲みにきてやってんだぞ？　わぁってんのか？」

「魔物狩りだぞ？　なあ、そこらの一般人どもじゃねえんだぞ？　もしものときに誰がてめえらを守ってやると思ってんだ！」

「すみません」

　心を無にして頭だけ下げると、とりあえず舌打ちが返ってきた。

「田舎いなか街まちはこれだから嫌になるぜ。……ああ、そういやあボウズ、お前、声鳴らしだったな？」

「はい」

「はあああ……、わかってねえなあオイ！　なあ！」

　酒をぐいっと飲み、グラスをテーブルに叩き付け、ひげ面の男は言う。

「歌っつうのはな！　女が歌うもんだろうよ！　男の歌なんてなんにもなんねえんだ！　んなもんいらねえだろ！　な～んでわかんねえかな！　常識よ常識！」

「つうか魔物狩りがこうして来てやってるんだから、せめて女の声鳴らしの一人も用意しておくとかあよお、するだろ、普通よお、それが気遣いっつうもんだろ」

　ひげ面の男に禿頭の男もそう続いて、大きなため息を吐いた。

「ん、おい女、てめえなに睨にらんでやがる……ああ、んだよ、お前らか。いたのか三姉妹」

　ひげ面の男が、視線をオルカたち三人へ向ける。

「あまり……騒がないで……。お酒……まずくなる」

　男たちを横目で睨んでいたのはナーファルだ。その隣、ベルは眉み間けんに皺しわを寄せたまま目をつむっており、いかにも我慢をしている様子。

　オルカだけは涼すずやかな表情を揺らさず、グラスを口元で傾かたむけている。

　彼女たちに、今度は禿頭の男が酔いの回った口調で絡み始める。

「あ？　誰に向かってクチきいてんだてめえ……つうかよお、あのなあ、普通よお、するだろお、挨あい拶さつとかさあ。同じ魔物狩りとしてよお、挨拶くらいなあ」

「いやいや、同じじゃねえよ！　同じじゃねえさ！　だっはっはっはっは！」

　割り込んだひげ面の男は大声で続ける。

「俺たちは男の魔物狩り！　こいつらは女の魔物狩り！　天と地ほどの差があるだろう！　いざって時につっかえねえかんな～、女の魔物狩りなんつうのは！」

　そんなこと、ない。声をあげそうになり、歯を食いしばってレンはこらえる。

　しかし、投げつけられた言葉を否定せず黙だまったままの三姉妹へ、男はなおも続ける。

「いいか！　俺たち男の魔物狩りはな──【うたうたい】様の歌を聴けば！　力は湧わき立たち身体は速く！　勘かんは冴さえ渡わたり守りは堅かたく！　技は閃ひらめき心は熱く！　そうすりゃあもう、そこにいるのは一騎当千の強者よ！　魔物どもなんざ屁へでもねえ！」

　だがお前らはどうだ!?　男は自らの膝ひざをパアンと叩いて言う。

「なっさけねえよなあ！　お前ら女の魔物狩りは、【うたうたい】様の歌を聴いても、な～んも変わんねえんだもんな！　あの凄すさまじい加か護ごを、ほんのわずかも得られねえときた！　なんだそりゃ!?　出で来き損そこないだな！　だっはっはっは！」

「ひゃっひゃっひゃっひゃ！　おいおい言ってやるなよおそんなさあ！　しゃあねえだろお！　【うたうたい】様には女しかなれねえんだからよお、そしたらその歌で強くなんのは男に決まってらあなあ！　どっちかが女ならどっちかは男、支ささえ合あうもんだ！」

　彼らの言っていることは、現状、正しいとされている。

　魔物狩りは、その身に宿した戦うための能力で、魔物を討うつ人間。

　そして【うたうたい】は、その歌声を魔物狩りに聴かせることで、彼らの力を爆発的に強化できる、特別な女性たちだ。

【うたうたい】の歌の持つ影響力は凄まじい。魔物狩りと一般人の間には比べるのも馬ば鹿からしいくらい圧倒的な戦力差があるが、【うたうたい】の歌による加護を得た魔物狩りと得ていない魔物狩りの間にも、それと同じくらいの力の差ができてしまう。

（……なんで、なんで女性の魔物狩りに、【うたうたい】様は力をくださらないんだ）

　男たちふたりが言うとおり、女性の魔物狩りは【うたうたい】の歌から加護を得ることができない。すくなくとも、今までそういった記録はないらしい。

　それは、やはり男たち二人が言うように、【うたうたい】には女性しかいないからだと言われている。

　役目の片方が女なら、もう片方は男。この世は男女でバランスが取れている、なんて論理だ。

「「「…………」」」

　押し黙る三姉妹が今まさに目の前でされているように、女性の魔物狩りは男性の魔物狩りから馬鹿にされ続けてきた。

　出来損ない、まがい物、所詮はモドキ……そんな風に。

　露骨な身分差・役割差だって存在する。

　男性の魔物狩りはいざという時の戦力として大切に温存される傾向にあるため、普段、街の人々を守るために魔物と戦うのは、もっぱら女性の魔物狩りの仕事なのだ。

「感謝しろよ～！　俺たち男の魔物狩りがいるおかげで、お前らは雑ざ魚この魔物だけ狩って暮らせてんだからよ！　だーはっはっはっは！」

　ひげ面の男は、大声で笑って大得意。

　たしかに、今まで国難レベルの大きな脅威……極きわめて強力な魔物が出現したとき、力になったのは男性の魔物狩りたちらしい。

　彼らは【うたうたい】の歌の加護を授かり、獅し子し奮ふん迅じんの働きを見せたという。

（だからって、なんでオルカさんたちがこんなに馬鹿にされなきゃいけないんだ……）

　生活を守ってくれているのは、女性の魔物狩りだ。

　うろつく魔物たちが街に入らないよう毎日毎日戦ってくれているのは、この街の人々が感謝しているのは、オルカたちスクーデリア三姉妹だ。

「おおそうだ！　さっき街の外に魔物らしきもんを見たんだった。お前ら、今から行って狩ってこい。それくらいできんだろ、女の魔物狩りでもよ」

「っ待ってください！」

　我慢が、できなくて。

　思わず声をあげてしまい、自分はやっぱり子どもなんだと思った。

「オルカさんたちは一日、お仕事をされていてお疲れなんです。だから」

「ああ？　……おいボウズ、そりゃ、俺たちは仕事してねえとでも言いたいのか？」

　こちらの言葉を遮さえぎって自分から言うくらいには、自覚があるのだろう。

　街の人間はみんな知っているが、このふたりと今ここにいない隊長格の男、合わせて三人の魔物狩りは、見張り台の上で日がな一日酒を飲んではダラダラしているだけだ。

　それでも街から金はせびるのだから、良いご身分である。

「なあ、おい、ッチ」

　ひげ面の男は舌打ちひとつ、苛いら立だたしげに顔を歪ゆがめて立ち上がった。レンと三姉妹を交互に睨む。

「男の声鳴らしと女の魔物狩り、出来損ないのまがい物同士でつるみやがって。……とりあえず、テメエにゃ躾しつけが必要だな」

　男の身体は、レンと比べて大きく分厚い。彼が魔物狩りでなく一般人だったとしても、レンなど一方的にやられておしまいだろう。

　だが、謝らないし、許しも請こわない。殴られる程度の覚悟はできている。意地を通すのは子供の権利だ、その後に痛い目を見ることまで含めて。

　男がその太い腕を振りかぶり、レンは上着の裾すそをぎゅうっと握りながら、まっすぐそれを見続ける。怖がって目をつむってなんてやるものか──。

「っ!?」

「え……」

　男は息を呑み、レンの口からは驚きの声が漏れていた。

（……今、なにか）

　視界を横切ったような。自分と男の間を、銀色に光るものが、超高速で。

　図はからずも、男と揃って視線を横にずらせば……。




　壁にフォークが突き刺さっていた。




「失礼、手が滑すべりました」

　美しく凜とした声が、平然とした響きで鳴り渡る。

　言葉と同時、立ち上がったその人は、声に似合いの美女だった。

「育ちがよくないもので、申し訳ありません。お怪け我がは？」

　言葉こそ丁てい寧ねいだが、彼女、オルカ・スクーデリアの声はひどく冷えている。

「な、な…………」

「ああ、男性の魔物狩りですものね、こんなもので怪我などまさか、するはずがありませんよね。失礼」

「お、おま、………………ま、まあ、……そう、だな」

　なにかきっと文句を言いかけたのだろう男は、しかし、言葉を飲み込んだようだった。代わりに、オルカから目を逸そらしながら曖あい昧まいに頷くのみだ。

　気持ちはわかる。それはそうだ。

（うわあ……うわあ…………す、すごい……）

　強者の風格、そう言えばいいだろうか。

　オルカが全身から発するそれは、凄まじい圧力でこの場を制していた。

　それでも、もし【うたうたい】の歌があれば、このひげ面の男の方がオルカより強いのだろう。

　だが、今ここに【うたうたい】はいないし、【うたうたい】の歌はない。

「……ぅ、く」

　オルカの圧に晒さらされ、男の顔には脂あぶら汗あせが浮いている。

（オルカさんって……聞いた通り、本当にめちゃくちゃ強いんだ……）

　いつか、ベルとナーファルが教えてくれたことだ。

　オルカがもし【うたうたい】の歌の加護を授かれる男性として生まれていたのなら、今頃は【うたうたい】の専属護衛に──すなわち、この国で最も強い魔物狩りの一人になっていたはず。

　そう誰しもに言われるほど、オルカは超ちようが付く実力者らしい。

　敵である魔物を殲せん滅めつするその圧倒的な戦いくさ姿すがたと、高貴ささえ感じさせる美び貌ぼうから、付いた二つ名は、殲せん姫き。

「一つ、お聞きしたいことが」

「な、なんだ」

　髪と同じ、金色の瞳が男を射い貫ぬいている。ひどく鋭えい利りに輝かがやくそれを、レンは綺麗だと思った。

「見かけた魔物というのは、どの辺りに？」

「ほ、北東の方角だ」

「そうですか、わかりました」

　オルカは腰に巻いた革製のバッグから勘定を取り出し、テーブルに置いた。

「レン君、ごちそうさま。……ベル、ナーファル、行きましょう」

「へいへ～い」

「わかった……」

　妹二人を連れ、店の出口へ歩いて行くオルカ。

「……ああ、そうそう」

　彼女はその途中で足を止め、振り返って男へ言う。

「魔物狩りの力は、魔物を屠ほふるためのもの。まさか誇り高き男性の魔物狩りが、魔物でなくか弱き民たみ草くさに手をあげるだなんてこと、もちろんありえませんよね？　これまでも、……これからも」

「……ま、まあ、そう、だな」

「安心しました」

　そう言いながら、相変わらず彼女の瞳は斬きりつけるような鋭さだ。ひげ面の男も、椅子に座ったままの禿頭の男も、バツが悪そうな顔で改めて頷くのみ。

「レン君、注文は取り消しておいて。ごめんなさい。壁とフォークもあとで弁べん償しようします」

「いえ、そんな！」

　レンの言葉の続きを待たずに、オルカは店を出て行ってしまった。

　ベルとナーファルも彼女に続き、扉の閉まる音だけが残された。

「……けっ！　調子に乗りやがって！　【祝しゆく福ふく持もち】の隊長がいりゃああんな女……！」

「ま、まあまあ、いいだろう。結局なんだかんだ言っても俺らに言われた通り、お仕事行ってくれたんだしよ」

「そ、そうだな、それもそうか！　だっはっはっは！」

　男ふたりが勝手な会話をしているが、レンの意識はそんなものにピントを合わせない。

（……なにもできなかった）

　細く頼りない未み成せい熟じゆくな身体。理り路ろ整せい然ぜんと反論できる頭もなくて、できたのは感情だけの嚙かみつきひとつ。

　どうして、こんなに無力なんだろう。

　ドアを呆ぼう然ぜんと眺ながめながらすこしばかり立たち尽つくして。

「……っ」

　それでも、レンは前へと踏み出した。

　無力なただの子供だけれど、せめて自分にやれることだけは、すべてやりたくて。





　　　　◇◆◇






「あ～あ～クッソ、なんなんだアイツら！　ほんっと腐くさってやがる！」

「私が……フォーク……投げてやりたかった……。オルカ姉の方が……ちょっと早かった……悔くやしい……」

「アタシは皿を投げようかと思ったんだが出遅れたぜ！　ちっくしょ、次はぶん投げてやる。姉貴は一回休みだぞ！　……って聞いてんのか？　ん、おーい、姉貴？」

「オルカ姉……？　どうしたの……？」

　店を出て、数歩行った先。

　足を止めたオルカに、妹二人が寄ってくる。

「姉貴～、おい、お～い？　なんだよ、さっきのクソどもにムカついてんのか？　わかるわかる、でも今はとりあえず魔物のとこ行こうぜ。いや、ほんと魔物より先にあいつらヤっちまいてえとこだけどよ」

　ベルがこちらの目の前で手を振りながらそんな風に言うが、オルカの頭には現在、さっきの男たちがどうのなどという些さ末まつなことを考える余裕はない。

「姉貴？　どーしたんだよ？」

「絶対引かれた……」

「は？」

「絶対引かれた絶対引かれた絶対引かれた絶対引かれた絶対引かれた絶対引かれた絶対引かれた絶対引かれた絶対引かれた絶対引かれた絶対引かれた絶対引かれた絶対引かれた絶対引かれた絶対引かれた……」

「うるせえななんだよ怖こええな!!」

　バッと身体をこちらから離すベル。可愛かわいい妹にも引かれてしまった。

「オルカ姉……引かれたって……レン君に……？」

「そう……。だって、フォーク投げて壁に刺して男脅おどして去ってった女よ、私……」

　レンとの間に空けてしまっている距離を埋うめるため、取っつきやすい親しみを見せていかなければならないというのに、どうしてこうなったのか。

「あー……オルカ姉……さっきなんかトんでたもんね……うん……怖かった」

「怖かったよね!?　で、でも理性は一応あったの！　でなきゃフォーク当ててた！」

「むーん……それはたしかに……」

　納得したようにナーファルは唸うなった。

「ビビらせたのはあくまでさっきのヒゲ野郎だろ？　別にレンは引いてねえよ」

「……そ、そうかしら」

「や、わかんねえけど。わりと適当に言ってる」

「[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]…………」

「すげえ声だなまた……どっから出してんだそれ」

　オルカが両手で顔を覆おおった、その時だ。

「っオルカさん！　ベルさん！　ナーファルさん！」

「……!?」

　背後に突然、ドアの開く音と少年の声が響く。驚きにオルカの身体は固まった。

「あん？　お～、レン」

「レン君……？　どうしたの……？」

　ベルとナーファルは振り返り、なぜか店から出てきたらしいレンに声を返している。だが、オルカにはその勇気はなかった。

（絶対引かれてる絶対引かれてる絶対引かれてる……絶対……絶対……）

　もし振り返ったなら、きっと彼には怯おびえた目で見られるだろう。そんな痛みに耐えられるわけがない。

　レンはとても優しい子だし、気を遣う性格だから、きっと露骨にならないよう必死に隠してくれるだろうけれど、それでもだ。

　それぐらいの姿を、自分はさっき見せてしまった──。

「あ、あの！　僕、僕、……明日も！　お待ちしています！」

「……え？」

　飛んできたあまりに意外な言葉に、決して振り返るものかと決めていたオルカは、馬鹿みたいにあっさり禁を破ってしまった。

（……レ、レン君）

　果たして、振り返ったオルカの視界の中にいたのは、怯えているわけでも、怖がっているわけでもなく……、

「僕は、なんの力にも、なれないですけど！　オルカさんたちは、お疲れなのに、魔物と戦いに行ってくれて……！　なのに僕なんて、なんにもできないですけど！」

　ただただ、悔しそうな顔をした男の子だった。

　きっと、戦えない自分自身に腹を立てている、男の子だ。

「でも！　明日も！　お待ちしてます！　明後日あさつても！　その次も！　そうしたら、精せいいっぱい、歌います！　僕の全部で歌います！　だから、だから、……どうか、お気をつけて！　どうか、ご無ぶ事じで！」

　ああ、そうか。

　彼は、とにかくそれを言いにきてくれたのだ。気をつけて、無事で、それだけを。

「……はっ、なんつ～顔してんだよ」

　言いながら、レンに歩み寄ったベルが、彼の髪をくしゃくしゃとかき回す。

「あのなあ、これでもアタシら三姉妹、結構名前通ってんだぜ。ちっとくらい予定にない仕事入れられたってなんでもねえよ」

　いつの間にかベルと同じようにレンのそばへと寄っていたナーファルが、彼の手をきゅっと握る。

「そうそう……そんなに……心配しなくても……大丈夫」

「それにアタシらにゃ無敵の姉貴が付いてんだ。な～そうだろ姉貴」

　ベルがそうこちらに話を振ってくれた。レンの視線がオルカに向けられる。

「オルカさん、あの……」

「心配してくれてありがとう。油断をするつもりはないけれど、今は特別警戒しなきゃいけない魔物はこの辺りにはいないわ」
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　ペラペラと、オルカの口はよく回る。もちろんこれは、『きちんとした大人の女』の仮面を被っているからだ。

（あ～……なんでこう……）

　自分も、ベルやナーファルみたいにもっと親しん密みつな感じで話をしたい。思う心とは裏腹に、オルカの口からはいつものように、澄ました声ばかりが出ていく。

「疲労も大したことないし、だから、特に危険はないわね」

「そ、そうなんですかっ、よかった……」

　レンは安心したように息を吐く。

「あ、そうだ……！　あの、オルカさん、さっきは本当に、ありがとうございました！」

　それから、オルカの大好きな、あのふにゃりとした笑顔を浮かべてそう言った。

　怖くなかった？　引いたりしなかった？

　そんな事を聞く気なんて起きないくらい、穏おだやかに。

「ベルさんとナーファルさんからお聞きしてもいたんですけど、オルカさんってとってもお強いんですね！　すっごくかっこ良かったです！」

「っ………………あ、れは手が滑っただけ。さあ、ベル、ナーファル、行くわよ」

　レンに背を向け、言うが早いかオルカはちゃっちゃと歩き出す。

「おい姉貴、ったく！　……じゃあなレン、仕事終わったらあったかくして寝ろよ！」

「レン君……またね……」

「あ、はい！　あの、でも、本当に、お気をつけて！」

　彼の声に、振り向かず足も止めずに手を上げるだけがオルカの精いっぱいだった。

　ほどなくして、ベルとナーファルがこちらに追いついてくる。

「……おい姉貴、あのなあ、だからそういうとこが…………おおおなんだその顔」

「ベル、私、今どんな顔してる……？」

「だらしねえ浮かれポンチ」

「だよね……」

　レンには絶対に見せられない顔である。だが、そうなるのも仕方ないのだ。

「かっこ良かったって、私、かっこ良かったって……！」

「オルカ姉……わかりやす……」

「わかりやすくったっていいわ！　レン君がかっこ良かったって言ってくれたからもうなんでもいいわ！　ぃよし！　気合い入れて仕事するわよ！」

　今なら、どんな高ランクの魔物でも簡単に屠れる気がする。

　意い気き揚よう々ようと歩を進め、北東の門から街を出る。我ながら足取りは馬鹿みたいに軽い。

「ベル、ナーファル、準備を」

　とはいえ、緩ゆるんだ気持ちで魔物と相対するつもりはない。

　引ひき締しめた声で言うと、妹たちも同じトーンで応じる。

「あいよ」

「わかった……」

　頷いた彼女たちは、自らの胸元をトントンと二回叩いた──魔物狩りとなった人間の胸元には、肌の下にあって見えないが、特殊な魔石が埋まっている。

　暗闇の中、光が瞬またたく。

　収まった頃には、ベルとナーファルの手には金色に輝く武器が握られていた。

　ベルは二刀の短剣、ナーファルは弓だ。

　オルカも自らの胸元を叩き、自分の得え物ものを出現させる。

「……よし」

　それは、ずっしりとした重みが心地よい、片刃の大剣。使い手であるオルカの背丈とほぼ同じ長さがある。

　オルカの大剣もベルの二刀もナーファルの弓も、胸元の魔石へ『強さのイメージ』を送り込んで具現化させた、特別な武器だ。

　魔物狩りだけが使えるこれは、魄武器レーゴラと呼ばれている。

「さあて魔物はどこだ？　つうか、ほんとにいるんだろうな」

「それに関しては噓うそを吐つかないっていう、魔物狩りとしての最低限の常識に期待しましょう。彼らにそんなものがあるかどうかは甚はなはだ疑問だけど」

　街の外に広がる荒野を、とりあえず探索。もっと先に行けば森やら山やらがあるが、街の近くは平へい坦たんで拓ひらけており、見晴らしがいい。

（いるならさっさと見つけてしまいたいわね、どこかしら）

　魔物狩りとなった人間の身体は特別だ。身体能力のすべてが、通常の人間の常識外。眼も例外でなく、星明かりしかない暗闇でも周りの状況を把は握あくできる。

　魔物狩りになる前の自分に、夜の暗闇はどう見えていたのだったか。遠い昔のこと過ぎて、オルカにはもう思い出せない。

「……いた。あっち」

　しばらくして、そう呟つぶやいたのはナーファルだ。弓使いである彼女は、自分たちの中でも特別、視力に優すぐれている。

　目をこらしてみれば、オルカにもその姿が確認できた。

「狼おおかみ型がたの群むれね」

　その数、七、八体ほど。

　姿形は普通の狼と変わらないのだが、紫色をした靄もやのようなものが身体の周りに漂ただよっている。瘴しよう気きと呼ばれるそれは、魔物に特有のものだ。

「一匹、アホみたいにでけーのもいるな」

　ベルが言った通り、一体だけ他と比べて三、四倍ほどの大きさがある。そういった普通の生き物にはない非常識さも、魔物ならではと言えるだろう。

「やり方はいつも通り」

「りょーかい……」

　オルカの言葉に頷いたナーファルが、構えをとる。どこからともなく光の矢が現れ、彼女の弓に番つがえられた。

　間を置かず、矢が発射される。放物線を描えがいたそれは魔物に迫せまる途中で分裂、否いな、増ぞう殖しよくした。

　幾いく本ほんもの矢の雨となって、魔物たちに降ふり注そそぐ。

　不意打ちに魔物たちがひるみ、急所を射貫かれた何体かが地に倒れ……、

「──オラァ！」

　魔物たちが態勢を整えるより前に、もうベルが彼らのもとへ飛び込んでいる。

　三姉妹で最もスピードに優れているのがベルだ。速さと素早さが彼女一番の武器。

　手にした二刀を自らの身体ごと振り回し、的確に魔物の喉のどを斬きり裂さいていく。

　魔物から血しぶきが上がることはない。代わりに傷口から噴ふき出でるのは、紫色の靄、瘴気だ。

　喉を裂かれた魔物たちは、なすすべなく倒れていく。

　巨大な一体を除き、ベルはナーファルの撃うち漏もらした魔物たちをすべて斬り伏せてみせた。

「……ゴアアアア！」

　彼女に向かって、巨大な一体はその腕を叩き付ける。ベルは軽やかにバックステップを踏んで避よけ、叫んだ。
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「頼むぞ姉貴ィ！」

　ベルに遅れて戦場へとたどり着いたオルカは、地面を思い切り蹴けりつけて、妹の頭上を跳とび越こえる。

「フッ！」

　魔物の巨体めがけて垂直に振り下ろしたのは、肩へ担かつぐようにして構えていた大剣。

　強く重いオルカの斬ざん撃げきは、魔物の身体を左右に両断してもなお止まらず、そのまま地面へ着弾。

　轟ごう音おんが鳴り、硬い土が吹き飛んで地面が大きくえぐれた。

「……よし、と。これで終わりね」

「おう、お疲れさん」

　周りを見渡して言ったオルカに、ベルが親指を立てて応える。

　ナーファルが先制し、ベルが追撃をかけ、オルカがトドメを刺す。三姉妹が誇る常勝パターンの一つだ。

　ほどなくして、魔物たちの亡なき骸がらは消えていった。

　魔物の死体は、そのほとんどが後に残らない。

「お～お～、大漁大漁」

　唯一残るのが、彼らの体内にあった魔石である。

　今や人類の生活基盤となっている魔石は、主にこうして魔物を倒した後に手に入るのだ。ベルが上機嫌で次々と拾っていく。

　街にいるだけで給金をもらえる男性の魔物狩りと違い、女性の魔物狩りの収入源は、この魔石の売却だ。

「高そうなの……あった……？」

　こちらへとやってきたナーファルが、そう問うてくる。

「ん～、ま、小せえのは雑魚ばっかだったからな。それなりだ。姉貴、デカブツのやつはどうだ？」

「ええっと……うん、まあまあね。大きいし、質も良さそう」

　これなら、ちょっとした値が付くだろう。

「やった……。よおし……今度レン君に……チップをあげよう……」

「お前、それ断られてなかったっけ？」

「……うん……そうだった」

　ベルの指摘に、ナーファルはしょんぼりとうなだれた。

　チップくらいどこの酒場の店員も受け取っているし、とりわけレンにはあれだけ魅み力りよく的てきな歌声まであるのだから、堂々ともらっていいはずだ。

　しかし、あの少年は「お給金はマスターから頂いただいてますので。そのお金で、ぜひお料理とお酒を」の一点張り。

　真ま面じ目めというか、なんというか。あの子らしいな、とは思う。

「ま、たとえレンが受け取ってくれたとしても、ナーファルはともかく姉貴はな」

「…………ぅ」

　痛いところを突かれ、返す言葉もない。

　渡せるものなら渡したい、なるべくたくさん。だが。

「だって、二十歳も超こえたような女がその、い、いいな～って思ってる年下の男の子にお金を渡すって」

「一発ヤらせろってことだよなそれ！　あっはっはっはっは！」

「ベル！」

　めったなことを言わないでほしい、そのようなことは決して。

　決して。

「私は……オルカ姉とは違って……純な気持ち……。レン君に美味しいものとか……食べてほしいだけ……」

「私だってそう！　ほんとに！」

　レンとの距離感だけでなく、妹たちの認識もなんとかしなければと思うオルカだった。
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「いや～どうかな～……。おじさん、どうかと思うよ～、レン君」

「そこをどうにか！　どうにかお願いします！」

　街、唯ゆい一いつの武ぶ具ぐ店てん。

　朝の開店と同時に飛び込んだそこで、レンは両手を合わせて拝おがんでいた。

　レンの前、カウンターの向こう側、店主の男性は「でもなあ」と頭を掻かく。

「だって真剣だろう？　刃はが付いた本物の剣。レン君にはまだ早いと思うんだよなあ」

「木ぼく刀とうは毎日振ふってきました！」

「う～ん……手を見せてみて」

　店主に手を見せると、彼は皮の厚みを確認しているようだった。

「……あ～、なるほど。たしかにちゃんと練習してるみたいだね。ずいぶん硬かたくなってる。……これなら……でも、……いや、…………う～ん」

　こちらの手を離した店主は、唸うなる。

「……う～ん、う～ん…………う～～～ん」

　しばらくそうした後、彼は店の奥へと消えていった。

　やがて帰ってきた店主の手には、鞘さやに収められた細身の剣。

「……うちにある中で、一番軽いヤツ。今のレン君でも、これならギリギリ、まあ」

「ほんとですか！」

「ただし！　いいかい、ひとつ、理解しておいてもらいたいことがある」

　ゴトッと剣をカウンターに置いて、店主はこちらをじっと見ながら言う。

「あのね、レン君。普通の剣なんて結局、魔ま物もの狩がりの魄武器レーゴラに比べたらおもちゃみたいなものだ。魔物相手に効きかないわけじゃないが、気休めと思っておいた方がいい」

「……はい」

　魔物狩りではない一般人は、間違ってもまともに魔物と戦えるなんて思ってはいけない。この世界の常識のひとつだ。

「それでも戦わなきゃいけない時が来た日のために、こうして売っているけれど、店の中を見ればわかるだろ？　武具店なんて看かん板ばん立てておきながら、武器や鎧よろいよりよっぽど鍬くわとか鎌かまみたいな農具の方が品しな揃ぞろえがいい」

　つまりそれだけ、普通の武器は需じゆ要ようがない、使う必要がないということだろう。

　一般人が無理して戦うよりも、魔物狩りに頼めるのなら頼んでしまった方がいいのだ。

「一般人が武器を使うのは、死を覚悟して魔物と戦うときか、同じ一般人同士で殺し合うときくらいだ。僕はどっちも、レン君には似合わないと思うな」

「……自分でも向いていないって思います。でも、」

「うん、いつか旅に出たいっていうなら、たしかに武器が使えるに越したことはないね。普通の動物や一般人相手なら威い嚇かくにはなるから」

「はい」

　旅に出たい。

　世界を回って、たくさんのものを見て──そこからいろんな歌を作って、そして歌いたい。世界中を見て作った歌を、世界中で歌いたい。

　それがレン・レヴェントンの夢だった。

「あと……男の子が強くなりたいって思うのは自然なことだ。おじさんも通った道よ」

　さすが、子どもの考えなんてお見通しらしい。笑った店主に、レンも観念して微笑ほほえんだ。

（なにもできなかったから……）

　昨日、レンはむちゃくちゃな仕事の振り方をされたオルカたちを、酒場でただ見送るしかなかった。

　自分なんかがちょっと剣を扱あつかえるようになったからといって、彼女たちの力にはなれやしないけれど、できる努力はしたかった。

「剣とその刃やいばを、決して過か信しんしないように。それでも同時に、半はん端ぱな気持ちでは振るわないように。未み熟じゆくな剣が最初に傷つけるのは、いつだって振るった本人だからね」

「肝きもに銘めいじます」

「うん。じゃあお代は」

　値札を見た店主は、そこに書かれた数字を近くにあった羽ペンでささっと修正した。

「え、……あの、それ半額に……だ、だめですちゃんとお支払いしますので！」

　お金に余よ裕ゆうなんてないが、マスターからもらう給金をコツコツ貯ためてきた。こういうもののために使おうと思って、だ。

「ずいぶん細くて軽い剣だから、レン君以外買っていかなそうだしね」

「でも！」

「それにほら、レン君はチップ受け取ってくれないしさ。僕は結構、レン君の歌のファンなんだぜ。あの酒場に通ってるヤツらはみんなそうだけど」

　だからいいの、と店主の男性は言ってくれる。

　何度か押し問答を重ねて、結局、レンはその厚こう意いに甘えさせてもらうことにした。

（……次も、がんばって歌おう）

　自分に返せるものなんて、それくらいしかない。でもそれにだけは、誇ほこりを持っているから。

「…………いややっぱり心配だな～!!」

「そ、そこをなんとか！」

　お代を払う時にもそんなやり取りがあったりしたが、最終的には剣はレンの手にやってきた。

（よし……！　がんばるぞ！）

　早速、振りに行こう。





　　　　◇◆◇






「は～あ!?　お前なあ、そりゃ、……ちょっと早いんじゃねえかあ!?」

「僕もそう思うし、そう言ったんだけど、熱意に押されてね……。手を見てみたら、木刀で地道に練習してたんだなってのがわかっちゃったし……」

「いや、そうだっつっても、本物の剣だろう？　……俺は持たせるべきじゃねえと思うが、レンの坊ぼう主ずには」

（……レン？）

　昼下がり。盗み聞くつもりはなかったが、通りがかりに聞こえたその名前に、スクーデリア三姉妹の次女、ベルの耳はつい反応してしまった。

　ここは屋外に席を設もうけるタイプの飲食店が軒のきを連つらねるエリア、街の中でも人が賑にぎわう場所だ。

　テーブルについて話し込んでいるのは、男性ふたり。

（酒場でよく見るおっちゃんたちだな）

　酒場の常連同士、ベルたち三姉妹とは顔見知りといったところだ。

　ほとんど迷わずに、ベルはふたりへ話しかけた。

「よお、おっちゃんたち。盛もり上あがってんじゃん、なんの話？」

「ん、おお！　三姉妹の！」

「ベルちゃん、こんにちは。買い出しかい？」

「おう、自分のと、それから姉貴とナーファルの昼メシ。で……」

　姉妹の分の昼食が入った紙袋を掲かかげて示しめしつつ、うながしてみる。するとふたりの内、身体からだも声も大きな男性の方が応じてくれた。

「おう、いやあ聞いてくれよ！　知ってるかもしれんがこいつは武器屋をやっててな、今朝、レンの坊主に剣を売ったっつーんだよ！」

「は？　剣？　……それ、木製とかじゃなくて？」

「金属製だよ。細くて軽いヤツだけど、れっきとした本物の剣だ」

　そう答えたのはふたりの内のもうひとり、少し線の細い穏おだやかな印象の男性だ。

（……レンに剣？　いやあ、……どうかねえ）

　ベルにはなんだか、異様にミスマッチな気がしてならない。

「俺は思うが、レンの坊主に本物の剣はまだ早いぜ。いくら軽めのヤツだっつったって、金属の剣は金属の剣だ。あの細い身体じゃ満足に振れなかろうよ」

　身体と声の大きい男性が渋しぶい表情でそう言うものだから、ベルもついレンが剣を振るう姿を想像してしまった。

「……なあ、おっちゃんたち。アタシはそれ、危ねえんじゃねえかなと思うんだけど。なんつうか…………振った剣止められなくて足にぐさーっとか、あるんじゃねえの？」

「やっぱそうだよなあ！」

「う～、そう、そうなんだよなあ……心配なんだよなあ……」

　武器屋の店主は、頭を抱かかえて悩なやましげな声で続ける。

「でも、あの子はこうと決めるとすごく頑がん固こなところがあるから、僕から買えないとなったら何とかして別のところで手に入れちゃうだろう……。そしたら、値段だけ高く付く身体に不ふ釣つり合あいに重い剣とか摑つかまされちゃうかもしれない、なんて考えると……」

「あー……そりゃ、たしかにそっちのが危ねえわ」

　店主の説明に、ベルは納得の声を返した。

（とはいえ、…………わりとマジで心配だな）

　ベルは別に、姉が持っているような感情をレンに抱いているわけではない。

　わけではないけれど、ついつい構かまってしまいたくなるというか、なんとなく放っておけないような気持ちはある。

　あのあまりに魅み力りよく的てきな歌声のせいなのか、それとも別のなにかによるものなのか、それはわからないが。

（レンになにかあったら、姉貴はヤベーだろうな。ぶっ壊れそうだ。ナーファルも、本気かどうかイマイチわからんがご執しゆう心しんっぽいし、……ま、アタシも知らん仲じゃない）

　こんな話を聞いてしまった以上、何もしないというのは難しい。

「おい武器屋、レンの坊主が剣振ってるとしたらいつもの森だろ？　あいつのことだ、たぶんまだやってるだろう。こうなりゃ、俺がちょっくら様子見に行ってくらあ」

「いや、売ったのは僕だからね、僕が責任持ってちゃんと監督してくるよ。危なそうだったらやっぱり返品してもらおう」

「待った待ったおっちゃんたち、いいよ、アタシが行ってくる」

　気がつけば、ベルは二人を押しとどめるようにしてそう言っていた。

「嬢じようちゃんが？　いや、でもよお」

「ベルちゃんたちは、ただでさえ魔物と戦ってくれていて大変なのに」

「へーきへーき。つうか、剣の振り方の話なら本職に任まかせとけって」

　武器屋の店主は武器の売り買いと手入れが本業だし、声と身体の大きい男性は農夫だったはず。自分の方が適任だ。

　とにかく請うけ負おって、ベルはふたりと別れた。







「帰ったぞ～」

　日中における三姉妹の定位置は、街の南端にある見張り台だ。木を組んでできた簡かん素そなものだが、作りはしっかりとしていて頑がん丈じようである。

「おかえり～……」

　見張り台の上、ナーファルがこちらへ手をヒラヒラとさせる。今日の見張り当番はナーファルなのだ。

　オルカはといえば、

「……っ！　っ！」

（お～お～、やってるやってる）

　見張り台には登らず、その根元あたりで自身の魄武器である片刃の大剣を振っていた。

　基本的に、この姉は空あき時間をいつも鍛たん錬れんに当てている。

（……我が姉ながら、とんでもねえなと思うよ）

　オルカの剣さばきは、見事の一言。大振りでありながら隙すきがなく、豪ごう快かいでありながら無駄がない。

　ベルも腕に覚えはあるが、もしこの姉を倒さなければならないとしたら、打てる手段は闇やみ討うち一いつ択たくだろう。それだって、勘かんも鋭するどいので難しいのだが。

【うたうたい】の加か護ごを授さずかれる男でさえあれば──そんなことを、この姉は幾いく度どとなく言われている。

「……ベル、おかえり」

　大剣をズガンッと地面へ突つき刺さして、爽さわやかな笑顔を浮かべるオルカ。物ぶつ騒そうな得え物ものを抜かせば、なにかの絵かい画がのような美しさだ。

　この姉は強いだけでなく、スタイル抜ばつ群ぐんな美女でもある。

「おう。ほれ」

「ありがと」

　紙袋を差し出すと、彼女は中から肉と野菜の挟はさまれたパンを何種類か取った。

「ベルの分は？」

「アタシは道すがら食べてきたから」

「お行儀悪いわよ」

「ば～ちゃんに見られたら怒られるかな？」

「そうね、違いないわ」

　オルカと二人、顔を見合わせて笑う。

　三姉妹の育ての親は愉ゆ快かいな女性だが、行儀や礼儀には厳きびしい人だった。

「じゃあ残りはナーファルの分ね。……ナーファル！　いくわよ～！」

「いつでも～……」

「はいっ、と」

　紙袋の口をキュッと絞しぼって、オルカは頭上へ放り投げる。

　見事、紙袋は見張り台の上で手を伸のばすナーファルのもとへ渡った。

「あーあー食いもんぶん投げて。へっへっへ、姉貴も怒られるぞ～。……ああ、そういや、話変わるんだけど、さっきちょっと気になること聞いてさ」

「なに？　魔物関係？」

「いや、じゃなくてレンが、」

「なにかあったの!?」

　オルカはこちらへ二歩も三歩もずいっと踏ふみ込こんできた。

　圧あつがすごい。

「なにかあったっつーか、なにもなけりゃいいなっつーか。それがな……」

　ベルは先ほど男性ふたりから聞いたことを、かいつまんでオルカへ話した。

　正直、途中から言わなきゃよかったかもしれないと思った。

「……レン君が、剣を？　…………え、剣？　剣、って…………剣？　で、でも、剣は、……き、斬きれちゃうのよ？　人の身体とか、じ、じ、自分の身体とか」

　オルカの顔は、もう真まっ青さおだった。

「そんなもの、レン君が振り回してるの？　じょ、常じよう軌きを逸いつした危険行為……！」

「ついさっきまでアンタ同じことしてたけどな」

「私とレン君じゃ話が全然違う！　レン君になにかあったら！　も、もし間違って自分の身体に当てちゃったりしたら…………っこうしちゃいられない！」

　手に持ったパンを一口二口で飲み込むように平たいらげたオルカは、大剣を消して駆かけ出だした。止める間もない。

　小さくなっていくオルカの背中に、ベルは慌あわてて声を投げつける。

「っ待て待ておい姉貴ー！　いやそんなわけだからちょっとアタシが行ってくるつもりだっておいもう聞いてねえよなそうだよな！」

　聞いていたとしても、どうせ結果は変わらないだろう。ベルは頭を振った。

「……オルカ姉？　なにあの勢い……。ベル姉……オルカ姉どこ行くのあれ……？」

「レンのとこ！　アタシもちょっと行ってくる！」

　あの姉だけ行かせるのは不安だ。

「えー……!?　レン君のところ……!?　なら私も行きたい……！」

「お前は見張り当番だろ！　なにかあったらすぐに矢ぁ撃うって知らせろよ！」

「えー！　えー……！　ううう……」

　妹は不満げだが仕方ない。見張り台をホイホイ無人にするわけにはいかないのだ。

　オルカを追ってベルも駆け出す。門を抜け、街から出てすぐそこに、レンがいつも木刀を振っている森がある。

　街の外ではあるが、魔物も危険な動物もほとんど出ない場所だ。

（つうか、姉貴はどこだ……）

　凄すさまじい勢いだったため、もう見失ってしまっている。

　追いかけ始めたのが遅かったせいではあるが、スピードが身上のベルとしてはやや屈くつ辱じよく的てきだ。同時に、あの少年に対する姉の執しゆう念ねんが窺うかがい知しれる。

　森を進むと、やがて見み慣なれた背中が目に入った。彼女は太い木の陰かげに隠れ、前方へじぃっと視線を向けていた。

　なにか小声で言っているようなので、耳を澄すまして聞き取ってみる。

「……ああっ、あぶないあぶないあぶないそんなあぶないものあぶない感じで振り回してっ、うう……ひゃああ……あぶないあぶないあぶない剣先が全然止まってないだめだめあぶないあぶないこんなのだめだめあぶないあぶないあぶないあぶないあぶな、」

「あぶないのはアンタだよ」

「ぁたっ」

　スパン、とベルはその不ふ審しん人じん物ぶつ──自分の姉の頭を張はった。自分の姉だなんて信じたくないがしょうがない、事実は事実だ。

「こえーよ、なにしてんだよ姉貴……」

「み、見守ってる！」

「不審者はみんなそう言うんだよ……。頼むからせめて、ブツブツ呟つぶやくのだけはやめてくれ」

「え、私なにか言ってた……？」

「こえーよ……！」

　無意識であんな呟きをこぼさないでほしい。

　そしてこんな会話をしながらも、オルカの視線はこちらへまったく向かない。前方のすこし拓ひらかれた空間──そこで剣を振るうレンにのみ注がれている。

「……ま、たしかにあぶなっかしいけどな」

　レンの様子を見て、小声でベルも言う。




「ふっ！　はっ……！　……うわわっ」




　右から左へ振り、斜ななめ上うえへと斬り上げ、下へ振り下ろす。その動きはそこそこサマになっているのだが、最後で剣が泳ぐ。きちんと止めきれていない。

　あれでは、いつ怪け我がをしてもおかしくない。




「はあ……はあ……」




　レンの額ひたいには玉のような汗あせが浮かんでいる。振り続け、もう腕が限界なのだろう。

　止めきれずに剣を泳がせている原因は明らかにそれだ。

（どう見ても、やめ時だな）

　木刀だったら限界まで振ってもさしたる危険はないが、刃の付いた真剣となれば話は別だ。剣の振りを最初から最後まで制御できている内に、訓練は終えなければならない。




「……あと、もう少しだけっ」




　だが、気合いの入ったそんな独ひとり言ごとが、風に流れて聞こえてくる。

「レン君もうやめましょうとても頑張ったわとっても頑張ったからそろそろもういいのよやめましょうやめましょうやめましょう……」

「姉貴もそれやめてくれ」

「え……？」

「無意識ってのはせめてどうにかしろ……」

　小声で話しながら、とにかくレンを止めに入ろうとベルが決心した、まさにその時だ。

　剣を下から上に振ったレンの手の中、柄つかがズルリと滑すべった。




「あっ……」




（っ馬ば鹿か！）

　心中で悲鳴を上げるベルの視界の中で、剣はレンの手からすっぽ抜けた。

　くるくると回転しながらまっすぐ頭上へ上がった剣は、木の枝にも引っかからずに、そのままレンの頭めがけて落ちてくる。

　さらに不運は重なる。剣を振った疲れが下半身にも溜たまっていたのだろう、避さけようとしたレンは、足をもつれさせて転んだ。

　あれでは、本当に当たってしまう。ベルは全速力で動こうとして。

　視界の中、閃せん光こうが奔はしった。

　そう言い表したくなるほどのスピードで駆けたのは、一瞬前まで隣となりにいた姉。

（っ速はえぇ！　マジかよ!?）

　オルカは勢いのままに空中へ跳とび、レンへ迫せまる剣へ見事、間に合ってみせた。柄をキャッチして地面へ着地。

「……オ、オルカさん？」

「…………」

　レンからすれば、オルカは突然現れたように見えたのだろう。驚いた顔をしている。

「どうしてここに…………い、いやそんなことより！　ありがとうございます！」

「…………」

「あ、あの、オルカさん……？」

　礼を言うレンに、オルカは無言だ。だけでなく、彼に背中を向けた姿勢のまま微動だにしない。

（あ、ここにいる言い訳を考えてやがるな！）

　そしてうまく思いつかないのだろう、だからオルカはなにも言えないし振り向けない。ベルには、そう察さつしが付いた。

「あ、あの、オルカさん、……その、僕、」

「よおレン、なかなか頑張ってたじゃね～か」

「……え、ベルさん？」

　レンがこちらを振り向いた。ベルは彼のもとへ歩いて行く。

「昨日のことがあるからな。ここにも魔物が来てねーか、アタシと姉貴で巡回に来たんだよ。いねーとは思うが、一応な」

「あ、なるほど……」

　しれっと噓うそを吐ついてみれば、レンは簡単に納得してくれた。素直で好ましい。

「しっかし、魔物よりもあぶなっかしいモンを見つけちまった」

「……お、お恥はずかしいところを」

「別に恥ずかしくはねーが、姉貴が間に合わなきゃ脳天に直撃してたぞ。なあ姉貴」

　話を振ると、ようやく姉は振り向いて口を開いた。

「……そうね。いいかしら、レン君」

「は、はい」

「未熟な剣は、傷つけるつもりではなかったものばかりに刃を立てる。誰のためにもならないわ」

　レンに剣を手渡しながら、オルカは言葉を止めない。

「そもそも、剣はあくまで振るうもの。剣に振り回されているようでは、その柄を握にぎる資格なんて最初からない。わかるでしょう」

「……はい」

　レンはうなだれて答える。

「ごめんなさい……」

　その声は、揺ゆれてこそいないが力もない。とてもわかりやすく、ズッシリ沈しずんでしまっている。

　顔を俯うつむかせたレンの前、オルカはベルの方を向き……。




　ああああああ言い方間違ったあああああああああ！




　みたいな顔をしている。

（馬鹿なんじゃねえのかな、マジで）

　ベルは思わず自らの眉み間けんをもみこんだ。

　心配だ、その一言を伝えればいいだけなのに。

「ま～、ほら、レン」

　ポンとレンの肩に手を置く。こちらに顔を向けた彼にベルは続けた。

「アタシも姉貴も、得物は剣なんだ。見せたことあったっけか？」

「は、はい。前に一度……」

「だったか。だからな、剣の扱いに関しちゃあ一いつ家か言げんあんのよ。お前も歌についてはそうだろ？　譲ゆずれねえこととか、許せねえこととかさ、あんだろ？」

「あ、そうかも……」

「よし。だからアタシらがちっと口うるせーのも我慢してくれ」

　ベルがそう言えば、レンはブンブンと頭を振った。

「いえっ、そんな！　口うるさいだなんて全然……！」

「そうか？　だってよ姉貴」

　オルカに話を向ければ、レンの顔もそちらを向く。

　その瞬間にはもう、オルカはしれっとしたお澄まし顔だ。

「そう……まあ、そうかしら。なら、……い、いいのだけど」

　しかし表情とは違い、その返答はほんのすこしだけ取とり繕つくろえきれていない。よほど安心したらしい。

（……ま、大事な姉だしな。もうちょい助けてやるか）

「なあレン、お前、これからもこの剣で練習続けるつもりか？」

「え、えっと…………はい。そのつもり、です」

「正直でよろしい。ご褒ほう美びに、これからはアタシらがお前の練習を見てやろう」

「……え？　え!?　いえ、で、でも！」

「嫌か？」

「そんなわけないです！　そうじゃなくて！　だってベルさんたちお仕事大変なのに！　僕になんかお時間を割さいて頂いただくわけには！」

　さて、どう言って説得しようか。ベルが考え始めた時だ。

「……基本に立ち返るのは、大切なことよ」

（お……？）

　なんと、オルカが自ら話に入ってきた。

「歌でもそうかもしれないけれど、正しく上達し続けることを望むのなら、定期的に基本へ戻って自分のやり方を確認するべきなの。そして、初心者にものを教えるというのは、それにうってつけだわ」

　なるほど、上手いことこじつけたな。姉の弁べんにベルは感心する。

「だから私たちにとっても、有用な鍛錬になる。どうかしら、レン君と私たち、お互いに利がある話でしょう」

「……そ、そうなんでしょうか？」

「ええ」

　頷うなずいたオルカにベルも続く。

「アタシら魔物狩りにとって、鍛錬は当然の日課で、もちろん仕事の内だ。変な遠えん慮りよはいらねえぞ」

「僕にとってはすっごくありがたいことなんですけど、ありがた過ぎるというか……」

　もうひと押し必要か。ベルはさらなる提案を口にした。

「だったらレン、ついでにって言っちゃあ悪いが、鍛錬終わりに歌を聴きかせてくれよ」

「え？」

「アタシらからしちゃ、自分の鍛錬にもなってお前の歌も聴けるっつーならお得だぜ。ほら、今日なんて姉貴が剣をいいタイミングでひっ捕つかまえた功こう績せきもいれてさ、一曲聴きて～な。姉貴はどうだ？」

「ええ、それは素す敵てきね」

　オルカの返事は言葉だけ見れば素直なのだが、いかんせん声音がそっけなさ過ぎる。

　ほんのわずかでもいいから、あの木の陰から覗のぞき見みながら不気味に呟いていたときの熱を見せればいいのに。

「っもちろん！　僕の歌でいいなら！」

　とはいえ、ぱぁっとレンの顔は明るくなった。あまりに強いその輝かがやきに、ベルは苦笑する。微笑ましくて、なんだかいいなと思ってしまう。

「あの、じゃあ、早さつ速そく！　歌っていいですか！」

　ベルとオルカが頷けば、レンはいそいそと剣を鞘にしまって木へ立てかけに行った。

「よっ、と」

　ベルはオルカと二人、草むらに座り込む。やがてレンが戻って来て、こちらへ向かってぺこりと一礼。

「それでは、歌わせていただきます！」

　パチパチとベルたちは拍手で歓かん迎げい。

　すうっとレンは息を吸い込み、一拍置いて。

「〝前が見えない恐ろしさ　わかってはいるつもりでも〟」

　その歌声を森へ響ひびかせ始め。

「〝ただ暗くら闇やみを突っ切っていく　わずかな灯あかりもない場所を〟」

　すぐに、ベルは己おのれの大きな過あやまちを悟さとった。

「〝それしか知らない愚かさが　唯一持ってる僕の武器〟」

（…………あ、駄目なのか）

　だけど、知らなかったのだ。だから、仕方ないとしてほしい。

「〝まぶしさに慣れてしまったら　次の暗闇は走れない〟」

　レン・レヴェントンの歌。

　それを、息づかいさえはっきり聞こえるような、こんな至近距離で受けてはいけないなんて、知らなかった。

「〝わかってる〟」

（……～～～～っ！）

　鳥肌がおさまらない。身体の内側を上へ持っていかれるような感覚は、高いところから飛び降りる感じと少し似ている。

「〝ここにすべてがあったって〟」

　酒場で聴く時……つまり、間にそれなりの距離と人を挟んで聴く時とは、迫力が違う。

　喰くらう衝しよう撃げきの格が違う。

「〝止まる理由にできなくて〟」

　こんなに近く、しかも、観客は自分と姉の二人しかいない。

　レンの歌はまっすぐ、ダイレクトに、絶たえ間まなく自分たちへ着弾し続ける。

「〝剝はがれて離れるそのときに　さよならひとつじゃ足りないんだ〟」

（……お、あ…………あ）

　白状すれば、誇張でなくベルは今、意識を保たもつのに凄まじい努力をしなければならなかった。

　確認しなくても絶対の確信があるが、姉も同じような状態だろう。

　気を抜けば、持って行かれてしまう。

「〝僕はなにかを差し出すだろう〟」

　あまりに強い、この歌声に。

　一曲が終わるまでは、ひどく短いようにも、馬鹿みたいに長いようにも感じられた。

　とにかく最高で、だからこそ大変だった。

「──……っ、ありがとうございました！」

　歌い終わり、レンは微笑んでそう挨あい拶さつした。

　そこにいるのはもう、先ほどベルを圧倒し続けた超常的な存在ではなく、ふにゃりと笑うひとりの少年。

「……あの、オルカさん？　ベルさん？」

「っ、あ、ああ。おう、や、その、なんつうか、あ～、……駄目だ、うまく言えねえ」

　いい歌だった、なんて一言に収まるものでなかったことはたしかだ。

「だ、……駄目、でした？」

「そうじゃない、んなわけあるか。とにかくだ、……お前はなんか、すごいヤツだよ」

「……？」

　レンは小首を傾かしげている。

　この少年は自分の歌声について、正しい理解ができているのだろうか。

「ところであの、もしよろしければもう一曲とか……」

（それは死ぬ）

　ベルの正直な意見は、さすがに口にできない。

　しかし、歌わせるわけにはいかない。どうするか迷っていると、

「いえ」

　口を開いたのはオルカだった。

（あ、馬鹿姉まさか……）

　オルカはきっと、さっきの歌で喰らった衝撃や引き出された興奮を全力で押し殺して、なんとか普通の声を出そうとしたのだろう。

「一曲で十分よ、もういいわ」

　それが勢い余あまって、彼女の声は逆に硬ささえ感じるほどの、ひどく冷たい音色になってしまっていた。

「…………そ、…………そうですか」

　レンは、はっきりと悲しげな顔をした。見ているこちらが斬り付けられたような気持ちになる表情。

　この礼儀正しく気き遣づかいな少年が、感情を隠せないほど、オルカの返答はショックだったのだ。

　うつむいたレンに、オルカは慌ててなにかを言おうとして口を開け閉めしている。だが、上手い言葉が出てこないようだった。

「いやいや、お前の歌はさ、そう安売りするもんじゃねえってことだよ」

　そんな風に言ってみるベルだが、少々無理があることはわかっていた。

　レンは微笑んでくれたが、どこか痛々しい。フォローは失敗だ。

「えとっ、じゃあ、今日は、もう帰りますね！」

　無理に明るい声を出して、レンは木に立てかけておいた剣を取りに行った。

　その間にチラリとベルがオルカの顔を窺えば、真っ青だった。

（あー……。………………とりあえず、レンと姉貴が酒場以外でも定期的に話せる機会ができたっつーことだけは、よかったはずだ）

　一面から見れば事態は最悪かもしれないが、なんとかポジティブに捉とらえていきたい。

「オルカさんとベルさんは、森を巡回されるんですよね？」

　剣を手に戻ってきたレンが問うてくる。そういえば、そんな噓を吐いたのだった。

「おう、そうそう。これからもちょっと回ってくるつもりだ」

　姉の状態も状態だし、今日のところはこう言って、レンとは別れた方がいいだろう。

（……ん？　つうか……なんだ、なんか……）

「じゃあ、僕はこれで、」

「レン、待て」

　去ろうとするレンを、気がつけば制止していた。無意識に近い行動だ。これでは、ブツブツ呟いていた姉に文句が言えた筋すじ合あいではない。

「はい、なんですか？」

　こちらに問い返すレンは、両手で抱くようにして剣を抱えている。

（……ああ、そうか）

　ようやく、ベルは自分が彼を呼び止めた理由がわかった。

　すぐさま行動を起こす。レンと距離を詰つめ、

「……え？　あの、ベルさん……？」

　ベルは彼から剣を取り上げた。

「お前がこれを振っていいのは、アタシらと一緒にいる時だけだ。疑うわけじゃないが、だから一応これはアタシらが預あずかっておく」

「あ、なるほど……！」

「アタシらがいない時は今まで通り木刀振ってるか、腕立てとかで身体作りしてろ。それはそれで必要だ。いいな？」

「わかりました！」

　レンはまっすぐな声を返してくれて、だからベルはすこし後ろめたかった。

　本当は、違うのだ。

（悪いな。……おかしいって、勝手に思っただけだ）

　強烈な違和感、嫌けん悪お感かん。それはあるいは、忌き避ひ感かんと言いい換かえたっていいほどの。

　レンが、剣を持っている。先ほど自分の心を揺らしに揺らした彼が、歌というものの本質を突き詰めた結果のような歌声を響かせていた彼が、剣を持っている。

　なにより、あんなに幸せそうに、楽しそうに歌っていた彼が、剣なんて、持っている。

（合わねえよ、ちぐはぐだ）

　似に合あわない、ふさわしくない。

（お前は、そうじゃない）

　そうであって、ほしくない。剣なんて握るのは、自分のような人間でいいのだ。

　……なんて、案あん外がいこの少年に入れ込んでしまっているのかもしれない。もちろん、恋だとか愛だとかではないだろうけど。

　思って、ベルはつい苦笑した。

「ベルさん？」

「いや、なんでもない。そんじゃあな。気をつけて帰れよ」

「はい！」

　それから改めてレンはオルカとベルに礼を言って、街の方へと去って行った。

　オルカとベルの間にはしばらく沈ちん黙もくが続き、破ったのはオルカの方だった。

「最悪」

「……姉貴」

「最悪ね、私。…………あんなに、あんなに、レン君を傷つけた」

　こぼすように言ったオルカは、震ふるえながら唇くちびるを嚙かんで、自分の顔を両手で覆った。

「馬鹿じゃないの、本当に、なんで……なんで私、あんな……。勝手すぎる……。馬鹿で、勝手で、それで……レン君を、傷つけた。なんにも、悪くない、レン君を……！」

　血を吐くような怒りの籠こもった声だった。自分自身への怒りだ。

「傷つけた、傷つけた、傷つけた……！　あんなに、素敵に、歌ってくれたのに……！　あんなに、素敵に、笑ってくれたのに……！　あんなに、あんなに……っ、なのに私はっ、……私は…………なんて、ことを……」

　こぼれていく言葉の中に、見つからないものがある。

　それは、『嫌われた』だ。

（……姉貴らしいっちゃ、らしいな）

　この姉はたしかに馬鹿で勝手かもしれないが、こんな時、『好きな相手に嫌われた』と気を揉もむのではなく、『好きな相手を傷つけた』と気に病やむ人間なのだ。

　それが、ベルの姉なのだ。

「ま、これから挽ばん回かいしようぜ。アタシも付き合うからさ」

「……ごめん、ごめんね、ベル。こんなお姉ちゃんで……ごめんなさい……」

「あのなあ」

　どこか熱量があぶなくて、すごく生き方は不器用で。

「今日で一番馬鹿なこと言ってるからな、それ」

　それでもオルカは、この姉は、ベルの誇りなのだ。





　　　　◇◆◇






「はあ……」

　吐ついたため息は、これで今日いくつ目のものだろう。

　店の床を箒ほうきで掃はきながら、レンは自己嫌悪に顔をしかめた。

『一曲で十分よ、もういいわ』

　昨日の、オルカの言葉が頭の中で蘇よみがえる。その硬質な声音も併あわせて、だ。

　彼女が悪いわけでは、もちろんない。悪いのは、あんな反応をさせてしまう歌しか歌えなかった自分だ。




「で、こっちが鶏とり肉にくで、こっちが兎うさぎ肉にくね。数と質、確認してちょうだい」

「…………ん、数は問題ない。質は、少し落ちたな」




　店の奥にあるテーブルでは、マスターが肉屋の女将おかみさんを相手に仕入れを行っている。

　時刻は、昼を過ぎてからだいぶ経たつ。店は準備中にしてあり、お客は入れていない。




「何年か前からだけど、特に最近、この辺りじゃ魔物の動きが活発だからねー……。どうしても輸送に護衛の数を増やさなきゃならなくて、値段が上がりがちなのよ」

「俺の出した金額では、もうこの質のものが限界か」

「そういうこと。……マスターのこのお店は街の名物だし、私もなるたけなんとかしたいんだけど……ごめんね」

「いや、いい。事情が事情だ、しかたない。……たしかに、魔物は多くなったな」




　マスターの言葉通り、近頃、魔物の出現頻ひん度どはどんどん増している気がする。

　現に、以前からこの街を護まもってくれていたベテランの魔物狩り女性は、厳しくなる魔物との戦いで疲ひ弊へいを余よ儀ぎなくされ、一年ほど前、ついに大きく負傷。

　幸い、一命はとりとめてくれたが、もう満足に戦うことはできなくなってしまった。

　掛かけ値ねなしに、あのとき、街は存続の危機に立たされた。

　男性の魔物狩りたちはいたが、彼らはまったく当てにはならない。『男性の魔物狩りは、いざとなったら街を捨すてて逃げてしまう』……なんて噂うわさが、たびたび耳に入ってくるくらいだ。

　広がった絶望的な雰ふん囲い気きを、レンは忘れることができない。

（協会に連絡をしたって、代わりの魔物狩りが見つかるかどうかは運次第だし……）

　女性の魔物狩りは、基本的に、協会という組織に登録を行う。そうすることで仕事の斡あつ旋せんを受けたり、魔ま石せきを安定した値で換かん金きんできたりする。

　ただし、協会はあくまで互ご助じよ会かい的てきな組織だ。命令系統があるわけではない。

　協会に魔物狩りの派は遣けんを依頼しても、実際に誰かが来てくれるかどうかは保証がない。

（……だから）

　そう、だから。

　この街はひどく、運が良かった。奇き蹟せきのようなものと言ってもいい。




「魔物はねえ、多くなったよお、ほんとに……。昔はこんなんじゃなかったんだけどねえ……。オルカちゃんたちが来てくれなきゃ、この街はどうなってたか」

「……そうだな」




　スクーデリア三姉妹。この国では知らない者などいない、凄すご腕うでの魔物狩り。

　まさか、彼女たちが来てくれるだなんて。

　今、この街の住民が安心して暮らせているのは、三姉妹のおかげだ。




「いつまでいてくれるのかねえ。ひとつの街にはあんまり長なが居いはしないって話だけど」

「どうだろうな、できるだけ長いことを祈るが」

「ほんとに……希望を言えばずっといてほしいね」




　肉屋の女将さんの口調は、それが叶かなわぬ願いとわかった上での、すこしトーンの低いものだった。

（……そうだよな。オルカさんたちは、いつかここを出てっちゃうんだ）

　いろいろな街を転々としているらしく、今まで、ひとつの街には長くいても一年くらいだったらしい。

　この街に彼女たちがやってきて、もう一年は過ぎている。つまり、いつ新たな街へ旅立ってもおかしくない。

　この街に居着いてくれる他の女性の魔物狩りが見つかるまでどうか……なんて願うのは、あまりにも厚かましいだろう。そんなもの、何年かかるかわからないのだから。

「……はあ」

　掃除を続けながら、レンの口からまたため息が漏もれる。

（街として困るっていうのももちろんだけど……さみしいな）

　せっかく知り合えた人たちだ。お別れが、単純に悲しい。

　それこそオルカには、彼女が満足してくれるような歌をまだ歌えていない。

　街を護ってくれていることへの感謝を伝えたいのに、自分にできるはずの一番の方法が、うまくいっていない。

　情けなくて悔くやしくて、昨日の彼女の言葉と声音もまた脳のう裏りに蘇って、もう一度、ため息がこぼれ──。

「レン、ため息で埃ほこりが掃けるのか」

「あ、す、すみません……」

　マスターから注意されてしまった。そういえば、掃除の手が止まりがちだった。

「ふん……集中できていないようだな。そんな状態でいくら仕事をやっても無駄だ。すこし、外で頭を冷やしてこい」

「……はい、すみません」

　返す言葉もない。

「ちょっとマスター！　あんたね、そんな言い方するこたないでしょう！　レン君だって一生懸命やってるでしょうが！　いっつもきっちり仕事してるし、なによりあの歌で売り上げにも貢こう献けんしてるはず！　もうちょい甘やかしたっていいんじゃないの!?」

「む……」

　ポリポリと、マスターは自身の後頭部を気まずそうに掻く。

「あ、あの！　いえ、ほんと、僕が悪いので……！」

　かばってくれた肉屋の女将さんに、レンは首を振る。

　彼女の気持ちは本当にとても嬉うれしい。だけど、自分なんかのことでマスターが責せめられるのは申し訳がなさすぎる。

「……はあ～、マスター、いつかレン君に愛あい想そ尽つかされても知らないよ」

　じろっとマスターを睨んでから、女将さんは荷物を手に立ち上がった。

「んじゃ、とにかく、頼まれたものはたしかに届けたからね」

「ん。また頼む」

　マスターに頷き、「レン君も、またね」と手を振って、女将さんは店を出て行った。

「…………レン」

「……は、はい」

　なんとなくの気まずい雰囲気。

　何拍かの沈黙をはさんでから、マスターは言った。

「……なんだ、その…………ふん、とにかく、すこし外に行ってこい」

　街の人々にはその無ぶ骨こつな口調や雰囲気から厳しい人と見られているし、実際、一緒に暮らしているレンも、わかりやすく甘やかされた覚えなどはない。

「はい、ありがとうございます」

　だけど、それでもレンは、この人はとても優しい人なのだと思っている。

　マスターが拾ひろってくれなければ、あの日、自分は野の垂たれ死じんでいたはずなのだ。今こうして生きているのは、すべて彼のおかげなのである。

　レンは部屋の隅すみに集めていた埃を片付けてから、掃除用具をしまう。

　それからマスターに頭を下げて、扉を開けて店を出た。







「……さて、どうしよう」

　街を歩き出して、なにをしようか迷う。

　突然降ふって湧わいた事実上の自由時間だが、休むつもりにはなれない。

（……そんな暇ひま、僕にはない。未熟だらけなんだから）

　そうだ、買ったばかりの剣を振ろうか……考えたけれど、思い直す。

　スクーデリア三姉妹がいないところでは、あれは振ってはいけない約束だ。そもそも、あの剣は今、オルカたちが持ってくれているのでレンの手元にはない。

（……オルカさん）

　彼女のことを考えると、またため息が漏れた。

　失望されてしまったことが、ずいぶん心に重くのしかかっている。

「……っ」

　レンは自分の顔を挟むようにパンパンと叩いて、意識を切り替えた。

　いつまでもうじうじしていても仕方ない。今の自分でだめだったなら、もっと力をつければいいだけだ。

　もっといい歌を歌えばいいだけだ。

（よし、歌おう。…………いや、新しい曲を作るのもいいかもしれない。……うん、そうだ、いっそ今まで作ったことのないようなヤツを）

　そうすれば、また新しく摑めるなにかがあるかもしれない。いや、きっとある。

　殻からを破らなければ。今までの自分という殻を。

　強く気持ちを固めたレンは、踵きびすを返して店へと戻った。裏口から入り、階段を上って二階へ行けば、その片隅にレンが住まわせてもらっている一室がある。

　部屋に足を踏み入れ、手に取ったのは片隅に立てかけてある弦げん楽がつ器きだ。細長い筐きよう体たいに張られた六本の金属線を指で弾はじけば、鍵盤楽器とはまた違った味のある音が出る。

　外で曲を作るときは、いつもこれを使っている。

（今日は天気もいいし……うん、あそこにしよう）

　弦楽器を抱え家を出たレンは、お気に入りの場所へ向かうことにした。





　　　　◇◆◇






　よく見える眼めは、一番の自慢。だけど、鋭いのはそれだけじゃない。

　スクーデリア三姉妹の三女、ナーファル・スクーデリアの耳は、遠くで鳴る音もはっきり感じ取る。

　射い貫ぬくべきときに射貫くべき場所を、わずかの狂いもなく把は握あくするには、視覚だけでは不十分なのだ。弓使いは、耳も肌も鼻も特級品でなくてはならない。

（……うん。今日も素敵）

　敏びん感かんに、濃のう密みつに音を拾ってくれる自分の耳を、この街に来てからというもの、ナーファルはとても気に入っていた。




「〝──、────、──〟」




　街の隅、小高い丘の上。

　小柄な身体の男の子が、楽器を抱えて小さな声で歌っている。歌詞のついてないそのハミングは、聴いたことのないメロディライン。

　きっと新しい曲だ。今まさに作っている最中なのだろう。

（綺き麗れいなメロディ……。……でも……それだけじゃない。張り詰めてる……みたいな）

　彼がこれまで歌ってきたどの曲とも、毛色が違う気がした。

　ナーファルが腰こしを下ろしているのは、レンがいる場所とは少し離れた位置に立つ、背の高い木の上だ。

　もともとは、三姉妹の定位置である街の南端に作られた見張り台の上にいたのだが、遠目にレンの姿を見つけてここまでやってきたのだ。

　視界に入らないよう、音も立てないように注意しながら。

　ナーファルのいる木は、レンの後ろ側にある。だから、今も彼には気づかれていない。




「〝────、────……、──、────〟」




　今日のレンの歌声には、いつもの伸びやかな力強さはない。

　この世界へと迷ったようにこぼれ出て、戸と惑まどった顔で少しだけさまよい、確かな形を作れないままやがては融とけて消えていく……そんな、脆もろくて儚はかない幻まぼろしみたいなハミング。

　人の弱さがむきだしになったようなそれは、美しかった。

（神様は……なんの文句があるんだろう……）

　ナーファルには、わからない。

　どうしてレン・レヴェントンが、【うたうたい】でないのかわからない。

　彼の歌声は、世界で一番素敵なのに。

　そのようなことを考えながらしばらく聴き入っていると、メロディが止まりがちになってきた。時とき折おり、首をひねって頭を掻くレン。

　どうやら、行いき詰づまっているらしい。

　ため息が聞こえた。成長途中の小さな背中が、さらに縮ちぢこまったようにすら見える。

（ん～……じゃあ）

　ナーファルは迷わず、木から飛び降りた。柔やわらかく着地し、彼のもとへ歩く。

　行き詰まっているのなら、きっと刺激が必要だ。誰かとしゃべることがそれになるのなら、今は自分が行くべきだ。

　なんとなく、そう思う。だからそうする。ナーファルは感覚派である。

　ちなみに姉のベルは、素早い頭の回転を利用して論理的な判断を下すタイプなので、ナーファルとはよく意見が衝しよう突とつしたりする。

「レーンくん……」

　草むらの上に座り込んでいるレンの背中に忍び寄り、後ろからしなだれかかってみる。

「っわ！　……えっ、あ、ナーファルさんっ!?」

　レンは狙い通り、驚いた声をあげてくれた。

　かわいい。
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「曲作り……だよね……？　おつかれさまー……」

「は、はい……」

「……んー……お～」

「ナ、ナーファルさん？」

　骨格の広さ、筋肉の硬さ、肌の質感。

　かわいいなんて思ったものの、腕の中に感じる男の子の身体は、自分たち女とは違う。

　今はまだ小柄なレンも、いずれはきっともっと男性らしい姿になるんだろうなと想像できた。かわいいなんて言っていられるのも、今のうちだろうか。

「あ、あの、ナーファルさん……その」

「ごめんごめん……ついつい」

　こちらに抱かれたままのレンが、その顔を赤くしはじめたので、ナーファルは彼から身体を離した。困らせるつもりはないのだ。

「えっと、ナーファルさん、どうしてこちらへ？　ここ、特になにもないですけど……」

「あるよ……。レンくんがいるじゃない……」

「え、僕ですか？」

「うん……」

　改めて彼の横に腰を下ろしながら、ナーファルは頷いた。

「見張り台から見えたの……レンくんがここにいるの。だから遊びにきた……」

「それは、光栄ですというか……。でも、見張りのお仕事は大丈夫なんですか？」

「今日の当番はベル姉……。私はとなりで暇してただけ……」

　ちなみにオルカは、今日も見張り台の根元あたりで剣を振っていた。

　元から強いのに、鍛錬も怠おこたらない。ストイックな姉なのだ。……事がレンに絡からまなければ、だが。

「さっきの曲……素敵だったね……。あ……ごめんね……勝手に聴いちゃってた」

「いえいえ、それはお耳汚しを。未完成のもので……」

　目を伏せて、彼は静かに続ける。

「ちょっと、詰まってもいて。……あんなんじゃ、だめなんです」

「……っ」

　レンのその言葉は、こちらの背筋が思わずゾッと寒くなるほど、どこか異様に深い音色をしていた。

「もっと、もっと違った、あんなんじゃない、あの曲があの曲であることを示すような、そんな音の連つらなりが絶対あるはずなのに……歌い方だって、ああいうんじゃなくて……わかってる、わかってるんです、あれじゃ違うって」

　底の見えない、狂気にも似た歌への執念が、彼の声音からは滲にじんでいる。

「わかっているのに、正しい姿を摑めていないんです、僕は……。見えているのに、あるはずなのに、それがわかっているのに……僕は……」

（レンくん……）

　彼はきっと、歌を生み出す時、自分の中のとても深いところまで潜もぐっているのだろう。

　そうやって、現れるべき、表されるべき本当の音を探すのだ。

（私には……馴な染じみのない世界だけど……）

　とても過か酷こくな作業であることくらいは、想像できる。

　だって、でなければ。

「なにかが、……この曲を作り上げるのに必要ななにかが、今の僕には具そなわっていないんです……」

　こんな風に、痛々しく声と指先を震わせることはないだろう。

「新しい場所に踏み込まなきゃって、殻を破らなきゃって、そう思ってこの曲を作り始めて……だけどやっぱり、なにかが足りなくて。それを見つけないままで、身につけないままで、今の僕のままで無理に作ったって…………いや、でも」

　そう考えるのも、逃げなのかな。だから見つけられないのか。

　彼は小さくそう言った。震える声に、強い憤いきどおりが見える。自分自身への憤りが。

「…………ナーファルさん？」

　感覚で下された自分の判断にしたがって、ナーファルはレンの手をとった。こわばって震えたそれは、驚くほど冷たくて。

　熱が伝わればいいと思った。

　小さな身体で懸けん命めいに戦う、気け高だかいこの子に。

「絶対見つけられるよ……レン君なら……。その曲のために……レン君が殻を破るために……必要なもの……。だからゆっくりで……きっと大丈夫……」

「……ありがとうございます。…………でも、その」

「……ちょっと焦あせっちゃってる？」

　眼を伏ふせながら、レンは頷いた。

「それ……昨日のオルカ姉……関係ある……？」

「……えと…………はい」

　困こまったように笑いながら、またしても頷くレン。

（やっぱりか～……）

　昨日の顚てん末まつは、ベルが話してくれた。帰ってきたオルカが死にそうなほど落ち込んでいたから、さすがに気になって事情を聞いたのだ。

「ん～とね…………うーん……」

　どうしたものか、すこし悩む。

『実はオルカ姉はレン君にベタ惚ぼれで……でもヘタレだから素直に気持ちを言えなくて……そのせいで変な態度になっちゃってるだけなんだー……』

　なんて、言っていいのだろうか。

（……駄目な気がする。だって……これは……オルカ姉が自分で解決しなきゃいけないことだ）

　オルカが想いを遂とげるには、いつかは当の本人が腹をくくって、レンと真正面から向き合わなければならない。

　姉にそれがまだできそうもない今、周りの自分たちが気を回して事態を進めようとするのは、よくない気がする。すくなくとも自分の勘はそう言っている。

（でも……ここでなにも言わないのは違うよね……ん～と……」

　頭を働かせて、言うべきであろうことをナーファルは絞り出した。

「……あのね……オルカ姉って……この街に来てからちょっと性格が変わったんだ」

「……そうなんですか？　オルカさんが？」

「うん……。前はね……なんて言うんだろう……」

　この街へ来る前のオルカを──レンに会う前のオルカを、ナーファルは思い返す。

　なによりも、今と違うのはその瞳ひとみ。

　美しいあの姉の、ひどくさみしい色に染まった、瞳。

「あのね…………私とかベル姉とかには優しかったけど……オルカ姉は…………それ以外の人とかものには……全然興味がなかったの」

「……興味が、なかった？」

「うん……。執着しないっていうか……なんでもいいっていうか………………どうでもいいっていうか」

　昔から、オルカは自分たち妹にとても優しかった。

　怒られたことも叱しかられたこともあるけれど、その裏にある揺るぎない愛情を、ナーファルは一度も疑うたがったことがない。

　しかし、自分たち妹と、三姉妹の親代わりだった存在、このふたつ以外に対して、オルカはまったく興味や執着を示さなかった。

　その金色の瞳はいつも鈍にぶくくすんで、どんな陽光の下でだって明るく輝くことはなく。

　身内以外の世界すべてに対して、つまらなさそうな視線を投げていた。

「……たぶんオルカ姉は……仕方なく生きてくれていたんだと思う。……私とベル姉を守るために」

　おおげさに言っているわけじゃない。これは、きっと正確な事実だ。

　生まれ持っての性質あってのことだったのか、長女としての責任あってのことだったのかはわからないけれど。

　自分たち妹ふたりを守るためだけに、オルカは生きることを選択し続けてくれていた。

　それがなければとうの昔に、自分で命を絶たっていたのだと思う。

　かつてのオルカ・スクーデリアの瞳は、間違いなくそういう類たぐいのものだった。

「私は……それが悲しかった」

　空を見上げながら、ナーファルはつぶやく。

「オルカ姉が生きてくれているのは嬉しかったけど……楽しそうじゃなかったから……。私とベル姉には笑ってくれるけど……空の青さも風の優しさも……木の葉の話し声もお日様の匂においも……オルカ姉には響いてなくて……」

　ナーファルは、この世界を生きるのが楽しかった。怖いことも嫌なことも山ほどあるけれど、それ以上に素敵なものがたくさんある。

　だけど、オルカにとってはそうではなかった。

「嫌々付き合わせちゃってるよねって……ごめんなさいって……ずっと思ってた……」

　視線を、空から隣のレンに戻す。彼は真剣に、じっとこちらの話を聞いてくれている。

「……だから……私ね…………すごく…………すごく」

　君に、感謝してるんだ。

　その言葉は、言わずに飲み込んだ。そうしてしまったら、オルカの気持ちを伝えることになるから。それは自分がすべきことじゃない。

「ナーファルさん？」

「…………ん～ん……なんでも」

　笑ってごまかしながら、ナーファルは思う。

（……毎晩……お祈りしていてよかったな）

　改めて、今、そんな風に思える。

『どうか現れてくれますように……』

　それは、ナーファルの日課だったのだ。

『オルカ姉に……この世界の楽しさを教えてくれるなにかが……誰かが……どうか現れてくれますように……』

　そんな奇蹟が、どうか起こってくれますように。

　毎晩、眠る前に祈っていた。もうずっと昔から、十年以上も前からだ。

　毎日毎日、毎晩毎晩祈り続けて。

　そして今、ナーファルの隣にこの少年がいる。

「……今の話は全部……この街に来る前のこと……。オルカ姉は……もう違う。毎日……いろんなことに驚いて……いろんなことに騒さわいだりして…………楽しそうだよ」

「……この街に来て、ですか？」

「うん……」

「すごくいい街だとは思ってますけど、……う～ん、……人生観が変わるような、そんなに印象的なものとかは……。マスターのおいしいご飯とか？　う～ん……」

　レンは首を傾げている。オルカを変えた要因がなんなのか、当の本人はわかっていないらしい。

　オルカの態度があれなのだ、当然だろう。

「……ひとつ……お願いがあるの……レン君」

「はい、なんですか？」

「……オルカ姉にはね……レン君からは見えてない……ないしょの顔があるの」

「ないしょの顔が」

「そう……。ないしょの……悪い顔が……。オルカ姉は……実はとても悪い女……」

「そ、そんな……！　オルカさんが……そんなはず……！」

「うそうそ……冗談……」

　ベルならば「悪いだろ、気味が悪い」なんて言いそうだけど。

　どんな時に気味が悪いかといえば、もちろんレンを遠くから見ている時などである。

「でも……ないしょの顔があるのはほんと……。だから……よかったら…………もうちょっと……オルカ姉と話してみてくれないかな」

　妹にできる援えん護ご射しや撃げきはこのくらいだろう。あとは本人のがんばり次第である。

「……あの、ナーファルさん」

　レンから硬い声が鳴る。断られるだろうか、思わずナーファルも身を硬くして。

「…………僕、オルカさんに、その……嫌われていたり、するんじゃないのかなって」

　泣き出しそうなところへ力ずくで笑みをかぶせたら、こんな顔になるのだろう。レンの浮かべた表情に、ナーファルは唇を嚙む。

「オルカさんには助けていただいてばかりで……。ご面倒ばかりかけて、そのくせ、なにも返せていなくて……。オルカさんからしたら、僕に話しかけられるって、……ご迷惑なだけかなって」

「……それだけは……ないから」

　ずっと握ったままの彼の手を、今日で一番、ぎゅっと包む。

「それだけは……絶対にないから」

　信じてくれたのかどうか、レンが浮かべた微笑みからは読み取れなかった。

（…………オルカ姉）

　オルカがどうしてああも不器用な態度を取ってしまっているのか、その理由を、ナーファルはよくわかっている。

　あの姉は、とにかく慣れていないのだ。身内ではない相手へ強い執着を覚えてしまうことに、慣れていない。

　だから臆おく病びようになって、相手に迷惑じゃないかなんてこともさんざ考えてしまって、結果があの態度だ。

　それはわかっている。わかっているのだけど。

（……いい加減……ちゃんとしないと…………──本当にとっちゃうぞ）

　自分なら、この子にさっきみたいな顔はさせない。……なんてことを、すこしだけ思ってしまう。それがナーファルの本音だ。

　十年以上祈り続けた、ナーファルの願いは叶った。

　だけどまさか、姉の心を奪うばってくれた念願の存在を、自分まで好きになってしまうなんてことは、想定していなかった。

「……とにかく、僕がまだまだ未熟なのはたしかなんです。もっといい歌を歌えるようにならないと」

　レンはそう言って、気合いを入れるように表情を引き締めた。

　ナーファルは、彼のこういうところが好きだった。自分に妥だ協きようを許さない、一言で言えば、その気高さが好きだ。

　酒場でウエイターとして働くときも、ステージに立って歌っているときも、ひとりで曲を作っているときも、いつもそう。

　彼には一本、揺るがない芯しんが通っているように見える。自らの定めたそれに、必ずや従したがって生きるのだという、強い覚悟が見える。

　見た目は大人しそうで、表情も柔にゆう和わで、言葉遣いも丁寧で。

　だけど、レン・レヴェントンという少年は、ひどく気高いのだ。

　そのまぶしさに、ナーファルは惹ひかれてしまって。

「…………あ」

　ぐ～と、レンのお腹なかから音が鳴った。

「す、すいません……。そういえば、そろそろお昼ですね……あはは……」

（あ～……もう……）

　ごまかすようにふにゃりと笑うレンの笑顔は、ナーファルの胸を締しめ付つけてくる。

（反則だ……反則……）

　凜り々りしい気高さと、かわいらしい隙。その合わせ技は反則だろうと思う。

　この四つ年下の少年はそうやって、ナーファルの心もさらっていったのだ。

　姉のものだけで、よかったのに。

「……レン君は……今日のお昼……どうするの？」

「お店に戻って食べます。マスターが試作品を兼かねたまかないを作ってくださっているはずなので」

「そっか」

　彼の働く酒場は、夜だけの商売だ。日が出ている間はずっと準備中である。

「じゃあお店に新メニューが増えるんだ……楽しみ……」

「あ、いえ、お店で出す用じゃなくて。もうすぐ街のお祭りがあるので、その出店で出すためのものです」

「あ……なるほど……。そっか……お祭り……去年もこの時期やってたね……」

「はい。とくに今年はお祭りが始まって二百年の節ふし目めらしくて、いつもより盛せい大だいにやるみたいですよ」

「へえ～……それはいいね……」

　静かな時間も好きだけど、賑やかな空間も楽しい。今から待ち遠しい気持ちだ。

「いつなんだっけ……？」

「二は十つ日か後ですね。それから三日間です。例年は二日間開催なんですが、今年は特別だから一日増えたらしくて。…………あ、そうだ。……じゃあ、その、ですね」

　レンはすこし躊ちゆう躇ちよしてから、言葉を絞り出すようにして放った。

「あの……一日目と二日目は僕もいろいろお仕事ありそうなんですけど、最後の三日目は、そんなにやることもなくて、……マスターからも、その日は祭りを回ってこいって言ってもらえてて……。……えと、なので」

「……うん」

「その日、……もしよければ一緒に回りませんかって、オルカさんを誘ってみたいと思います……！　ご、ご迷惑でなければ、ですが……！」

　もうすこしオルカと話してみてほしい、そう言ったのは自分である。彼は、それに応えようとしてくれているのだ。

「そっか……。うん……いいと思う。ありがとう」

　とても嬉しい。ふたりの仲が深まってくれたらいいと思う。

　だから、胸の痛みは無視する方向でいきたい。

「……レン君……でも……いきなりお祭りに誘うのは……ちょっと勇気が必要？」

「う、そ、そうですね……」

「だったら……さ──」

　自分の気持ちを振り切るためにも、ナーファルは姉への援護を追加することにした。
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「大丈夫かあ、レン。速いか？」

「だ、大丈夫です……！　ついて、行けます！」

　ベルの確認に、レンは首を横に振ふって答えた。街から出て草原を歩き始め、もうずいぶん経たった気がする。

　息は上がってきたが、弱音は吐はきたくない。今でさえかなり配はい慮りよしてもらっている速度なのだ。これ以上気を遣つかわせるのは、申し訳がなさすぎる。

「その意気やよし、と言いたいところだが、ほんとに駄だ目めそうになったら教えろよ」

「安全第一……だからね？」

「はい！」

　両りよう隣どなりを歩くベルとナーファルへ返事をすると、前を行くオルカがこちらへちらりと顔を向けた。

「自分の限界を見み極きわめられるというのも、自立した人間が必ず具そなえる資質よ。無理をするのは、すばらしいことでも美しいことでもないわ」

「は、はい……！」

　完全に正論だ。意い地じを張はって周囲へ心配をかけるのは、子どものやることなのだろう。

（さすがだなあ……）

　オルカは今日も、凜りんとして隙すきがなく、正しくて格かつ好こういい。

　そしてやっぱり、そんな彼女と、レンはうまく話せない。

「……それにしても、レン君は変わっているわね。私たちの戦うところを見てみたい、なんて」

　オルカはまだ会話を続けてくれるようだが、視線はもうこちらから切られ、前に向き直っている。

（それでも……とにかく話してはもらえるんだから！）

　こうやって三人にくっついて来て、よかったと思う。

『だったら……さ。明日……私たち……魔物を狩かりに街の外を見て回る予定なんだけど……いっしょに来ない？』

　昨日、ナーファルはそんな誘さそいをくれた。

『オルカ姉と……話す機会が……ちょっとくらいはあるかも』

『な、なるほど……』

　出会ったときを除のぞけば、今までレンは、酒場以外でオルカとまともに会話をしたことがない。そんな状態でいきなりお祭りに誘うよりも、まずは段階を踏ふんだ方がいいということだろう。

　ありがたく、その提案に乗らせてもらうことにした。

（だって、……オルカさんと、本当はもっと話をしてみたいんだよな……）

　ベルやナーファルとは、気軽に喋しやべる仲になれている。比べてオルカは遠い人だ。

　だけど、知りたい。

　彼女のような人は、どんなことを考えて生きて、なにを感じて日々を過すごしているのか、それを聞いてみたい。

　芸術家や音楽家の感性……なんて大それたことを言うつもりはないけれど、それでも、なにかがあるとわかるのだ。

　彼女には、その内側に、とても強く輝かがやくものがある。その光を、レンは見てみたい。

　あんなに綺き麗れいで大人な女性を相手に、自分のような子どもが男女としての感情がどうのこうのと言うつもりはまったくないが、人間として、そしてひとりの歌を歌う者として、その光に強く惹ひかれてならない。

「魔ま物もの狩がりの戦いも、魔物そのものも、街で生活していれば、あまり見る機会もないのでしょうけど。……そういうのを見れば、歌の……新しいアイデアとかイメージとかが湧わくかもってことかしら？」

「えと、それもそうなんですけど……他にも理由がありまして」

　まさかオルカに直接、「あなたともうすこし親しくなれたらと思っているんです」なんて言うわけにはいかないが、せっかく続いている会話だ。切ってしまうのももったいない気がして、レンは他の理由を言うことにした。

「魔物の脅きよう威いを、はっきり肌で感じておきたいんです。旅に出たらいずれ、そういう場面にも遭あうと思うので、今のうちに」

　この理由はこの理由で、噓うそではない。今回の件は、とてもありがたい機会なのだ。

「…………」

「……あの、オルカさん？」

　レンの答えに、オルカはまたちらりとこちらを振り向いた。しかしなんだろう、その瞳ひとみがすこし、見開かれているような気もする。

　彼女は口を小さく開けては閉じ、開けては閉じ、なにかを言いたそうだ。

「……待った、レン、旅ってなんだ旅って」

　生まれてしまった妙みような沈ちん黙もくを切ったのはベルだ。

　そういえば、ベルやナーファルにもこのことは言っていなかったかもしれない。

「僕、いろんな場所とか国を回って、いろんな景色や世界を見て、それでいろんな歌を作って、いろんなところで歌うのが夢なんです。マスターからいただくお給金がもうすこし貯たまったら、出発しようと思っていて」

「…………そりゃ……まあ、その、……いいことだとは思う。うん、いいな、うん、いいことだよ。お前はきっといい歌作るよ、そりゃわかる。だけどな……」

「レン君……それ……まさかひとり旅？」

　ベルに続いて、ナーファルがこちらの顔をじっと見て、そんな質問を投げてきた。

「はい。この街にもたまに来るんです、ひとりで旅をしている人って」

「それは……いるけど……でもレン君」

「話も聞いて、ルートとかも結構決めておいてあるんです」

「…………レン君」

　ぎゅっとナーファルがこちらの手を握にぎった。

　ナーファルは時とき折おり、こうして身体からだをくっつけるスキンシップをしてくれるのだが、とても優しく魅み力りよく的てきな彼女にそうされると、いつもドキリとする。

「あぶないよ……。街の外は……いつ魔物に襲おそわれるかわからない……」

「特にあぶないところを通るときは、護ご衛えい付きの隊商キヤラバンに混ぜてもらったりとか、場合によっては奮ふん発ぱつして個人で護衛の方を頼むとか、そういうことを考えています」

　実際、それはひとり旅の人間がよく使う手法らしい。旅の人に教わった知識だ。

「だけど……」

「もちろん、僕の想定が甘いんだろうなっていうのは、わかっています。……でも」

　そう、でもなのだ。

「でも、しかたないんです。やらずにはいられないことですから。それで結果がどうなっても、しかたがないと思えます」

　いろんな場所を巡めぐっていろんな歌を作りたい、そして歌いたいというのは、レンの中にある根こん源げん的てきな欲求だ。それをごまかすことはできない。

　だから、やるしかない。レンの人生において、これをやらないという選せん択たく肢しはない。

　何年か前に街へやってきていろいろなことを教えてくれた旅人なんかは、レンがこの話をすると、「それが君の、生まれもっての業ごうなんだな」と言った。

　ひどく腑ふに落おちたことをよく覚えている。その通りなのだと思う。

「それに……」

「…………それに？」

「あ、いえ」

　続きを待つナーファルに、レンは笑ってごまかした。言ったら余よ計けいに心配させてしまうだろうからだ。

（……はっきりとした理由は、ないんだけど）

　身体の調子が悪いわけでも、夜な夜な不吉な夢を見るわけでもない。

　だけど、なぜだか妙な確信があるのだ──たぶん、自分はそう長くは生きられない。

　その予感はずっと昔から、当たり前の顔をしてレンの傍そばにいる。疑う気もおきないくらい、揺ゆるがずにずっと。

　もし本当にこれが短い生ならば、やりたいことを躊躇ためらっていてもしょうがないと思う。

「ん、……ああ、そうか、お前がよく歌ってる歌、ほら、この前森でも聴きかせてくれたヤツ。考えてみりゃそのまんまな歌詞だったな、あれ……」

「はい、そうなんです」

　ベルに頷うなずく。

『ここにすべてがあったって』、そんな名前を付けてあるあの歌は、旅に出るということへの自分の気持ちを、まっすぐに籠こめて作った曲だ。

「酒場のおっちゃんはなんて言ってるんだよ。親代わりだろ？」

「ひとりで歩けるようになったらさっさと出ていけ、って」

　レンが苦笑しながら答えると、ベルはガリガリと頭を掻かいた。

「あ～、言いそうだけどよー、そういうこと」

「それに、マスターは親代わりというわけでは……」

　それではまるで、自分があの人の子ども代わり、みたいなことになってしまう。

「僕はあくまで、従業員として雇やとっていただいているだけですので」

　捨て子だった自分を育ててくれたのは間違いなくマスターだが、だからといって子ども面づらをしていいわけではない。しっかり気を付けて、勘かん違ちがいしないようにしている。

「……剣を振るのもあぶなっかしいようなありさまで、独ひとり立だちができているとも、ひとり旅ができるとも、私には思えないけれどね。まだ早いんじゃないかしら」

　前を向いたまま、オルカがそう言った。至し極ごく、正しい意見だ。

「そ、……そうですよね」

　結局、まだまだ未み熟じゆくなのだ。それに尽つきる。

「あ～、ほら、たとえば、たとえばだ、レン。期間限定じゃない、常時専せん属ぞくの護衛を付けるっつうのはどうだ。腕の立つ、魔物狩りの護衛」

「たいへん魅力的ですが、なかなか現実、そんなにお給金を払えないので」

　ベルの言うように、常時専属で魔物狩りの護衛を付けている人々もいる。ただ、それは貴族や大商人などの、資金力のある人間だ。

「魔物狩りの側の要求が、必ずしも金とは限らんだろ。歌のうまい旅仲間をほしがってるヤツらだっているかもよ」

「あ、なるほど…………いえ、でも駄目ですね」

　ベルの言葉に、レンは首を横に振る。

「魔物狩りの方々の進む速度に、ついて行くことができませんので。今みたいに、とてもゆっくり歩いてもらうことになってしまいます」

　魔物狩りの脚あしは本来、魔ま石せきや動物を使って動かす乗り物よりも速い。さらに、坂だろうが崖がけだろうがなんなく進める走そう破は力りよくもあり、休まずに移動できる距離まで長い。

　お金を払うことのない対等な立場で彼らに同どう伴はんしたいのなら、同じ速度で進める人間、つまり同じく魔物狩りでなければならないだろう。

「それは……魔物狩りの旅のスタンスによるよ。のんびり行きたい旅なら……乗り物使う人たちもいるし……」

　ナーファルがそう言った。

（のんびり行きたいなら乗り物を使う……かあ）

　自分のような一般人からすると、やはりすごい感覚だと思う。

「ちなみに、ナーファルさんたちは乗り物って使われるんですか？」

「…………………………それは…………使って……ないけど」

「すごい、やっぱりそうなんだ……！　魔物狩りの旅って感じでかっこいいです！」

　旅の荷物と、それを背せ負おった自身の身体。そのふたつだけで長距離を行くというのは、やはり格好がいい。子どもっぽい憧あこがれかもしれないが。

「……僕も魔物狩りだったらなあ」

「適性検査は受けたのか？」

　ついこぼした呟つぶやきには、ベルがそう問うてきた。

「はい、三回きっちり。まるで駄目でしたけど」

　魔物狩りは国にとって重要な戦力だ。なので、どんな身分の人間も、その可能性があるかどうかチェックを受ける。

　チェックのタイミングは、三歳、六歳、九歳の計三回。九歳のチェックでも発現しなかった人間が、以降に魔物狩りとなった例はこれまで存在しないらしい。

　レンは、三回すべてで適性なしだった。

「ベルさんたちは、いつ魔物狩りの適性が出たんですか？」

「アタシらは全員六歳だよ。街の検査場に行ってな、渡された魄はく魔ま石せきをぎゅっと握ったら、それが身体の中に入ってきて……なんてことが、姉貴から三年連続、ナーファルまで続いた」

　魄魔石というのは、魔石の中でも特別な役割を持つものだ。適性のある人間に握られると、魄魔石はその体内に入り込み──超常の力を宿主に与える。

　そして生まれるのが、魔物狩りだ。

「いいな～、痛みとか違和感とかってなかったんですか？」

「ないない、ちょっと身体が熱かったくらいだ。……つうか」

　くしゃくしゃっと、ベルはレンの髪をかき回した。

「お前は魔物狩りになんか、なんなくてよかったんだよ。向いてねえ」

「う……そ、そうですか？」

「そうさ。向いてねえし、似に合あわねえよ」

　ここまではっきりと言い切られると、そうなのかなあと思ってしまう。

「お前がなるべきなのはやっぱ【うたうたい】だよ。聞いた話じゃ、【うたうたい】に目覚めると、基本的な身体能力も上がるらしいぜ」

「え、そうなんですか!?　魔物狩りみたいに？」

「ああ。さすがに魔物狩りほど強くはならないらしいがな」

「へえ～……！」

　どうしてだろう。直接魔物と戦えるほどではないにせよ、戦場に居い続つづけられる程度には強きよう靱じんな身体が必要だから、とかだろうか。

　とにかく、【うたうたい】になれたら、魔物狩りの人々と一緒に旅をするのも夢ではないということだ。

（……でも、【うたうたい】になれるのは、女性だけ）

　それがこの世界の常識だ。

　自分は男。とてもありがたいことに街の人たちは受け入れてくれているが、一般的にはまがい物扱あつかいすらされている、男の声こえ鳴ならしなのだ。

　どうにもならない事実にレンが気分を落としかけた、その時だった。




「みんな……止まって。……前から魔物がくる」




　ナーファルが静かな声で言った。

　その言葉に全員が従したがい足を止めると、ナーファルはレンの前に一歩出て、かばうように片腕を広げる。

　もう片方の手には、すでに彼女の魄武器レーゴラである弓が握られていた。

「レン君……私のそばを離れないで……」

「わ、わかりました……！」

　喉のどから出た自分の声はうわずっていた。魔物が来るという緊きん張ちよう感かんは、思っていたよりもずっと重い。

　オルカとベルはもちろん慌あわてることなく、ナーファルと同様、その手に魄武器を出現させて迎げい撃げきの態勢を整える。

　ベルとナーファルの魄武器は、ずいぶん前に一度見せてもらったことがある。だが、オルカのそれを見るのははじめてだ。

　大きく迫力のある片刃の大剣。彼女の風格に、ひどく似合いの得え物ものに思えた。

　やがて、レンの眼めにも前方から迫せまる魔物の姿が見えてくる。

　狼おおかみによく似た姿、その身体の周りには紫色をした靄もやのようなものが漂ただよう。数は全部で四体だ。そろって、猛もう烈れつな勢いでこちらへ走ってきている。

「よし、んじゃあ、」

「ベル、待ちなさい。あなたはここで待機。ナーファルも、攻撃には参加しなくていい。周囲の警戒を最優先に」

「…………そうかい。万全を期きすべきってことね。りょ～かい」

　オルカの指示に、ベルは呆あきれたように肩をすくめながらそう返す。

　ナーファルも従うつもりのようだが、レンには状況が飲み込めない。

「オルカさんがおひとりで戦うってことですか!?　ば、万全を期すというのなら三人で……」

　レンがそんなことを言っている間に、オルカはその長い脚でひとり、襲い来る魔物たちの方へと進んでいく。

「ベ、ベルさん！　ナーファルさん！」

「ここでなにも言わずに行っちまうところがほんっと、駄目だっつーんだよなあ……」

「オルカ姉……ヘタレ……」

　ふたりは揃そろってため息を吐つく。オルカの加勢に行こうとするような様子はない。

　オルカと魔物たちとの距離は見る間に縮ちぢんでいき、レンは焦あせるばかりだ。

「オ、オルカさんがどれだけ強くたって……！　万が一ってことが……！」

「あのなあ、レン。そうなんだよ、万が一にビビってんだよ」

　いよいよ魔物たちと交戦距離に入る、といったところで、オルカは足を止めた。彼女の肩には、得物である大剣が担かつがれている。

「うちの姉貴はな、この状況でなにか予想外の、不ふ測そくの事態が起こって、そんで万が一……──お前になにかあるかもしれないってことにビビってんのさ」

「……え」

　ベルの言葉にレンが思わず声を漏もらした、それとほぼ同じタイミング。

「ガアアアアアッ！」

　ついに魔物四体のうち、先頭を走っていた一体が咆ほう哮こうを放ちながら、オルカに飛びかかり。

「…………ッ!?」

　その場に響ひびいた悲鳴に、レンは身をすくめた。

　悲鳴は、オルカのものではない。魔物のものでもない。

（う……わ……）

　ブオンともギインとも聞こえる、オルカの大剣に斬きり裂さかれた、その場の空気が上げたものだ。腹に響く迫力と耳に痛い鋭するどさの同居する、暴力的な風かざ切きり音おん。

　太た刀ち筋すじは、斜ななめ一いつ閃せん。

　振るわれた大剣は、飛びかかってきていた狼型の魔物の身体を両断した。

　そして、それだけではない。

「うーん……お見事オルカ姉……」

　大剣は、刀身で間近に迫った一体の魔物の身体を断ちながら、金色に輝く三日月状のなにかを前方に飛ばし。

　刀身が直接は届いていなかったはずの三体を、まとめて斬り裂き始末していた。

　ナーファルがパチパチと拍はく手しゆをし、ベルは口くち笛ぶえを鳴らす。

「…………えぇ……ま、魔物四体を……あっという間に」

　レンとしては、呆ぼう然ぜんとするばかりだ。たったひと振り、それだけですべてが終わってしまった。

　魔物を圧倒したオルカは、手て慣なれた様子で転がった魔石を回収している。

「心配いらなかったろ、レン。あの通りだ」

「す、すごいです……」

「そりゃあアレよ、女の魔物狩りの中では最強説すら出てんだぜ」

「納得です……」

　最強、そんな言葉があの戦いくさ姿すがたを見た後だと、なにも大げさに感じなかった。

「……あ、と、ところでベルさん、さっきオルカさんの剣から飛んでいって魔物三体を斬った、……なんというか、光でできた刃やいばみたいなものって、噂うわさに聞く……」

「ああ、そうそうあれが……ん、つうかお前に見せたことなかったんだっけか、そっか」

　何度か頷き、そしてベルは声量を上げた。

「おお～い！　レンは魄はく技ぎが気になるってよ！　教えてやれ～！」

　彼女の言葉が向かった先は、こちらへ歩いて戻って来ていたオルカだ。

「……ええ、いいけれど」

　一拍だけ返答に間があったが、オルカは頷いてくれた。「お、お願いします」と言って、レンは彼女のもとへ駆かけ寄よる。

「これのこと、でいいのかしら？」

「あ、それです！　わあ……すごい……！」

　ビュンとオルカが大剣を振れば、先ほどと同じように金色の光こう刃じんが発生し、飛んでいく。それは近くにあった大きな岩に当たり、大きな裂さけ目めを作った。

「話だけ、聞いたことはあるんですけど、実際に見るのははじめてです……！」

「そう。街中で披ひ露ろうするようなものでもないしね」

　あいかわらずクールな表情と声音で、オルカは続ける。

「レン君がどこまで知っているかわからないけど……さっきのは、魄技と呼ばれるものの一種よ。魄技は魄はく気きを操あやつる技。魄気というのは、なんというのかしら、魂たましいの拍はく動どうから生まれる精神の力と熱…………早い話が、気合いね」

「気合い……！」

「ええ。そして、適切に発された魄気は、物体に作さ用ようする力がある」

　たしかに、さきほどオルカが放った金色の光刃──魄気は、岩にダメージをあたえてみせた。

「魔物狩りに目覚めると、魄気を自分の意志で操れるように、つまり魄技を使えるようになるわ。さっきみたいに刀身に魄気を纏まとわせて、振るのと同時に前へ放てば、飛ぶ斬ざん撃げきのできあがりというわけ」

「なるほど……魄気……魄技……」

　おぼろげにその言葉を聞いたことはあったが、こうしてきちんと説明を受けたことはない。魔物狩りの持つ専門技能の話なので、自分のような一般人には縁えん遠どおいのだ。

「斬撃を飛ばすのは、魄技の中でももっとも単純な技ね。だからこそ、実力が顕あらわになるとも言えるけど。ともあれ、魄技にはさまざまなものがあるわ。物体に作用する、というのは、なにもダメージを与えることだけに限らない」

「ほかにはどんなことができるんですか？」

「たとえば、盾たてを作ったりはもちろん、自分の身体をさらに強化したり、傷を癒いやしたり。探知波を打って周りの状況を把は握あくしたり、自分の姿を隠かくしたりなんてことをする魔物狩りもいるわ。他にも物を熱くしたり冷たくしたりだってできるし、本当にいろいろ」

　魔物狩りの力は、レンが考えていたよりも多た岐きに亘わたるようだった。驚きだ。

「私はあまり、あれもこれもできるってタイプじゃないけど、ナーファルなんかは器用よ。なにくれとなく、いつも助かってる」

「いえーい……」

　名を挙あげられたナーファルが、グッと親指を立てた。

「そしてそんな話をしているうちに……また魔物が来ています……」

　ナーファルが今度は人さし指を伸ばし、先ほど魔物が来た方角を指した。

「今度はすこし大きめのが一体……あ……私の嫌いなヤツだ……」

　わずか、顔をしかめるナーファル。その魔物の姿が見えて、レンも理由を察さつした。

「うわあ……あんな大きさの蜘く蛛も……」

　それは、八本脚の巨大蜘蛛だった。頭の高さは、人の背丈の二倍ほどはあるだろうか。

　レンは蜘蛛が苦手ではないが、あの大きさとなると、さすがに背筋へ嫌な寒気が奔はしる。

　蜘蛛の身体の周りには、紫色の靄。まちがいなく魔物だ。

　ガガガガガッと、多脚独特の連続的な足音を響かせこちらへ迫ってくる姿を見るに、自分たちを敵、あるいは獲え物ものとして認識しているらしい。

「ベル、ナーファル。さっきと同じように、」

「待った、公平にいこうぜ。姉貴ばっか戦わせるのは申し訳ねえよ。アタシの番な」

　オルカの言葉を遮さえぎって、前に出たのはベル。そのまま、軽やかな足取りで歩いて行く。

「……いいけれど、申し訳ないだなんてよく言うわ。暴れたいだけじゃないの？」

「人聞きが悪いな。せめて、戦闘勘を鈍にぶらせたくないと言ってくれ」

　苦笑しながらのオルカの言葉に、ベルは軽く答える。気負いや緊張は見えない。あんな恐おそろしい姿形の魔物を前にして、怖くないのだろうか。

　しかし、自分なんかが変な心配をするべき人たちでないことは、先ほどの一幕で十分に理解した。ひとりで進むベルの背中を、黙だまってレンは見送る。

　視界の中、ベルの両の手に握られた魄武器・対ついの短剣が、陽光に反射してギラリと光った。

　気を取られ、レンはついまばたきしてしまい──その一いつ瞬しゆんのうちに、ベルの身体は消えていた。

　そうとしか言えないような速さだった。

「ん～、ま、柔やわいな」

　独ひとりごちるベルは、いつの間にか、レンたちから見て巨大蜘蛛の身体の向こう側にいた。巨大蜘蛛の脚の一本が、ガランと地面へ転がる。

（…………は、やすぎて、見えなかった、けど）

　斬り落とされたのだろう。文字通りまたたく間に走り抜けたベルの、その剣に。

「ギイイイイイイイアアッ!?」

　巨大蜘蛛の、甲かん高だかい悲鳴が響く。普通の蜘蛛は声をあげないと思うが、この魔物は違うらしい。

　ベルのいる背後へと向き直る巨大蜘蛛。その鋭い先端で突つき刺さそうという腹だろう、二本の脚を振り上げる。

　だが、脚が振り下ろされるよりも、ベルが動く方が早かった。彼女の小柄な身体は魔物の下をくぐり、またしても後ろを取った。

　ベルの剣が左右それぞれ幾度か振られる。振られた、ような気がする。そんな曖あい昧まいな認識しかできないくらい、素早い斬撃。

　魔物の脚が、四本落ちた。八本脚の内、計五つをなくし、巨大蜘蛛はたまらず地面へ転がる。

「悪いな、終わりだ」

　位置の下がったその頭部へ、ベルは飛びかかり右の剣を突き立てる。ガギィンと硬質な音が響き、ベルの短刀はその根元まで魔物の頭に刺さし込こまれた。

　終わりだと告げる言葉と裏うら腹はらに、油断なく追撃のために控ひかえられた左の剣が、歴戦の強したたかさを感じさせる。
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　ともあれ、魔物はベルの言葉通り、その一撃で息いき絶たえたらしい。身体が霧む散さんし、カツンと地面へ魔石が落ちる。

「………………か、かあっこいいぃぃ！」

　スマートでクールだ。オルカの圧倒的な武とはまた違う、隙のない技量による強さ。

「どうだ、レン。アタシも結構、やるもんだろう」

「すごかったです！　かっこいいです！」

　魔石を手に戻って来たベルへレンがそう喝かつ采さいすると、彼女は洒しや脱だつに「はっはっは、そうかそうか」と笑った。

　レンからすると、ベルだってオルカと同じくらい強く見えるのだが、素人しろうとだからわからないだけなのだろうか。

「相変わらず手て堅がたいわね。ベルなら十分、最初から頭を狙ねらって一撃で決められたはず」

「わざわざ脚を一本斬って……相手の硬さを確かめて……それから動きを封じられる程度に本数を削けずって……やっとトドメ。私なら……そんな面倒くさいことやらない……」

「パワープレイ大好き脳筋姉貴と、急所一点狙いの怠なまけ者ものナーファルちゃんとは違って、アタシは真ま面じ目めなの。一番勝率が高く、危険度の低い戦法を採とる。博ばく打ちは嫌いだ」

　姉と妹からの講評にベルはそう返した。

「ていうか次……次は私の番だからね……！　ふたりだけ……ずるい……！」

「そりゃいいが、魔物来てるのか？」

「………………いない」

　周囲を見渡し、がっくりとナーファルが肩を落とす。

「このままでは……私は……弓持ってしゃべってただけの女として……レン君に記憶されてしまう……」

「そ、そんなことは！　ナーファルさんがすごい弓使いだってことは聞いてますので！」

「えー……でもな～……」

　ナーファルは不満そうだ。

　そんなことを喋りながら、とりあえずまたすこし歩き回ってみる。こうやって街の外を遠くまで行くこと自体がほとんどないので、景色が新鮮だ。

　足下は緑の草原。視界の右手側にはそのままの光景がばあっと広がり、左手側にはちょっとした高さの山が見える。

　山には、背の高い巨木が何本も生えている。とりわけ、頂上に生えたそれは印象的だ。ひときわ太く長く、まるで天を突つくかのよう。

　あれは、街の人間には『見み通とおしの樹き』と呼ばれている。登れば遠くまで見通すことができるし、その巨体にはどこか、まるで人間の行動などお見通しだとでも言うかのような威い容ようがあるからだ。

（……ん？　あれ、なんか変な音が聴こえるような）

　遠くにあるその『見通しの樹』のあたりから、甲高い音が鳴っている気がする。

「レン君……？　どうしたの？　………………ん」

　なんとなく眺ながめていると、こちらと同じ方向を見たナーファルが立ち止まった。

「ナーファル？」

「…………ちょっとまずい」

　オルカの声に応えながら、彼女は弓を構かまえた。どこからともなく現れた黄金に輝く矢を番つがえ、狙う先はまさに巨木があるあたりだ。

「呼よび寄よせ鳥どりがいる……」

「あら、厄やつ介かいね」「チッ、まじか。また面めん倒どうな」

　レンにはなんのことかわからなかったが、オルカとベルには通じたようだ。

（え、なにかいるの……？　ええっと………………あ）

　グッと眼を凝こらして見てみれば、巨木の周りに、黒い点のようなものが飛んでいた。つまりあれは魔物で、自分に聴こえていたのはその鳴き声だったのだろう。

（でも、さすがにこの遠さじゃあ……）

　弓はとても届かないだろうし、よしんば届いたとしても、さすがにあの小さな小さな点を射い貫ぬけるわけが。

「…………え？」

　なんて思っている間に、隣で弓ゆみ弦づるの高く美しい音が鳴る。ナーファルの矢が放たれたのだ。

　大空をぐんぐん進む矢は、いつまで経っても失速しない。まっすぐなまま突き進む。

　まさか。そんな風に思っていると、結果はそのまさかだった。

「うそ……」

　矢は、魔物らしき黒い点に届いて射貫いた。空の中、魔物はその身体を霧散させる。

「お～お～、やるねえ」

「ん……でも遅かったかも……」

　レンからすれば絶ぜつ技ぎとしか言いようのない芸当を見せたナーファルは、まだ油断のない瞳で空を見つめている。

「……さっきの魔物は……呼び寄せ鳥と呼ばれているの。鳴き声で……他の鳥型の魔物を集める……。で……その集団がそのまま……人の街に行くこともある……」

　ナーファルがくれた説明に、レンの顔から血の気が引く。

「あの、さっきの魔物、鳴いてたかもしれません……！　なんか甲高い変な音があの辺りで鳴っていたので……」

「……鳴いてた？　だったらやっぱり何体かは来るか……。……ていうか……レン君すごいね……。呼び寄せ鳥の鳴き声は……かなり聴き取りにくいはず……。私は聴き漏らした……不覚……」

「いえ、ナーファルさんに聴こえてなかったなら僕の気のせいかも……」

「…………んーん。気のせいじゃ……なかったみたいだ……」

　ナーファルが新たな矢を出現させ、弓に番えた。彼女が見つめる遠くの空から、小さな黒い点がいくつか現れ始める。

　残念ながら、呼び寄せ鳥は鳴いていたらしい。

「ナーファル、やれるか？」

「ん……ちょっと……気合い入れる……」

　ベルの確認にそう答えたナーファルは弦を引き、目つきを鋭くさせた。弓が輝きを増し、周囲に風を吹きつける。

「うわ、と、とっ、……あ、すみません……！」

　風に煽あおられ倒れそうになったレンを、支ささえてくれたのはオルカだった。彼女はいつもどおりのクールな表情で「……気をつけて」と言った。

　キィンッ！　と鋭く強い音を立て、まばゆい光を放ちながら、やがてナーファルの矢は放たれる。

　遠くに見える魔物の数は全部で六体。対して、空を裂く矢は一本。

　だが不思議と、その一本だけで十分なのだろうとわかった。そう思わされる迫力が、放たれた一撃にはあった。

（うわあ……そうか、これが魄技……！）

　空の中、進む矢が途中で分ぶん裂れつした。自らの数を増やし、六つの光こう条じようと化して、魔物に襲いかかる。

　ナーファルが静かに弓を下ろすのと、六体の魔物がすべて射貫かれ空から消えたのは、ほとんど同時だった。

「ナーファル、飛んできていた中に呼び寄せ鳥は？」

「いなかった……これで大丈夫……」

「そう。お疲れ様、お見事」

　オルカの確認とねぎらいに、ナーファルは満足そうにひとつ頷く。

「うん……。でも……なんかごめんね……。オルカ姉……ベル姉……」

「え、なにが？」「んだよ？」

　要領を得ないといった表情の二人に、ナーファルは言う。

「レン君は……二人に遠慮して言わないだろうけど……間違いなく……今日一番かっこよかったのは……私！」

　グッと拳こぶしを高く掲かかげるナーファル。オルカは苦笑し、ベルは「うっぜぇ」と言ってナーファルの肩を軽く叩いた。

「じゃあ、ナーファルが勇姿を見せたところで、今日はそろそろ帰りましょうか。レン君のお仕事に間に合わなくなってもいけないし」

　空はすこしだけ赤くなり始めている。街へ帰り着く頃には、もう夜が近くなっているだろう。オルカの言う通り、酒場の仕事に遅れてもまずい。

　一行は来た道を戻っていく。レンの足に疲れはあるが、すごいものをいくつも見られたという興こう奮ふんが上回っている。

（……でも）

　結局、オルカと会話するという目標は達成できただろうか。何回か話すことはできたけれど、内容は、当あたり障さわりのないものといえばそうだ。

　まだ祭りに誘えてもいない。しかし、今の状態で誘ってもずいぶん唐とう突とつだ。

「レン、どうした？　やっぱ疲れたか？」

「いえ、まだまだ大丈夫です！」

「そうか。だけど、帰ったら仕事の前にちょっと休んで、しっかり飯を食うんだぞ。肉を食え、肉を」

「わかりました！」

　ベルはこうやって、今日に限らず、なにかにつけてこちらの体調などを気遣ってくれることが多い。

　とてもありがたくて、ありがたすぎて、ときおり弱音を吐きたくなってしまうから、レンは話題を変えた。

「さっきの呼び寄せ鳥みたいな、仲間の魔物を呼ぶ魔物って、他にもいるんですか？」

「そうだな、ちょいちょいいるよ。見つけ次第、さっさと倒す必要がある。……とはいえ、似たようなことはどんな魔物にも、あるいは人間にだってできちまうのかもしれないんだけどな」

「え？　どういう……」

「ほら、聞いたことないか？　『うるさくしてると魔物がくるぞ』って脅おどし」

「あ～、ありますあります」

　それは騒さわいでいる子どもに親が放つ、定番の叱しかり文句である。静かにしない子どものところには魔物がやってきて、さらっていってしまうという童話とセットだ。

　レン自身が言われた経験はないが、言っている親と泣く子どもなら、何度も目にしたことがある。

「そうか、あれって、大きな音を立てて騒いでるところには魔物が引き寄せられてくるって話でしたよね。それならたしかに、どんな魔物にも人間にもできちゃう……」

「諸しよ説せつあるけどな。ただうるさくするだけで魔物がくるって言ってるヤツもいるし、人間の敵である魔物は人間の感情が籠もった声にだけ反応する、って言ってるヤツもいる。そもそもそんなもん、ただの迷信だって言うヤツもな」

「ベルさんはどう思われているんですか？」

「アタシは、デカい音が魔物を呼ぶっつー単純な認識は持ってない。今までいろんな街に行ったが、賑にぎやかなところほど魔物に襲われやすくて、静かなところはそうでもない、なんて法則は実感してこなかったからな」

「なるほど……。僕も、街の近くの森で歌の練習をすることありますけど、魔物に襲われたことはないですね……。結構、大きな声は出していると思うんですが」

　もっとも、あの森はもともと、あまり魔物が寄り付かない場所ではあるが。これも理由はわからないが、いくつかそういう場所は存在する。

「だろ？　対して呼び寄せ鳥の声は、そこまで大きくねえのにガンガン仲間を呼べるわけだ。なら、魔物を引き寄せやすい声だの音だのがあるんじゃねえかな」

（魔物を引き寄せやすい声、か）

　さっきの呼び寄せ鳥の声を、頭の中で思い出してみる。たしかに、それは普通の音とはなにかがどこか違っていた。

　うまく言葉にはできないが、レンにはどうしてか、その本質がわかるような気もした。

（……なんか、もしかしたら）

　やろうと思えばできるような気さえして、慌てて頭を振る。たとえできたとして、そんな必要はどこにもない。危険を考えれば、試ためすことだってしてはいけない。

　忘れよう。

「呼び寄せ鳥しかり、魔物はいろんなヤツがいるよ。魔物狩りだって油断してると、結けつ構こう危ないんだぜ」

「ベルさんたちくらい強くても、ですか？」

「そりゃあな、ヤベエのが出てきたらアタシらだってヤベエさ。厄介なのはいろいろいるわけよ。こっちの動き止めてくるヤツとか、毒打ってくるヤツとか、……あとは、そうだな～、クソ強つええくせに、呼び寄せ鳥みてえに仲間呼ぶヤツなんて最悪だぜ」

　なんて話を、ちょうどしていたときだ。

　最初に声をあげたのは、やはりナーファルだった。

「ん……？　……待って。地面……なんか揺れてない……？」

「は？　揺れてる？　……歩いてっとよくわかんねえな」

　ベルがそんなことを言って、全員でその場に立ち止まり。

「っわ、っわ、わ、わ！」

　次の瞬間、はっきりとわかる強い震しん動どうが襲ってきた。ともすれば倒れ込んでしまいそうだ。声を上げながら、レンはなんとか膝ひざを使って揺れに耐える。

「おい姉貴！　これ！」

「ベル、ナーファル！　レン君のそばを離れないで。最大警けい戒かい！」

　殿しんがりを歩いていたオルカが、大剣を手に後ろを振り向きながらそう叫さけぶ。レンたちも彼女に倣ならい、後方へ身体を向ける。

　そして、視線の先で起こったのは爆発だった。地面が弾はじけ、草や土、石や砂が巻き散らかされる。

　土ぼこりのカーテン越し、見えるのは地面から巨大ななにかの飛び出てくる様。

「…………りゅ、」

　舞った土ぼこりが風に流れて消えたとき、そこにいたのは。

「竜りゆう種しゆ……!!」

　思わず叫んだレンは、まじまじとその姿を眺めてしまう。

　二本の足で立つ、濃い茶色の巨きよ軀く。頭の高さは、人の背丈四人分ほどはあるだろうか。

　背中には雄お々おしい翼が生え、低く唸うなりを上げる口には鋭い牙きばが生えそろう。長い尾おはしなやかに揺れ、風を切って音を立てていた。

「な、なんでこんなところに……竜種なんて……！」

　頭が現実をしっかり受け止めれば受け止めるほど、レンの膝には恐きよう怖ふがのしかかる。結局、情けなく尻しりもちをついてしまった。

　特別に強いと知られる魔物、それが竜種だ。たった一頭で街を滅ぼした……なんて話だって聞いたことがある。

　ただ、人の街があるようなところへ姿を現すことはめったになく、通常は森の奥地や高い山の頂上付近、もしくは地中の奥深くに巣を作って生きているはずだ。

「なんで……なんで……」

　もちろん、レンの疑問に竜が答えてくれるわけもなく。

「……──グオオオアアアアアアアアア!!」

　竜から返ってきたのは、空気とこちらの背筋をビリビリ震ふるわせる恐ろしい咆哮だ。

　続けざま首をのけぞらせたかと思うと、巨体の魔物はその口から真っ赤な火球を吐き出した。

　ただ固まるだけしかないレンの身体を、ベルがすばやく抱えた。彼女はそのまま横っ飛びに火球を回避する。レンの身体を強烈な加速感が襲った。

　オルカとナーファルは、ベルがレンを抱え込んだことを確認してから飛とび退しさる。一拍遅れたために、タイミングはかなりギリギリ。二人の身体のすぐ近くを火球が通過していった。

「ベ、ベルさん、ありがとうございます……！」

「いい。それにしても、クソッ……！」

　レンを抱えたまま地面を靴くつで強く嚙かんで着地しつつ、ベルが苛いら立だたしげに声を上げる。彼女が見上げる空には、続々、鳥型の魔物が集まってきていた。

『クソ強えくせに、呼び寄せ鳥みてえに仲間呼ぶヤツなんて最悪だぜ』という、ついさっきのベルの発言が、レンの脳のう裏りにフラッシュバックする。

　おそらく、いや間違いなく、竜が仲間の魔物を呼んだのだろう。

「姉貴、どうする!?」「オルカ姉！」

　妹二人に、長女は剣を改めて構え直しつつ、揺れない声で答えた。

「ナーファル、空の魔物の掃そう除じを。ベル、あなたはそのままレン君を守りなさい。こいつは、私が殺やる」

「…………わかった」

　ベルはそれだけ返した。ナーファルは返事の代わりというように、空の魔物たちへ矢を放つ。

（そんな…………っ）

　自分のことなんかいいから、ベルと二人で戦ってくれ──そう言いそうになって、レンは己おのれの口を縫ぬいつける。

　その判断が正しかったことは、すぐに証明された。

「ゴァアアアアアルルルゥ……」

　竜が唸りながら、気まぐれな動きで尻尾しつぽを振る。パァンと音を立てて尾先が地面をえぐった。

　たまたまだろう、吹き飛ばされた土の中、埋うまっていた小さな石がレンの方へと飛んできた。攻撃とも言えないそれは、レンのような一般人にとっては十分な脅威となる。

「…………っ」

「っと」

　まともに避よけることすらできない自分を、ベルがさすがの手て際ぎわで石を弾いて守ってくれた。彼女がいなかったら、今頃、レンの頭には風穴が空あいていたはずだ。

　攻撃ですらない、ちょっとした動作の余よ波はで死にかねない。こうしてつきっきりで守ってもらわなければ、次の瞬間死んでいてもおかしくない。

　そして、そんな同行者を、彼女たちが決して見み捨すてないでいてくれるのはわかりきっている。

（……面倒をかけるだけだ）

　余計な意地や駄だ々だは、彼女たちの手て間まを増やすだけなのだ。

　できることはせめて、かける面倒を少しでも減らすこと。勝手に動いたりしゃべったりしない、少しでも扱いやすい荷物になることくらいだろう。

　どれだけ申し訳なくて、情けなくて、悔くやしくても、それが現実なのだ。

「ありがとうございます、……すみません」

「レン、人にはできることとできないことがある。そんな顔すんな」

「っ、……はい」

　こんな状況下、武器を手に周囲の敵を睨にらみながら、それでもベルの声は優しかった。だからこそ、本当に申し訳ない。

「……お前を抱えてアタシだけ離り脱だつするって手もないじゃないが、さっきの火球もあるし、ナーファルが減らしてくれてるとはいえ、他の魔物も集まってきてるからな。強ごう引いんな突とつ破ぱになる。ここに留とどまっている方が、いくらか安全度は高いだろう」

　ベルの言葉は、声音までふくめて冷静だ。

「大丈夫だよ。空のヤツらはナーファルが潰つぶす、お前はアタシが守る。そんで、……姉貴は負けねえ」

　ナーファルは次から次へと矢を放って、空の魔物たちがこちらへやってくるのを防いでいる。

　オルカは武器を手に堂々と、自分の何倍もある巨体の前で、戦う構えをとった。

　不ふ遜そんと見て、苛立ったのだろうか。

　竜は自ら距離を詰めて、オルカに向かってその大きな腕を上から叩たたきつけるように振るった。巨体とは思えないほどに、一連の動作は速い。

　対してオルカの動きは、まるで踊るよう。サイドステップひとつで叩きつけをかわし、着地と同時に身体をひねって横回転。

　空振りして地面を叩いた竜の腕へ、大剣による水平斬りを浴びせる。

　硬質な音が強く響いて、一瞬、ほかのすべての音を覆おおい隠かくした。

「普通の魔物なら、あれで腕が飛ぶんだがな……」

　ぽつりとベルが呟く。

「グオアッ！」

　短く吠ほえながら、竜は今しがた斬りつけられたばかりの腕で反撃してきた。

　とはいえ、無傷ではない。腕には深く大きい傷が一条入っており、そこからはまるで血しぶきのように、魔物特有の紫色の靄、瘴しよう気きが噴ふき出ている。

　オルカは腕の横よこ薙なぎを潜くぐってかわし、竜の身体に肉薄。片刃の大剣を鋭く振るい、もう一撃を今度は竜の腹部へ叩き込んだ。

　後ろへ吹き飛ぶ、竜の巨体。

　やった！　そんな呑のん気きな感想を抱いだいてしまったのは、早すぎたらしい。

　オルカと距離の空いた竜は、ダメージを感じさせない動きで翼をはためかせ宙へ浮く。それと同時、口からまるで洪こう水ずいのような量と勢いの、放射状の火炎を吐き出した。

　押し寄せた恐ろしい炎の海に、オルカは完全に呑み込まれる。

「ッオルカさん！」

　悲鳴をあげ、なにも考えずに思わず走り出しかけたレンの身体を、ベルが押さえた。

「レン、落ち着け」

「ベルさん！　オルカさんが！」

「落ち着け」

　ベルは左手に握った短剣を一旦消し、手のひらでぽんぽんとこちらの背中を叩く。

「頑がん丈じようにできてんだぜ、うちの姉貴は」

「で、でも、っ!?」

　レンは、続けようとした言葉を切って、驚きよう愕がくに目を剝むく。

　広がっていた炎の海が、その内部から巻き起こった旋せん風ぷうにすべて吹き飛ばされたのだ。

　旋風の中心地は、間違いない、オルカの居たあたりで。

「…………わぁ」

　思わず、レンは息を呑んだ。

　美しさに、頼もしさに、そしてなにより格好よさに。

「なるほど、さすがは竜種ね」

　相手を認める発言をしながらも、彼女は己おのが強者の貫かん禄ろくを、わずかも揺らがせない。

　おそらく、剣の振りと魄技でもって炎を吹き飛ばしたのだろう。剣を振り払った姿勢のまま、無傷のオルカは堂々とその眼で竜を射貫いている。

　なんて、格好いいんだろう。

「しかし、姉貴だって無む尽じん蔵ぞうの魄気があるわけじゃねえ。さっきみたいな攻撃を喰くらい続けるのはまずい」

「あの竜、やっぱり魔物の中でも強い個体なんですか……？」

「姉貴の剣をまともに喰らって生きてんだから、相当なもんだ」

　レンの視界の中、オルカは剣を両手で持ち、正面に構える。対して竜は、傷口から瘴気をこぼれさせながらも、身体に満ちる力はまだまだ十分に見える。

　溢あふれる威い容ようから大きく錯さつ覚かくされるオルカの身体だが、現実的には、竜の巨体から比べるとひどく小さい。

（……怖く、ないのかな）

　たとえば、自分が彼女と同じような戦闘能力を持っていたとして。

　あんな竜を前にして、こんな風に振る舞えるだろうか。考えて、すぐに答えは出る。

　無理だ。

　なんとなく、理解する。

　戦いとは、身体の強さで押し合って、技の鋭さで競い合って、しかし最後には、意志の固さで潰し合う行為なのだ。

「……グルウウウ」

　竜は低く唸りながら、身体に力を溜ためる。

　恐ろしい魔物の、そんな恐ろしい仕し草ぐさを前に、オルカはすこしだけ長く息を吐き、呼吸を整えた。きっと、どちらが強いか明らかにするために。

（あ……）

　そんな場合ではないとわかっていながらも、レンの頭の中には閃ひらめくものがあった。

　それは昨日、なにかが足りないとナーファルに弱音をこぼした、あの曲についてのイメージ。

（今……すこしだけ）

　これまで摑つかめなかったものに、手が掛かったような気がする。オルカの姿を見て、ほんのすこしだけだが、確かに。

　やがて、竜の巨体が弾かれたような勢いで跳び、オルカとの距離を一気に縮める。そこから放ったのは腕での一撃ではない。身体を反転させ、閃かせたのは尾だ。

　その竜の動きと、同じタイミング。

「……〝── ──────〟」

　レンは小さく歌っていた。まだ詞しのついていない、未完成のハミングを。

　ほとんど無意識だ。こぼれてしまった、そうとしか言えない。オルカの姿が、その強さが、あまりに美しくて。

　そして竜の尾が、彼女の身体を叩かんと迫り。




　響いたのは、ドバッという重い音だった。




「っ！　マジか!?」

　ベルが驚愕の声をあげる。レンも、視界の中でなにが起きたかはわかった。

「グウウアアッ!?」

　宙に舞うのは、竜の尾だ。中ほどから斬り飛ばされたそれは、断面から瘴気を噴出させている。

　痛みにか動どう揺ようにか、一瞬、竜の動きが止まる。

　カウンターの一ひと太た刀ちで竜の尾を断ってみせたオルカは、その隙を見逃さなかった。

　まるでベルのような、その場からかき消えたと錯覚させるほどの速さで、竜へ向かって突進。

　尾を振るモーションのせいで、竜は背中をオルカに見せている。オルカはそこを踏みつけて跳躍、片刃の大剣を振り上げる。

　刀身に金色の光が宿った。魄気だ。

「オオオオオオッ！」
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　凜とした声とともに、上から下へ大きく振るわれた刃が、竜の首に吸い込まれる。

　馬ば鹿かみたいに硬いと評判の鱗うろこも、強靱で有名な肉も、その一撃を弾くことはできず──竜の首は、尻尾と同じく、斬り落とされて宙を舞った。

「…………」

　オルカが無言で着地する頃には、竜の巨体はすべて跡あと形かたもなく霧散。大きな魔石がひとつ、地面に落ちて鈍にぶい音を立てた。

「…………か」

「か？」

「かっこ、いい……！」

　こぼしたレンの感想に、隣のベルは笑った。

「はは、そうかい。アタシもそう思うよ。……つっても、いや、さっきのは凄すごすぎたような……」

　彼女がなにか呟いている間に、魔石を拾ったオルカがこちらを振り返り、歩いてやってくる。

「……よう、絶好調じゃねえか姉貴。尾おっぽぶった斬ったのにはビビったぜ、また腕上げたんじゃねえの？　あんなの今まで見たことねえよ」

「……ベルも、そう思う？」

「は？」

「いえ、私も、あの時は異様に力が出たような気がして……」

　自らの手を眺めながら、オルカは不思議そうだった。

「ただ、竜種は相変わらず厄介ね。鱗も肉も硬い」

「でも最後はズバッて斬っちゃってました！　すごいです！」

　思わず会話に口を挟はさむと、オルカはどうしてか一拍だけ固まった後、スマートに小さく笑う。

「情けないところを見せずにすんだわ」

「格好よかったです！　すごく！」

　オルカにとってはもしかしたら、なんでもない一幕だったのかもしれないが、自分からすればとにかくすごいものを見たという気持ちだ。

「そりゃあお前、格好いいのは当然さ。なにせ、天下の殲せん姫きさまよ」

　その二つ名を口にしたベルに、オルカはため息を吐く。

「やめてちょうだい。そんな大おお仰ぎような呼ばれ方、柄がらじゃないわ」

「あんだよ、いいじゃねえか、脅おどしになりそうな物ぶつ騒そうさで」

「よくないわよ。ていうか、あのねベル。あれは一応、正確には、私たち三人共通の呼び名でもあるのよ。殲姫の三姉妹、って言われ方するでしょう。私が殲姫さまなら、ベルもナーファルもめでたく殲姫さまだわ」

「いやいや～、アタシらなんてオマケですよ～」

　手を横に振って笑うベルに、オルカはもう一度ため息を吐いた。

　そして、この場でなにかに不満を持っているのは、もうひとり居たらしい。

「…………あのー」

「おー、ナーファル。ん、空の魔物、きっちり狩りきったみたいだな、ご苦労ご苦労」

「……がんばりました。がんばって全部倒しました……なのに……レン君も……ベル姉も……私のこと忘れてなかった……？　オルカ姉の方ばっかり見て……」

　言いながら、ナーファルはジトッとした眼でこちらを見る。

　空を見ればたしかに、あれだけいた魔物たちが一いつ掃そうされていた。

「い、いえ、ええと、…………す、すみません」

　ナーファルのことを忘れていたわけではないのだが、いかんせん、竜とオルカに意識が行っていたのは間違いない。申し訳ない。

「いや～、竜が出たんならそっちの方を見ちまうよ。ほら、危険度的に。火球なんかもあるからな。極きわめて合理的な判断だ」

「レン君は謝ったので許します……ベル姉はだめ……」

「悪かった悪かった。今日の飯、なんか一品やるよ」

「むー……」

　苦笑でなだめるベルに、唇を尖とがらせるナーファル。背丈はナーファルの方がずっと高いが、こういった様子を見ていると、ベルが姉でナーファルが妹というのを実感する。

　そんなふたりを微笑ほほえましそうな顔で見守っているオルカが、やはり長女なのだということも。

　なんとなくオルカの方に視線を向けていると、彼女もこちらをチラリと見た。そして、なぜか眼を軽く見開く。

「……っ、レン君、それ」

　彼女はこちらの右ひじのあたりを指さしてきた。見てみると、赤い色彩が肌に滲にじんでいる。擦すりむいていたらしい、気がつかなかった。

「あー……尻もちついた時ですかね」

　竜を見て恐怖で腰が抜けた時、そういえば、身体の右側から地面へ崩くずれたような気もする。あまり覚えていないが。

（……あ、痛くなってきた）

　今更になって、ジンジンとした不快な感覚が広がっていく。

「大丈夫です。楽器を弾ひくのに影響はなさそうですし。放っておけばそのうち治ります」

「駄目よ。私たちだったらいいけれど、痛いでしょう」

「結構、深く削けずれちまってるな。放っておくのはナシだ」

　こちらの言葉をオルカとベルは揃って却下した。すると、今度はナーファルが傷口を診みてくれる。

「あー……痛そう……。うん……じゃあ……レン君……そこを動かないでね」

「え？　……え？」

　ナーファルは至近距離、こちらへ向かって弓を構えた。光り輝く矢も番えられている。

　彼女の矢の威力は、今日、はっきり目まの当あたりにした。魔物たちを次々屠ほふるそれに射貫かれたら、自分なんて一発でお終いだろう。

　普通に考えれば、今の状況は恐ろしいものだ。

「はい、わかりました」

　だが、レンは身体の力を完全に抜いて、指示通り、その場で動かないようにした。ナーファルの矢が自分を傷つけるイメージを、わずかも持てなかったからだ。

　弓弦が鳴り、矢が放たれる。それはレンの右腕、傷口のところへ突き刺さった。

「うわあ……」

　痛みはまったくない……どころか、擦り傷がみるみるうちに治っていく。

　傷が完全になくなるのと、矢が姿を消すのは同時だった。

「すごい……ありがとうございます！」

「いいえ～……」

　ナーファルは笑顔でフリフリと手を振った。

「そうか、そういえばオルカさんが、傷を癒やしたりする魄技もあるって」

「うん……そう……。ちょっとした切り傷擦り傷くらいだけど……私が治せるのは……」

　ナーファルはそう言うが、レンからすれば十二分にすごい技だ。

「さ……治ったなら……そろそろ街に帰りましょ～……」

　ぎゅっと、ナーファルがこちらの手を握った。温かく優しい感触に、どこか安心する。

　一行はまた、街に向かって歩き出した。日が落ちるまでには着くだろう。

（って、……そうだそうだ！）

　結局、まだオルカを祭りに誘えていない。

（唐突だよなー……でも、でもなあ）

　そんなことを言っていたら、一生誘えない気がする。そうしたら、オルカとはずっと距離の縮まらないまま、うまく話せないままになるような気もする。

　オルカとベルが並んで歩き、その後ろをナーファルとレンで歩いている。ナーファルの手は、こちらのそれを柔らかく包んだままだ。

　せっかく彼女にこうしてお膳ぜん立だてしてもらったのに、この体ていたらくで良いわけがない。

「……っあの！　オルカさん！」

　意を決して、レンは言ってしまうことにした。

「なに？」

　振り返ったオルカは、赤い夕焼けの景色をバックに、美しい金の髪を揺らしている。まるで絵画のような、非現実的な美しさ。

　気後れしそうな自分を奮ふるい立たたせ、レンは願いを口にした。

「そのっ、こ、今度のお祭り──」
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「あと十五日、あと十五日……。…………あと十五日」

　永遠の向こう側ほどに遠いようにも、まばたきひとつしたらすぐにやってきてしまうほど近いようにも思える。

「……お祭りまで、あと十五日」

　誰だれにともなく、ただ呟つぶやく。オルカはとにかく落ち着かなかった。

　いつも通り、街南端の見張り台の下で剣の鍛たん錬れんをしていたのだが、身が入らない。剣を振ふる手を止めて、もう随ずい分ぶん経たつ。

　ここ最近はずっとこんな感じだ。

　数日前、妹たちと魔物を狩かりに外へ出ようとしたら、レンが一緒に行きたいと付いてきてくれて。

　ことは、その外出の最後あたりで起きた。

『今度のお祭り、僕と一緒に回りませんか！』

　一日いろいろあった気がするのだが、帰り際の彼のそんな言葉で、他の記憶なんてほとんど飛んだ。

（もしかして、………………私、もうすぐ死ぬのかしら）

　だって、あまりに都合が良すぎるというか、幸せなことが自動的に上から降ってくるようというか。

　あとすこしの命だから残りの運勢をすべて使っている、とかでない限り、説明がつかない気がする。

「え～……！　いや、ほんとになんでええええ……？」

　地面に突つき刺さした大剣へ体重をぐでっと掛かけて、ひとり、オルカは唸うなる。

　なんで、なんて言うが、誰かに問いかけたわけではない。ナーファルは見み張はり台の上で、ベルは外の見回りに行っている。

（なんでだろ……ほんとのほんとに、なんでレン君が私をお祭りに……）

　本人に聞きに行けばいいだろ、なんてベルなら呆あきれそうだけれど、そんな度胸はオルカにはない。

　去年もすこし見回ったので知っているが、この街の祭りは楽しいものだ。たくさんの出店からとりどりの料理と酒が振ふる舞まわれ、人々は騒さわいではしゃぎ、歌って踊る。

　親しい者同士で回るのが当然の、そういうお祭りなのだ。

　ベルやナーファルが誘さそわれるのならよくわかる。この前の様子からしてもわかるように、ふたりはレンととても仲が良いのだから。

　だが、自分は違う。相変わらず変に気取ったまま、世間話のひとつもできない。ベルが気を利きかせてくれて、魄はく技ぎの説明はしてあげられたけれど、その程度だ。

　親しい間あいだ柄がらとは、遠い。

「…………あれかな、魔ま物もの狩がりを接待してこいって言われているとか」

　この街はそういう露ろ骨こつなことはやってこないところなので、考えにくくはある。が、それくらいしか可能性を思いつかないのも事実。

　もしそうだったら悪いなあと思う。

　自分なんかと回るより、気心の知れた他の人と楽しく過すごしたいだろうに。

（あと、レン君への答え方、冷たい感じになってなかったかな……）

　突然のことに頭が煮に立たっていたので、どう答えたのかなんてほとんど覚えていない。

　たしか、たぶん、「……そういうのも楽しいかもね、いいわよ」とか言ったような。とにかく、断らなかった、オーケーを返した。それはたしかなはずだ。

　ただ、またぞろ、冷ややかな言い方をしてレンを傷つけはしなかったろうか。心配だ。

「うううううううううん…………あ」

（そう言えば、お昼食べてなかった）

　もんもんと悩なやんでいても、腹は減る。人間はそうなっているのだ。

「ナーファル～！　お昼どうする～？」

「ん～……」

「あれ？　あなたそれ、なに食べてるの？」

　こちらの声に反応し、見張り台の上からひょいっと顔を出したナーファルは、手に持ったパンをパクついていた。

「なにって……さっきベル姉が買ってきてくれたやつ……」

「え!?　私のは!?」

「あのね……ベル姉は……何回もオルカ姉に話しかけてたよ……。ぼーっとなにか考えて反応しなかったのはオルカ姉の方……」

「え、あ、あー……」

　覚えがない。まったく気がつかなかったらしい。

「そんなわけで……オルカ姉の分はベル姉が食べてしまいました……。あれはオルカ姉が悪いと思います……」

「私もそう思います……。えと、じゃあ、ちょっとなにか買ってきちゃうわね……」

「いってらっしゃ～い……」

　剣を消し、妹に軽く手を振って、オルカは街の中心部に向かって歩き出す。そこにある広場のようなエリアが、買い物をするには一番いいのだ。

　妹たちには迷惑を掛けていると思う。

　レンが絡からむと挙きよ動どうがおかしくなる自覚はあるのだが、どうにも治せない。

　それに、ふたりはあれこれと、レンと自分が話す機会を作ってくれようとする。正直とてもありがたくて、だからやっぱり情けない。

　もっとしっかりしなければ。自分は長女なんだから。

（……うわ）

　と、そんなことを考えながら歩いていると、視線の先に嫌なものを見つけてしまった。

「あ？　んだ、三姉妹の一番上か」

「よお、きっちり仕事やってるかあ？」

　ひげ面づらと禿とく頭とう、魔物狩りの男だ。相変わらず、身体からだも態度も大きい。

「駄だ目めじゃねえか、ちゃあんと外の様子見張ってねえと！　だっはっはっはっは！」

「それがしょっぼいとは言えよお、てめえらにもできる仕事なんだからよお～！」

「……はあ」

　ため息を吐ついてからひとつ睨にらんでやると、ふたりは「う……」と、一瞬息を呑のんだ。この前、酒場で脅おどしつけてやった時の記憶でも蘇よみがえったのだろう。

　だが、今日のふたりはここで終わらなかった。

「っい、いいか！　せいぜいしっかり働けよ！」

「俺たちへの感謝の気持ちを忘れずにな！」

　彼らがいやに強気な理由はもちろんわかっている。それは、彼らが今日は彼らだけではないからだ。

　この場には、もうひとりの人間がいる。




「お前ら、よせ」




　そう言ったのは、頰ほおに一ひと筋すじ、刀傷の入った男。鋭するどい目つきが声の冷たさによく似に合あっている。

　ひげ面と禿頭、ふたりの後ろにいる彼は、無表情を崩くずさないまま続ける。

「出で来き損そこないのまがい物などにかまうな。粗そ悪あく品ひんと思えば腹も立つまい」

　男の声に、わかりやすい侮ぶ蔑べつの色は乗っていない。当たり前のことを当たり前のように言っているだけ、そんな声音だ。

「そっすね、隊長！」

「いやあおっしゃる通りで！」

　ヘッヘッヘと、ひげ面と禿頭は底の薄そうな笑いでお追つい従しようを言う。

　隊長と呼ばれた刀傷の男は、部下の言葉に鷹おう揚ように頷うなずく。オルカとは目すら合わせない。

　その権けん高だかに出た態度は、こちらを恐おそれているから……などではもちろんない。自分が圧倒的強者であるという自覚に基もとづいた、まっとうな驕おごりによるものである。

（まあ、私より強いということについては異論ないけど）

　この刀傷の男と戦えば、おそらく自分はまともに一いち撃げき入れることすら叶かなわないだろう。

「俺たちの、いや、誰より隊長の──【祝しゆく福ふく持もち】のお時間を！　こんなヤツ相手に使うわけにゃあいきませんよね！」

「そうそう！　【祝福持ち】はまさに、この国の宝ですから！」

【祝福持ち】。それは、魔物狩りの中でもとりわけ特別な者たちを指す言葉だ。

　魔物狩りが【うたうたい】の加か護ごを授さずかるためには、歌を聴きかせてもらわなければならない。当然、それには【うたうたい】がその場にいる必要がある。

　しかし、【祝福持ち】だけはその限りではない。彼らは【うたうたい】から格別の寵ちよう愛あいを受けた存在であり、その魄武器レーゴラに【うたうたい】の歌が染しみ込こんでいるのだ。

　宿っている、と言ってもいいだろう。

　ゆえに、【うたうたい】がその場にいなくとも、彼らはいつでも自由に【うたうたい】の歌を響ひびかせ、自身を強化することができる。

　一応、【うたうたい】の歌を直接聴いている時よりは強化の度ど合あいは小さいらしいが、そんなものはこちらからすれば些さ細さいな違いだ。

「カムシン・グランダムといえば、この国の誇ほこる勇士ですよ！」

　禿頭の男が言ったそれが、刀傷の男の名だ。禿頭の男はまだ続ける。

「この街のヤツらはど～も、このあり得ねえありがたさをわかってねえ！　酒も食いモンも、大したことねえのばかりを寄よ越こしやがる」

「元より期待してはいないがな、こんな田舎いなか街まち。早く王都に帰りたいものだ」

　つまらなそうに吐はき捨すてて、カムシンは自身の頰、そこにある刀傷を撫なでた。

「行くぞ」

「ういっす！」

「了解です！」

　三人は連れ立って、どこかへ歩いて行った。いつも街の北端にある見張り台の上で、まともに見張りなどせずに酒を飲んでいるらしい彼らだが、時とき折おりこうして街をぶらつく。

　住民の店や家を巡めぐって、酒や食べ物を強ゆ請すっているのだ。十分な給金が街から出ているというのに。

（ゴミどもが）

　胸中でそう吐き捨てるが、次の瞬しゆん間かんには、頭の中から彼らのことは消し去った。不快でしかないからだ。

　さあ、なにを食べようか。考えながらオルカも歩みを再開する。

　ほどなくしてたどり着いた街の広場は、活気にあふれていた。祭りのための出店がもういくつか表に出ていて、準備や飾り付けが行われている。

　今度の祭りは二百年の区切りで、特に盛せい大だいにやるらしい。

　そんな住民たちを横目に見ながら、馴な染じみの店へと向かった。手軽に食べられるパンが名物で、オルカのお気に入りのひとつだ。

「あれ？」

　しかし、着いてみると、店の様子がおかしかった。いつも開け放たれている扉は閉まり、窓から覗のぞける店内はガランとして、誰もいない。

　と、扉に貼はられた紙に気づく。そこには『祭りの準備のため、隣となり街まちへ買い出しに行っています。悪あしからず』とあった。

「えー……」

　視線を周囲へ巡らせてみると、他の店も軒のき並なみ扉が閉まっていた。

（え、もしかして、今日はどこもお休み……？）

　詳くわしい理由はわからないが、ひどくタイミングの悪いときに来てしまったらしい。沈しずんだ気持ちでお腹なかをさする。空腹がわりと限界だ。

　立たち尽つくしていると、掛かったのは意外な声だった。

「……ん、三姉妹の。どうした。……さては、飯を食いそびれたか」

「マスターさん」

　こちらに向かって歩いてきたのは、レンの働く酒場のマスターだった。両手に荷物を抱かかえている。食材だろうか。

「ちょうどそろそろ、隣街の市場で大売り出しが始まる頃だ。俺は行かなかったが、他のヤツらは大たい抵てい、こぞって買い出しに行っているぞ。この街で店を出している人間は、祭りのために入いり用ようのものが多いからな」

「う、……そうだったんですね」

「もう少し早く来れば、それでもまだ開いている店はあったんだが」

　おそらく、ベルはそこで昼食を調達したのだろう。

（ど、どうしよう……）

　寝ね床どことして貸してもらっている宿に自分たちの荷物はあるが、わざわざ食料なんて置いていない。打つ手なしだ。

　自分はあまり感情が顔に出るタイプではないと思っているのだが、酒場のマスターはこちらの事情を察さつしたらしい。ひとつ鼻を鳴ならし、彼は言った。

「……ふん、来い。まかないでいいのなら、うちで出してやる」

「え、でも……」

「魔物狩りに空腹のままでいられたら、この街の防衛力が下がる」

　そう言われてしまうと、なかなか遠えん慮りよの言葉が出てこない。そもそも、とてもありがたい申し出だ。

「……その、すみません」

　結局、オルカはお言葉に甘えることにした。







「美お味いしい……。これ、本当にまかないですか？」

「そうだ」

　野菜と兎うさぎ肉にくの入ったスープに、パンがつけ込んである。温かく、すこし甘く、ホッとする味だ。加えてサラダまで出してもらっている。

「レン君は、いつもこういうものを？」

「ああ」

　そう聞くと、なんだか美味しさがさらに増したような気もする。我ながらなんて気持ち悪いんだろう、犯罪にはならないレベルで抑おさえておきたい。

　オルカのついたテーブルへ料理を出してくれたマスターは、今は厨ちゆう房ぼうの中で食材の下ごしらえをしている。トントントンと、包ほう丁ちようを落とす小気味のいい音が聞こえてくる。

　いつもの酒場、その店内にはオルカと店主以外誰もいない。

　他のお客がいない状況も、窓から昼間の光が差し込む光景も、人で賑にぎわった夜の姿すがたしか知らないオルカにとっては新鮮だ。

「……この前は、世話になったな」

「え？　ああ、レン君ですか？」

「そうだ。邪魔だっただろう、仕事に付いてきて」

「いえ、そんな」

　邪魔どころかこっちは内心ウッキウキでした、とは口に出せない。代かわりに、違う想いの方を伝える。

「彼の創作に、なにか役立ったなら嬉うれしいです」

「……ふん、まあ、いろいろ作っているようだ」

　マスターの声音は、そっけないように聞こえる。

（たしか、捨て子だったレン君を拾ひろって育てたんだって話だけど）

　子どもに対するような情を持っているわけではなさそう、だろうか。部外者の自分がくちばしを突っ込むことでもないのは承しよう知ちだが、すこし気になる。

「レン君、旅に出るつもりらしいですね」

「そのようだ」

「いいんですか？」

「ひとりで歩けるようになったのなら、さっさと出ていってほしいものだな」

　声も言葉も、乾かん燥そうした手て触ざわり。やはり、親としての情のようなものは感じられない。

（レン君も、そういう関係じゃないって言ってたな）

　マスターのことは慕したっているようだったので、あれは遠慮から来る言葉だろう。育てててもらっただけで御おんの字じ、子ども面づらなんてしてはいけない……といったような。

「ところで、ずいぶん危険な魔物が出たと聞いたが」

「ええ、竜りゆう種しゆが。めずらしいですね、あんなに街と近いところで出るのは」

「最近、魔物そのものの出現率が上がっているとも聞く」

「協会からもそういった報告が来ていますし、私たちの肌感覚でもそんな気はします。街の外に出る際は、くれぐれもお気をつけて」

「そうしよう」

　実際、竜種があんなところに出るのは本当にめずらしい。その原因がわかるほど、人類の魔物に対する分ぶん析せきは進んでいないが、平常の事態でないことはたしかだ。

「君たち三姉妹には、つくづく、どれだけ感謝をしても足りないな。もしそのまま竜が来ていたら、この街は壊かい滅めつしていただろう」

「それが私たちの仕事ですので」

「ここを仕事場に選んでくれたことへの感謝だ」

「……いざとなれば、さすがに男性の魔物狩りも動きますよ。私なんかよりもよほど頼りになるはずです」

　オルカがそう言うと、厨房から響いていた包丁の音が止まった。

「どうだかな」

　その声は、不思議なほど静かな音色だった。

「男の魔物狩りなんて、信頼できたものじゃない。もちろん、それに値あたいする立派な者もいるが、驚くほどのクズもいる。信じない方がいい」

　痛つう烈れつな言葉だ。もちろん頭に思い浮かぶのは、この街に来ている三人の男たち。ついさっきも、その人間性の低さを見せつけてくれた。

「その発言、見つかったら咎とがめられますよ」

　特権的な地位にある男性の魔物狩りへの侮ぶ辱じよく的てきな発言は、この国では──というより世界の大体の国において──犯罪行為だ。

「彼らはたしかにクズですが、一応、戦う者として矜きよう持じはある……かもしれません」

「そちらの言いい様ざまも危ないな」

「あら、不注意でした」

　微笑ほほえむと、マスターもほんのわずかだが口元を吊つり上あげた。

「ごちそうさま。お代を」

「適当に置いておけ。まかないに値段などついていない」

　そう言われると難しい。すこし悩んで、いつも夜に頼む料理と同じだけ置いておく。

　すると店から出る間ま際ぎわ、マスターは「多すぎる」と言って、果物をひとつ放って寄よ越こしてくれた。





　　　　◇◆◇






「調味料、買ってきました～！　ここに置いておきます！」

「おう、ありがとな！」

　祭りまで、ついにあと三日。夕暮れに染まる街の広場で、レンも忙せわしなく走り回っている。

　今は、旅の商隊キヤラバンから買ってきた頼まれものを、普段は農夫をやっている男性に届けたところだ。自じ慢まんの作物でできた料理を売るらしい彼は、仮設した出店屋台の中で、なにかを煮込んだ鍋なべと格かく闘とうしている。

「悪いな、助かったぜ」

「いえいえ」

　どこの店の誰だとかは、もうこの時期になると関係なくなってきて、街の住民全体での共同作業となる。だからレンも、できる限り、自分が働いている酒場以外の店の準備も手伝ったりしていた。

　街全体で盛り上げて、街全体で楽しむ。そういう催もよおしなのだ。

「いよおおおおし、今年の最優秀賞は俺がいただきだぜえ……！」

「楽しみにしています。でも、うちの店も負けませんよ」

「毎年のチャンピオンだもんな～、そっちのマスターの料理はさあ～」

　男性は、苦笑しながら自らの額ひたいをペチンと叩たたいた。

「そうだそうだ、レン、この試作品食っていけよ！　うまいぞ～！」

「え、いいんですか！　やった！」

　男性は鍋からスープと具をすくい、木の器うつわによそって出してくれる。

　ありがたく受け取って口をつけると、芋いもの濃厚な甘みが舌に広がる一品だった。疲れた身体には、これでもかというくらいに染みる。

「美味しい……」

「そうだろうそうだろう！　俺も飲もう。……ん！　うまい！　よーしよしよし、どうだ、そっちの店に勝てそうか？」

「それは、僕の口からは」

「な～んだよ～」

「言えないですよ～」

　エッヘッヘッヘと、ふたりして笑いながらスープを飲む。

　このスープに限らず、あちこちで試作の料理が作られているようだった。美味しそうな匂においが漂ただよっている。

　慌あわただしく準備を進める人々の姿は、しかし、どこか楽しげで。あれこれアイデアを言い合う声にも熱がこもっている。そんな街を抜けていく風は、すこし冷たくはあるが柔やわらかかった。

　この街に包まれている、そう感じる。自分は、ここに育ててもらったのだ。

（……さみしいな）

　抑えきれない衝しよう動どうに従したがって、自分はいずれここを出て行く。勝手な言い様だけど、それはやはりさみしいことだった。

　差し込む夕暮れの赤がなんとなく、そんな気持ちに拍はく車しやをかける。

「……よし、レン、ちょっと付き合え」

　ちょうどスープを堪たん能のうし終わったタイミングで、農夫の男性がそう言った。言うが早いか、彼は出店屋台の中から出てきて、こちらの背中を押しつつ歩き始める。

「はい、なにかお仕事ですか？」

「ん～、まあまあまあ、仕事というか、まあ」

「……？」

　彼に促うながされるままたどり着いたのは、広場の中央だった。

　そこには出店と同じように仮設された、木組みのステージができている。かなり立派なもので、毎年のこととは言え、完成させるのは一苦労。

　ようやく組み上がったのは昨日だ。

「おお～い、連れてきたぜ」

「やあ、レン君。来たね」「お、主役の登場だ！」「待ってたぞ～！」「ようやく計画をお披ひ露ろ目めできるな」

　その場には何人かの住民たちがいた。全員、酒場の常連だ。

（……？　なんだろ？）

　話が見えてこない。

「どうだい、立派な舞台だろう」

　首をひねっていると、武器屋を営いとなんでいる男性が言った。つい最近、剣を売ってくれた人だ。

「はい、もちろん。儀式をやるのにこれ以上ないと思います」

　この舞台では、土地の神様に街のこれまでの存続を感謝し、これからの繁はん栄えいを願う儀式が執とり行おこなわれる。祭りの中で一番大切なイベントだ。

「うん、もちろん儀式は行う。だけど、今年の祭りは三日間開催なんだ。初めの儀式が一日目、結びの儀式が三日目。間の二日目が空あいている」

「あ、そういえばそうですね。式次第が増えたりするんですか？」

「いいや、この舞台は二日目、別のことに使う。ここでレン君に歌ってもらいたいんだ」

「あーなるほど、…………ん？　なるほど？」

　一拍遅れて理解がやってきた。

「え、僕がここで!?　え!?　いや、だってそんなっ、」

「代表住民の集まりで、賛成大多数、っていうか反対なしでオッケーが出たよ。あとは当のレン君の意向だけだ」

「え、え、え、え、…………ええ？」

　改めて、舞台を見る。何度も、この場所で大切な儀式が行われるのを見てきた。祭りの日、ここは特別な場所なのだ。

　そこに自分が立って、自分の歌を歌う。

「ど、どうして」

　口を衝ついて出た言葉に、レンをここへ連れてきた農夫の男性が答える。

「俺たちが、そうしてもらいたいからだ。……レン、お前、この街を出るんだろう。そう遠くないうちに」

「っ、は、はい」

　喧けん伝でんして回っているわけではないが、隠かくしているわけでもない。すくなくとも酒場の常連客は、みんな知っているはずだ。

「お前はさ、そうするべきだ。ま～心配だ、心配なんだが、お前はきっとそうするべきヤツだ。お前の歌は、こんな片田舎の街だけに収まっているべきじゃない。芸術だのなんだのはよくわからんが、お前の歌のことならわかる」

　ずっと聴いてたんだぜ、こっちは。

　そう言う声は、とても優しかった。

「だけどその前によ、記念にっつうか、景気よく聴かせてもらいてえのよ。せっかくなら、でっけえ舞台の上からな」

　農夫の男性は、その大きな手で舞台の側面をパンパンと叩く。

「音を増幅するための魔ま石せき具ぐは、ばっちり用意してある。張り切っていいヤツ揃そろえ過すぎたかもしれん！　あれを使えば文句なし、お前の歌は街中に響くぜ。最高だろう！」

　ハッハッハッハ、と、ひとしきり大きな声で笑ってから、ふっと声のトーンが落ちた。

「ま、そしたら俺たちもさ。……お前の歌があの店で聴けなくなったあとも、その思い出なんて肴さかなにしてよ、飯食って酒飲めるだろ」

「………………」

　なんて、言えばいいのだろう。

　なにを、言えばいいのだろう。

「ぼ、……僕は」

　こんなにしてもらって、想ってもらって。

「僕は……」

　なにを、返してこられただろう。

　マスターは、遠い街で捨てられていた自分を拾ってくれた。そして旅をしていた彼を、一緒にいた自分ごと、この街は受け入れてくれた。

　男で声こえ鳴ならしをやっている自分の歌だって、馬ば鹿かになんかせず、みんな聴きにきてくれる。マスターと一緒に、この街の人たちみんなが、自分を育ててくれたのだ。

（なのに、なのに…………）

　ちょっと歩けるようになったら、行きたいままにどこかへ旅立つだなんて、あまりに勝手だ。

「ん、おい、おいおいおいおい！　なんで泣く!?　おい！　レン、おい！」

「あらららら泣かした！　泣かしやがったな～！」「あんたの顔が怖こええからだよ、あ～あ～、レン、かわいそうに……」「マスターさんに密告してやろう！」

　ワイワイと賑やかで温かな彼らの前、レンはボロボロとあふれる涙を、どうしても止めることができない。

「レン君、いいんだ、いいんだよ」

　こちらの肩に手を置いて、絵本を読み聞かせるような口調で言うのは、武器屋の店主だった。

「僕たちはね、この街で生まれて、この街で過ごして、この街で死ぬよ。そうしたいとかしたくないとかじゃないんだ。僕たちにとって生きるということは、そういうものなんだ、良くも悪くも。結局は、この土地を離れて生きる術すべなんてない」

「……っ、っ」

　しゃくり上げる自分に、彼は続ける。

「僕たちはそれでいい。それしか知らないし、僕なんかはもうこの歳としになっちゃってるってのもあるから、それしかいらない。でもね、君は違うよ」

「ぼ、ぼくは……っ」

「広い世界を見てきなさい。いろんな素す敵てきが、きっとあるだろうから。僕たちの代わりに、どうか、頼むよ」

　レンはガクンガクンと、首がもげそうな勢いで、必死に頷いた。それしかできなかった。でもその気持ちを伝えたかった。

「それでさ、やっぱり、前にも言ったけど、僕たちはみんなレン君のファンなんだ。どうかな、僕たちのわがまま、叶えてくれないかい」

「──うだいっ、まずっ！」

　拳こぶしをぎゅっと握にぎりしめて、宣言する。

「いぢばんのうだっ！　うだいまず！　いままでで！　いぢばんの！」

　宣せん誓せいする。自分にできる唯ゆい一いつの、それが恩おん返がえしになるのなら。

　命と魂たましいを懸かけて、この身に為なせる一番を。

　必ず。





　　　　◇◆◇






「今日は、店は閉めたままにする。祭りに出す料理をもうすこし仕し上あげたい」

　仕事場兼住居の酒場に帰ると、レンの姿を見るなり、厨房の中からマスターはそう言った。

　この酒場も、祭り期間は特別な料理を振る舞う。毎年出す品は変わるのだが、祭りの終わりに開票される人気投票では、一位を譲ゆずったことがない。

　すべてマスターの力によるものだが、勝手に誇らしい気持ちでいる。マスターの料理は、レンにとって世界一だ。

「お前は自由にしていろ。ただ、飯は食うな。今日の試作品を片付けてもらう」

「わかりました。楽しみにしています」

「ふん、試作品だと言っているだろうが」

　マスターはそう呆れたように返すが、彼の試作品は今までどれも美味しかった。

「じゃあ、僕は外に行ってますね」

　もう日は落ちて、外はすこしだけ肌寒い。だが、店の中にいて邪魔をしたくないし、雇用主のマスターが働いているのに、自分が部屋でのんびりしているのも違うと思う。

　暗いといっても、この季節は星明かりが賑やかだ。わりあい、視界に不自由もしない。

　街から出てすぐの、いつもの森にでも行って、歌の練習をしよう。

「待て」

「はい？」

　扉へ向かい、出て行こうとしていたレンを、マスターは呼び止めた。

「お前、その顔……」

「顔？　…………あ」

　さっき、散々情けなく泣いたばかりだ。目は赤いかもしれないし、目元はきっと腫はれているだろう。

「いえ、あー、えと……これは、なんというか、その……だ、大丈夫なヤツです！」

　家に住まわせ、店で働かせてくれているだけで、御の字どころではない。これ以上、変な心配や面倒は、かけたくなかった。

「本当に全然、大丈夫な感じのアレなので……！　あの、とにかくその、大丈夫です！」

　自分でもなにを言っているのかよくわからないが、とにかくわちゃわちゃと騒いでいると、マスターは息を吐はいた。

「……ふん。まあ、仕事さえきちんとやれば構かまわん」

　そう言って、彼はこちらから視線を切り、厨房で作業を始めた。

「はい、それはもちろん」

　仕事をきちんとできなかったら、自分はここにいてはいけなくなる。

　当たり前のことだが、マスターは親ではない。甘えていい相手ではない。ここに置いて欲しければ、自分はその価値を示し続ける必要があるのだ。

　正直、マスターはそれでも自分みたいな未み熟じゆく者ものを雇やとい続つづけてくれているので、格別に優しいのだとは思うが、それでも、だからこそだ。

　頭を下げてから、レンは店を出た。

　街中を歩き、たどり着いた街壁の門を抜ける。いつも歌や剣の練習をしている小さな森はすぐそこだ。

（そういえば、最近あんまり剣の練習できてないな）

　約束どおり、剣の練習をするのは必ず三姉妹の誰かが見てくれているときだけにしている。そもそも剣自体、彼女たちの手元にある。

（うーん……やっぱり言い出しにくいというか）

　自分のような素人しろうとに教えることは、彼女たち自身にも益えきがあるという話だったが、それでもすこし遠慮してしまう気持ちがあった。ありがた過ぎるが故ゆえにだ。

　今のところ、ベルとナーファルには数回だけ見てもらった。そしてオルカには、まだ一度も頼めていない。

（……こんなんで、お祭りの時に退たい屈くつさせちゃわないかなあ）

　オルカとの距離は、依い然ぜん、空いたまま。

　なのに、魔物との戦いを見せてもらったあの日、帰り際の唐とう突とつな自分の誘いを、なんと彼女は受けてくれたのだ。

　祭りの最終日、レンはオルカと一緒に街を回る。正直、まったく想像ができない。

「……なんで受けてくれたんだろう？」

　誘っておいてそんな疑問を持つのはどうかと思うものの、首を捻ひねらずにはいられない。

　嬉しいけれど、謎なぞが深い。

「うーん……」

　彼女がなにか私的な動機で自分といることを選ぶなんて、まずあり得ないだろう。大人で美人で気品にあふれる彼女のような女性が、自分みたいな子どもといて、得などないはずだ。

　となれば、可能性があるのは仕事関連だろうか。防衛を担になう魔物狩りとして街を見回り様子を確認する必要があって、その際に住民と一緒にいればなにかと便利かもしれないから、とか。

（うん、あるとすればそれだよね）

　そんな感じのような気がする。それだそれだと、レンは自分の考えに自分で頷く。

　だったら、なにか聞かれたときのために、街についての知識を改めて洗い直しておいた方が良さそうだ。せっかく誘いを受けてもらえたのだ、役に立ちたい。

「ふー…………さて」

　オルカとのことについては方ほう針しんが定まった。とにかく今は、ここに来た目的である、歌の練習をしよう。

「ハッ、ハッ、ハッ、アー、アー、アー」

　姿勢を整え、ウォーミングアップに声を出してみる。

　夜の森の中は、ひどく静かだ。自分の出した音はすべて、周囲の闇やみと緑に吸われて消えてしまうような感覚さえある。

　レンは、それが好きだった。

（あの舞台から街中に歌うんだ、……恩返しになるように、頑張るぞ）

　夕方の話をあらためて思い出し、気合いを入れる。

　感謝を伝えよう、そう思う。ありったけの想いを、歌に籠こめよう。

　それしかできないけど、それだけはできる。

　パンパンと自分の頰を両手ではたく。やったるぞと、そんな気分だ。

「よし！」

　いくらかまた発声練習をしてから、夜の冷えた空気を吸い込んで、レンは歌い始めた。







「うう……やり過ぎた……」

　頭がふらふらする。

　どれくらい時間が経ったのか。大量に歌ったし、一曲一曲に力を入れ過ぎた。

　歌うというのは、レンにとっては、とてもエネルギーを使う行為だ。時間や曲数を制限することを覚えるまでは、しょっちゅう気絶していた。

　今の状態は、それにとても近い。

「あー……だめだだめだ」

　息を吐き、頭を振り、近くの大きな木の幹みきに寄りかかる。そのままズルズルと地面へ座り込んだ。強めにまばたきを何度かしてみても、視界がどんどんぼやけていく。

　仕方ない、ここで朝まで眠り込むわけにはいかないが、ほんのちょっとだけ。わずかでも眠れば、頭は多少、マシに働くようになるのだ。

　レンの意識はそのまま曖あい昧まいになっていき、すこしの間、眠りに落ちて──。




「隊長、お話ってなんですかい？　わざわざこんなところで」

「もしかして、ようやくこのクソ田舎から転てん勤きんの辞じ令れいでも？」




「っ！」

　やがて耳に入ってきた音色に驚き、一転、覚かく醒せいした。

（…………魔物狩りの人たち？）

　頭は一応、働くようになっていた。具体的な時間はわからないが、しっかり眠っていたらしい。

　聞こえた声は二人分だったが、ガスガスとしたあまり品のない足音は三人分ある。




「ここら辺でいいか。こんな夜中のこんな森に、まさか街の住民どももいないだろう」




　新たに響いたその声は、魔物狩りたちの隊長格のものだ。やはり三人いたようだ。

　彼らの声がするのは、太い木の幹をはさんで反対側。こちらからあちらの姿は見えないし、あちらからも同様だろう。




「わざわざ森で夜を越している馬鹿はいないでしょう」

「ガッハッハッハ、違いねえ！　で、隊長、さては聞かれちゃまずい話なんですね？」

「ああ」




（…………っ）

　自分が聞いてはいけない話らしい。だから、レンは極力身体を動かさず息をひそめることに決めた。

　聞かれたくない話とこの三人が言うのなら、こちらとしては聞いておいた方がいいような……そう思うからだ。

　そして、それは正しかった。




「連盟から連絡があった、災さい魔ま流りゆうがきている。この街に直ちよく撃げきコースだそうだ」

「…………は？」

「さ、…………災魔流、っすか？」




　う、噓うそでしょう？　と、呟く男の声は震ふるえていた。

　沈ちん黙もくが三人の間に流れる。

（さいまりゅう、さいまりゅう、…………災魔流？）

　聞いたことがあるような気がする。それは、そうだ、たしか……。

「……──っ!!」

　記憶を探ってたどり着き、思わず声をあげそうになった。

（災魔流って……！）

　簡単に言えば、魔物の群むれだ。ただし、ちょっとやそっとの数ではない。

　十ではきかず、百にも収まらず、優に、千を超こえる。

　そんな大量の魔物たちが、なぜかまるで示し合わせたように集まり、一団となって爆進。進路にある街を飲み込み破壊していく、それが災魔流だ。

　海の津つ波なみや火山の溶よう岩がん流りゆうと同じような、圧倒的で抗あらがいようのない天災とされている。




「や、や、や、…………く、国とか連盟はなんて言ってるんすか!?」

「特別対応の大部隊とか、そういうのが編へん成せいされたりとかは!?」




　連盟というのは、国軍に所属することを選ばなかった男性の魔物狩りだけで構成された組織だ。女性の魔物狩りだけででき上がった協会とは、完全に別のもの。両者は連れん携けいもしていないと聞く。

　性質も大きく異ことなり、協会はあくまで互ご助じよ会かい的てきな集まりだが、連盟は命令系統がきちんと存在する、上下関係のはっきりしたところらしい。

　ちなみに、連盟は特権意識が高く秘密主義で、協会にはおろか、国にさえも情報を出だし惜おしむことでよく知られている。




「今回の災魔流は発生が早かったらしく、この街にやって来るまでには、対策部隊の到着はおろか、編成も準備も間に合わんとのことだ」




　隊長の男の声は、不自然なほど、どこか平然としていた。

　レンは、固かた唾ずを飲んで会話の成なり行ゆきを見守る。




「た、隊長！　お、俺たちは、その、まさか…………た、戦ったり、とかは……」

「災魔流って、そんな三人でどうこう……いやいや！　もちろん隊長は無敵の【祝福持ち】ですが、さすがにそれでも……」

「……お前らな」




　隊長の男は、深くため息を吐く。




「俺たち魔物狩りの役割はなんだ？　か弱き民たみ草くさの希望となることだろうが」

「……そ、そうですが」

「でも、その……」

「特に俺は【祝福持ち】だ。責任ある行動をせねばならん」




　どうしてわざわざ言わなければわからんのだ、と、隊長の男は呆れた口調でこぼした。

（……じゃ、じゃあ戦ってくれるんだ…………すごい、さすが【祝福持ち】！）

　正直、部下の男たち同様に、隊長の男も街の住民への態度は横おう柄へいだ。こちらとしてもあまり良い印象は持っていなかった。

　だが、彼は正当な魔物狩りたらんとしてくれるようだった。

（【祝福持ち】なら魔物千体相手でも……勝てる、のかな）

　天下無双の活躍を見せると伝え聞いているが、千体を相手にするのはどうなのだろう。

　ただ、すくなくとも【祝福持ち】が戦ってくれるのなら、街が一方的に蹂じゆう躙りんされるままになることは避さけられるはず。それはとても明るいニュースだ。

　災魔流最大の恐ろしさは、土地への被害にある。大量の魔物に踏ふみ荒あらされると、土地は彼らの放つ瘴しよう気きで汚染される。

　そうなれば、そこはもう、人間の住めるところではなくなってしまうのだ。

　災魔流が来るとわかっていれば他の街へ一時的な避ひ難なんはできるが、帰る先の土地が人の住めないものになってしまっては、その先の生活は成り立たない。

（他の街だって、他よ所そからの避難者をずっと置けるような余裕はないって聞くし……）

　最近は、どこも魔物災害で苦しいらしい。長い目で見れば人口増加は好ましいのだろうが、そんな視点を持つ余裕がないのだ。




「民草の希望……ですか……」

「せ、責任ある、行動……」

「そうだ」




　部下に答える【祝福持ち】の男の声は、迷いがない。

　レンの胸には希望が灯ともって──。




「民草の希望たる俺に、国の宝たる俺に、もしものことがあってはならないだろう」




（……え？）

　口から声を漏もらさずにおけたのは、自分でも驚く。

　それくらい、その言葉は意味がわからなかった。




「それが【祝福持ち】の持つ責任というものだ。たかが田舎街ひとつの為ために、俺が俺を危険に曝さらしていいわけがない」




　淡々と、すでに決定したことを言う口調。

（……なにを、言って）

　レンには理解できない。

　だが、【祝福持ち】の男は、やがて決定的な言葉を口にした。




「災魔流の対処はしない。それが来る前にここを抜け出すぞ」




（……っ!?）

　レンの全身の血は沸ふつ騰とうしそうでもあり、同時に凍こおりつくようでもあった。




「…………い、……いや～！　なるほどなるほど！　ガッハッハッハ！　さすが隊長！」

「ええもちろん！　そうしましょう！　おっしゃることはすべて正しい！」




　一転して嬉しそうに騒ぐ部下の男たち。手を叩いて笑っている。




「こんな街ひとつのために、隊長が御おん身みを危険に曝すわけにゃあ参りませんよね！」

「勇ゆう敢かんなご決断です！　ご英断です！」

「おう。当たり前だ」




　衝動に任せて飛び出さないよう、レンは死ぬ気で自制する。今ここでそうしてしまったら、始末されるのは目に見えている。自分も終わるし、街のみんなに危機を伝えることもできなくなる。

　ぎゅうっと自分の腕に爪を立てて、必死にこらえる。




「しかし、後々、国や連盟がなにか言ってくるんじゃあ」

「敵前逃亡って判断されるとか……いえいえもちろん、事実はまったく違いますが、誤解されるかもしれないという話です」

「問題ない。国はうるさく言うだろうが、連盟は俺の判断を支持する。【祝福持ち】は、のみならず男の魔物狩りは、損そこなうべきではない至宝なのだ。無駄死にさせるのなら相応の廉れん価か品ひんがある。消しよう耗もう品ひんと言ったほうがいいか？　この街にもいるだろう」




　部下ふたりは隊長のそんな言葉に、大声で笑った。

　廉価品、消耗品、それがどんな人たちを指しているかはわかる。

「────」

　ここから飛びかかって行って、殺されたっていいから、いま笑っている連中を殴なぐってやりたい気持ちがレンの中で暴れている。

　爪を立てる腕から、血がにじんだ。




「所しよ詮せんは互助会に過ぎん女どもの協会や、人手不足の国軍は、まだこの情報を摑つかめていないはずだ。もちろん、俺たちがわざわざ教えてやることはない。伏ふせておく。理由はわかるな？」

「こんな田舎街は、こういう事態が起きた時のためにあるんすもんねえ。災魔流が首都や主要都市に到達する前の、足止めとして」

「言わば人間でできた防壁、生いけ贄にえっすね。なんならそれで満足して、災魔流の進行も止まるかもしれない」




　隊長の男は、「そうだ。ゆえに、事態を知られて逃げてもらうわけにはいかん」と、まったく普通のことを言うような口調で、部下の見解を補足した。




「まあ、あの三姉妹だけは一応、魔物の姿に気づいてからでも、街の一般人どもと違って逃げるくらいはできるだろうが」

「いやあ隊長、どうですかねえ。街のヤツらと仲良しこよしやってるアイツらが、見捨てて逃げられますかねえ」

「バカだから心中を選ぶかもしれないっすね！　……いい気味だぜ。目め障ざわりだったんだよ、殲せん姫きだなんだ、女の分際で調子に乗って」




　吐き捨てる男の声は、レンが今までの人生で聞いてきたさまざまな音の中でも、飛び抜けて汚けがらわしかった。




「それで隊長、いつなんですか？　災魔流がここに届くのは」

「祭りの二日目、その日が暮れる頃になるという話だ。腕利きからの情報だからな、信頼できる。間違いないだろう」




　祭りの二日目、今から四日後だ。

　四日後には、このままいけばこの街は、人の住めない場所になる。




「極力怪しまれないよう、前日の深夜に出るぞ。なに、どうせ祭りのことで住民どもは頭がいっぱいだ、気づかれんさ。……万が一誰かに気づかれた時は」

「ええ、わかってます」

「どうせすぐに全員死ぬんだ、誤差っすよね」




　そして、男たちはやがて森から出て行った。

　最後には「なるべく酒をもらっておいてやろう、この街に残しておいても無駄になる」とはしゃいでいた。

「…………」

　彼らの足音が聞こえなくなって、その後に何度も何度も深呼吸をしてから、レンはようやく身を隠していた木の幹から離れた。

　男たちの姿は、もう森のどこにもない。

　すべて夢だったんじゃないのか、そう思ってしまう。自分はうたた寝をしていて、悪い夢を見て、今、起きたんじゃないのか。

「………………違う」

　自分の腕を見る。深い爪つめ痕あとが刻きざまれ、血が滴したたっている。

　現実だ。

　今のことも、そして、これから起こることも。

「～～っ、みんなに知らせなきゃ！」

　ダッと駆かけ出だし、森を抜け、街の門まですぐにたどり着く。

　片かたっ端ぱしから触ふれ回まわるべきか？　いや、それがバレたら最悪、魔物狩りの男たちに「どうせ魔物に殺されるのだから同じだろう」と、住民みんな直接始末されかねない。

　アイツらならやる、もうそれがわかる。

（やっぱり最初はマスターに）

　一番頼りになるのは、誰よりその人だった。甘えちゃいけないと思っていても。

（それから、みんなで相談して──……………………相談、して）

　ピタリと、レンの足は止まった。

　相談して？

　相談して、それでどうなる？　だって……。

「あ……」

　街の門につけられた、お祭り飾りが目に入る。

「あ、………………あ」

　馬鹿みたいに息がこぼれ、頭の中には自分じゃない人の声が鳴った。




『僕たちはね、この街で生まれて、この街で過ごして、この街で死ぬよ』




「～～っ！」

　それはまさに、今日聞いた言葉だった。

『そうしたいとかしたくないとかじゃないんだ。僕たちにとって生きるということは、そういうものなんだ、良くも悪くも』

　だが、そんな考えは、今日はじめて知ったわけじゃない。ずっと前からわかっていた。

　この街で生きる彼らの過ごし方が、歩き方が、笑い方が、星の眺ながめ方やお酒の飲み方だってそう、些さ細さいなことまでありとあらゆるすべての光景が、レンに教えていた。

　疑うべくもない、それが彼らの生き方なのだと。

「…………」

　ふらふらと、レンの身体は動いていく。門を抜け、通りを歩く。祭りの準備をしているのか、家々からは賑やかな声が聞こえてくる。

（……問題は、生き方の話だけでもない）

『結局は、この土地を離れて生きる術なんてない』

　やはり今日聞いたその言葉通り、この街を失って生きていくことは、現実的には難しい。だったら、そもそもここから逃げたって、意味はないのではないか。

　いや、それでも残って魔物に殺されるくらいなら、わずかでも可能性がある方に賭かけるべき？　しかし、だから、その選択を、この街と生きるこの街の人たちは採とらなくて。

「………………あぁ」

　グルグルと思考を回しながら、いつの間にかレンがいたのは広場だ。

　中央に大きな舞台がある。儀式のための立派なそれは、祭りの三日間のうち一日だけは、自分が乗ることを許してくれるらしい。

　ぼうっと眺める。

『ここでレン君に歌ってもらいたいんだ』

『俺たちが、そうしてもらいたいからだ』

　そう言ってもらったあの時の気持ちは、鮮明なまま胸のうちにある。

　なにを返してこられたのか。あの時、そう思った。

　歌える限りの歌を歌うんだ。あの時、そう思った。

　この街の人たちとこの街そのものに、そうやって、恩を返すのだと誓ちかった。

「…………」

　誓ったのだ。自分は、そう、誓ったのだ。

　心の中でもう一度、その気持ちが変わっていないことを確認する。

　すると、頭が一瞬の間にいろいろな要素を並べ出し、比較し繋つなげて混ぜ合わせ、硬かたく鋭いひとつの考えを出した。

　穴はあるかもしれないが、不思議とうまくいく自信があった。自分にしかできないという自じ負ふも、自分がやらなければならないという勝手な自覚も。

　襲ってくるたくさんの感情を受け止めながら、レンは長く目をつむる。

　ずいぶん経って、もう一度まぶたを開いたその時には、心と指先は冷たかった。

「ん、レン君？」

「あん？　お、ほんとだ。お～い、レン！」

「どうしたの……？　こんな時間にそんなところで……」

　声に振り向くと、宵よい闇やみの中でも金の髪が美しい、見み慣なれた三姉妹が広場の前を通りがかっていた。

　彼女たちの姿を目にしても、決めた覚悟は揺ゆらがなかった。

　代わりに、キリキリと頭が回り出す。言うべき言葉を吐き出すために。

「その舞台になにかあんのか？　いやあ、立派に作るもんだよなあ」

　感心したように言うベルを先頭に、三姉妹はこちらへ歩いてくる。

「ええ、大事な儀式に使うものですから。でも、今年はそれだけじゃないんです」

　レンがそう言うと、「なにか他のこともやるの……？」とナーファルが首を傾かしげた。

「はい。僕、お祭りの二日目、ここに立って歌わせてもらえることになったんです」

「……レン君が？」

　相変わらずクールな表情のオルカに頷くと、ベルとナーファルが「おおー！」と歓声を上げてくれた。ベルはそのまま、バシバシとこちらの肩を叩く。

「なんだなんだ、いいじゃねえか！　楽しみにしてるぜ！」

「ありがとうございます。…………ただ」

　レンはそこで、困った顔と声を作った。

「せっかくだから、魔石具を使っていろんな演出とかやってみたいんですけど、手に入れられるかどうかが……。なにぶん、やっぱりお祭り期間なのでバタバタしてますし、買いに行く時間も」

「なんだ……そんなこと……。それなら私たちに任せて……」

　胸に手を当て、ナーファルがにこりと笑う。

「隣街にだって……その隣街にだって……買い付けに行ってあげる……」

　その申し出は、いつもだったら遠慮をしている。街を守ってくれている彼女たちにそんな雑事、頼んでいいはずがない。

　だけど。

「…………ごめんなさい。ほんとうに申し訳ないんですけど、……お願いしちゃうかもしれなくて、……い、いいですか？　どうしても成功させたくて……！」

　パン、と両手を合わせてレンは拝おがんだ。

「恩返しなんです、街の人たちへの……！　やれるだけのことは全部やりたくて……！」

「ほ～、なるほど、気合い入れてんのな。いいぜ、必要になったらいつでも声かけろよ。そこらの運び屋よりよっぽど高速でやってやるさ」

「ありがとうございます……！　助かります！」

　頭を下げると、ベルはぐしゃぐしゃとこちらの頭を撫でた。荒っぽいが優しい彼女の手のひらの感触に、思わず、本当の言葉が溢あふれそうになる。慌てて堪こらえた。

「舞台のことはとても素敵だけど、大変そうね。三日目の約束はなかったことにした方がいいかしら？　疲れているところを連れ回すのも悪いわ」

　オルカのその言葉に、レンは意志を総動員して声の揺れを抑えながら、答える。

「いえ、僕もとても楽しみにしていますので！　ご迷惑でなければぜひ！」

　気持ちは真実だけど、それはもう実現しないことだ。罪悪感は口の中で苦く、どっしりと腹に重い。

「迷惑なんてことないわ。レン君が大丈夫なら構わないから。…………楽しみにしてる」

「はいっ」

（ごめんなさい）

　声には出さず心の中でだけ、レンはオルカに、ベルにナーファルにそう言った。

（いろんなこと、ありがとうございました）

　伝えたいけれど、そうするわけにはいかない。

「えっとそれじゃあ、僕、そろそろ帰りますね」

「ええ、おやすみなさい」

「張り切るのもいいが、ちゃんと寝ろよ～！」

「楽しみに……してるね……！」

　彼女たちへ手を振り背を向け、歩き出しながら、レンは三人の幸せを祈った。とても優しく温かく、素敵な人たちの幸せを。

　自分はもう、彼女たちの前で歌うこともできないだろうから、今のうちに、胸の中で。
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「ベル姉……速く速く……！　もっと速く！」

「わかったわかった。さすがに間に合わないと思うけどな……」

「なにを弱気な！　めずらしいレン君のわがまま……！　私たちが叶かなえなければ……！」

「それには大いに同意なんだが、アタシは現実を見てるんだよ」

　オルカの前方で、妹ふたりが走りながらそんな会話をしている。空はどんどん赤くなってきており、タイムリミットが近いことを教えてくれていた。

「あれ……？　ちょっとオルカ姉！　おそ～い……！」

　疾しつ走そうしながらも振ふり返かえり、ナーファルが叫さけんでくる。

「…………う、うん、ごめん」

　妹たちと共に街の外の野道を行くオルカの脚あしは、叱しつ責せきされてしまった通り、鈍にぶかった。

「あんだよ姉貴。いっちゃん張り切りそうなのはアンタだろうに、どうした？」

　ベルがスピードを落とし、こちらに並びながら言った。

（……ベルの言う通りだ。なんで私は……）

　オルカは今、自分自身の気持ちを、うまく把は握あくできないでいる。

　祭りの日が、ついに訪れた。

　街は初日からワイワイと賑にぎやかで、二日目の今日もその盛もり上あがりに衰おとろえはない。こうして街の外へ出ると、世界はこんなに静かだったかと首をひねってしまうほどだ。

　現在、時刻は夕方に差さし掛かかったところ。

　この赤い空が暗くなる頃に、街ではレンのステージが始まってしまう。

　なにを措おいても見たい、脳に焼きつけ毎夜思い出して日々の活力としたい気持ちは山々だ。しかし、今オルカたちが街からどんどん離れる方向へ走っているのは、他でもないレンの頼みだった。

　なくても成立はするが、できるならぜひともステージで使いたいという魔ま石せき具ぐの準備を忘れていたらしく、つい先程、自分たちに買い付けを頼んできたのだ。地面に擦こすれるのではないかと思うほど、頭をガバッと下げて。

　それがあるとすれば、二つ隣の街らしい。オルカたち魔ま物もの狩がりの足を持ってしても、正直、間に合わせるのはほぼ無理だと言ってもいいだろう。

（それでも、レン君の頼みなら……）

　ナーファルが言ったようにめずらしい……というか、自分たちは初めて聞く、レンのわがままだ。いつも礼儀正しく控ひかえめなあの子の、強い願い。

　絶対に叶えてあげたい。だからオルカたちは今走っている。ものはひとりで持てる大きさらしいが、着いた街で探すのに手て間ま取どってはいけないと、姉妹三人そろって。

（なのに、……なんで、なんでこんなに脚が動かない？　なんで……）

「オ、ル、カ、ねえ～……！　おそおおおおおおおい！」

　先頭を行くナーファルから、また叱しつ咤たの声が飛んでくる。

「ご、ごめん……！」

　自分でも、不思議なのだ。進む脚が鈍い。思い切りが悪い。だが、その理由がわからない。心の中のなにかがブレーキを掛けているような気がする、としか言えない。

（なんで私は…………私は、なにを気にしてる？）

「おい姉貴、アレか？　間に合わないだろうから、それよかもう戻ってレンのステージをゆっくり最初から観たいって感じか？　気持ちはわかるが、意外だな」

　そうなのだろうか。考えて、違うとすぐに答えが出た。

　レンのステージを観たい気持ちは大きいが、ベルが言うようなことを思っているわけではない。

「えと、……違うの。そうじゃなくて……」

「……？　よくわからんが、だったらしっかり走ろうぜ。間に合う可能性も、ま～、ゼロじゃねえんだから。進むんなら進む、戻るんなら戻る。はっきりした方がいい」

「う、うん……」

　まったく正論だ。頷うなずくほかない。

　当然、選せん択たく肢しは進むだ。レンは、きっと自分たちの帰りを待ってくれているのだから。

「…………っ」

　彼の顔や言葉を思い出し、オルカは脚に力を入れた。





　　　　◇◆◇






「ありゃあ？　なんだ、レンのヤツ、まだ音響魔石具戻してねえのか？」

　祭り真まっただ中なかの街、その最も盛り上がっている中央広場。

　舞台の上を見た農夫の男は、ひとりごちて首をひねる。あるべきはずのものが、そこになかったからだ。

　音響魔石具は、声を大きく増幅してくれる道具である。街の有志で金を出し合って、かなりいいものを用意した。街中どころか、その気になれば街の外にだって爆音を響ひびかせることができる。

　ちょっと張り切りすぎた気もするが、後悔はない。

　今日の夜、あの子のステージがここで行われる。この街の皆が愛してやまないあの歌が、ちょうど二百年区切りとなるこの記念祭で大いに歌われる。奮ふん発ぱつしなければ噓うそだ。

「準備してんのかね。本番前にバテなきゃいいが……」

　自分たちが用意したそれを、レンは大層気に入ってくれた。

　音の出し方をいろいろ調整できると知ると、納得がいくまでいじってみたいなんて言い出したくらいだ。

　近くの森で行われているらしい練習を兼かねた調整の様子は、街の誰だれも見ていない。本番のステージまでどんな歌をどんな音で表現するか秘密にしたいから、というあの子の意向を汲くんでいる。

（楽しみだな～）

　あの子がいずれ旅に出てしまうことを考えると、さみしい思いはある。だが、だからこそ今日はとにかく楽しみたかった。

「おお～いアンタ！　なにそんなとこでぼさっとしてんだい！　食材もうなくなるよ！」

「あいよお！　わかってるわかってる取ってくらあ！」

　人使いの荒い妻の声に応こたえ、農夫の男は小走りに駆かけ出だす。

「お、これ美う味まいね～」「もう一個買おうよ、もう一個」「優勝はまた酒場のマスターかな」「レン君もステージやるし、今年はあそこが主役って感じか」「向こうでアクセサリー売ってるみたいだぜ」「武器屋か、器用だよな～」

　耳にはいろいろな声が聞こえてくる。祭りらしく、ワイワイと騒さわがしい。

　皆が浮かれた顔をして、楽しく通りを歩き、ものを食べ、酒を飲んでいる。

　ここは片かた田舎いなかのパッとしない街だ。だが、そんな場所にも人それぞれの生活があって、ちょっとした幸せがある。

　それがこれからも続いていくことを願って、この祭りは行われているのだ。







「おい武器屋！　見つかったか？」

「いや、それが……おっかしいな」

　いよいよ、日も落ちようかという頃。

　舞台の裏で、農夫の男は武器屋の主人と顔を合わせて不思議がった。

　そろそろステージを始める時間なのだが、レンがどこにもいないのだ。もう舞台の前は、楽しみに場所を陣じん取どる人々でいっぱいだというのに。

「そうか……。こっちも街中探し回って、酒場のマスターにも聞いたんだが空から振ぶりだ」

「僕も、てっきりレン君は森にいるとばかり思って見てきたけど、どこを探しても……」

「……そうだ、魔石具はあったか？　ほら、音響魔石具。音デカくするための」

「それもないんだ。だから、もしかして別の場所で調整作業してるのかな。ほら、僕たちに内容を秘密にするため、念入りに」

「わざわざそこまでするかあ？　だとしても、そろそろ戻って来ねえと間に合わねえぞ」

「そうなんだよねえ……」

　仕事をほっぽり出すような子ではないことは、よく知っている。

　歌を心から愛し、歌える機会があったなら、それを逃さないような子であることも。人前で歌う経験も豊富だ、怖おじ気けづいてしまったとも考えにくい。

　だんだんと、背に嫌な予感が上ってくる。

「……なにか、あったとか」

　先に口にしたのは武器屋の主人の方だった。

「たとえば魔物に……」

「んなこと……」

　ない、なんて言えない。街周辺は比較的安全とは言え、最近はどうも怪しくなってきた。特にこの間なんて、近くで竜りゆう種しゆが出たという話だ。

「おい！　人集めるぞ！　っそうだ、三姉妹にも報告だ！」

「わかった！　あ、いや、オルカちゃんたちは今いない！　なんでも、レン君に頼まれて二つ隣の街まで買い出しに！」

「あ～そうだった！　まだ戻ってきてねえか！」

　とにかくやれることをやらねば。取り越し苦労であったならそれでいい。

　駆け出そうとした、その時だ。




「おおおおおおおい！　た、た、大変だああああああああ!!」




　絶ぜつ叫きようが聞こえた。驚いて舞台の裏から出てみれば、広場へ飛び込んでくる人影。

　他の街や国との連絡役を務つとめている青年だ。

「はあっ、はあっ、た、たいへ、大変なんです！　大変でっ、大変な！　国の、こ、国軍の、人たちから！　れ、れ、れ、連絡があって！　緊急のが！　大変で！　連絡が！」

　文章の組み立てがめちゃくちゃな、その尋じん常じようではない様子を見て、彼の周りに人が集まっていく。農夫の男も、武器屋の店主と一緒に青年へ駆け寄った。

「どうしたどうした、まずは落ち着け」

　その両肩に手を置いて言えば、瞳どう孔こうの開き切った目で彼はこちらの服をつかんだ。

「落ち着いてなんて！　だ、だ、だって！　災さい魔ま流りゆうが!!　来てるんです!!」

「……ん？　…………なに？」

　彼の言葉を、最初は脳が受け止めなかった。なにを言われたのかわからなかった。

「だから！　災魔流が来てるんです！　この街に向かって！　直撃コースです!!」

　青年の張はった大声に、その内容に、広場がシィンと静まり返った。

「…………い」

　ようやく声を絞しぼり出だしたのは、武器屋の店主だった。

「いつ……なの？　それ、来るの……」

「もう！　すぐです！　だそうです！　も、も、もしかしたら、もう、見張り台からも見えるかもしれないくらい！」

　一転、広場は一気に悲鳴で満たされた。

「ふ、ふ、ふざけんなあああああ！」「なんでそんな!?　なんで!?」「もっと早くわからなかったの!?」「いや噓だろ、いや、だって、……なあ噓なんだろ!?」

　その場で叫ぶ者、どこかへ走り去る者、青年に摑つかみかかる者。やることは様々だが、そろって理性は飛びかかっている。

「……ちょ、ちょっと通してくれ！」

　農夫の男は、パニックになった広場の人ひと混ごみをかき分け、街の北部にある見張り台へ走った。木組みのそれのはしごを登り、すぐにてっぺんへ上がる。

「…………なっ!?　…………んだ、ありゃあ……！」

　遠く、地平線のあたりだ。大量のなにかが蠢うごめいている。あまりに数が多いからよくわからないが、たしかに、こちらへ近づいてきているような気がする。

　夕焼けの下、その集団の周囲は、ぼうっと紫色で染まっている。魔物の放つ、瘴しよう気きの色だ。

「…………おいおい、夢だろう、さすがにこれはさあ」

　ついて来ていたらしい武器屋の店主が、後ろで呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

「なあ武器屋、……今から逃げ出してよ、間に合うと思うか？」

「……間に合うとして、逃げるってどこへだい」

「…………」

　答える言葉が、ない。

　もしかしたらギリギリなんとか、一時的には難なんを逃れることができるかもしれない。だとしても、その後どうする？

　あの魔物の群れに蹂じゆう躙りんされれば、街は破壊され汚染され、この先百年は人の住める場所ではなくなる。この街を失って、生きる場所と方法など、自分たちにはない。

「…………災魔流の向かう先が、ここから逸それてくれることを必死に祈った方が、まだ有意義に思えるね。はは、……なんか冷静になってきた。一周二周、三周くらい回って」

「……魔物狩りの男たちはどこだ!?　こういう時のためにいるんだろうあいつら！」

「そういえば、今日は姿を見てない。…………魔物狩り連盟は、今や国軍なんかよりも人手が多くて、魔物の動向をしっかりチェックしてるって聞くけど」

「……クソッ！　あんの野郎ども！　知ってやがったな！　そんで逃げ出したんだ！」

　普段から仕事をしない彼らに、それでも街が多額の報ほう酬しゆうを支払っているのは、こういう時のためだ。なのに、いざとなったらそれか。

（……三姉妹もいないが…………いや、こっちは違う気がするな）

　普段の行動の差、信用の差だ。彼女たちが自分たちを見み捨すてて逃げたとは思えなかった。今ここにいないのは、ただ、運の良い偶ぐう然ぜんなんだろう。

（だって、あの子らはたまたまレンに頼みものをされたから…………たまたま？）

　身体からだがピタリと固まった。

　まるで、三姉妹をここから逃がすためのような、そんな偶然。

　そしてレン自体も、今ここにいない。

（…………ちょっと、待て。タイミングが良すぎねえか？）

　ひょっとして、偶然じゃなく、レンは災魔流が来ることを、なんらかの形で知っていたんじゃないだろうか。だから、その前に三姉妹を街から遠ざけ、自身も逃げた。

（……もし、だったら、いいんだ）

　それならば、いい。

　あの子がひとり逃げてくれた、それなら正直、本当にいいのだ。死ぬのはいやだ、漏もらしそうなほど怖いが、子どもに道連れになってほしかったなんて思わない。

　どうして自分たちに教えてくれなかったのかという文句も、まあ、いいだろう。あの子は、自分たちがこの街を棄すてて生きていけないことを理解している。

　いろいろ考えた末に、言わないと決めたのならそれでいい。

（…………だけど、……ひとりで逃げるか？　レンが）

　性格を考えると、違和感がある。

　それから、音響魔石具もなくなったままなのだ。あの子と一緒に、大きな音を出すための道具が消えたことになる。

　もしレンのもとにそれが今もあるのなら、なんのため？　ひと抱かかえはある大きさだ、逃げるのには邪魔でしかないはず。

「おい！　どうだ！　本当に魔物は来てるのかあ!?」「地響きみたいのも聞こえるんだ！」「今け朝さから動物たちの様子も変だったのよ！」

　ぐるぐると考えていると、下から聞きき慣なれた声。思考が中断される。

　見張り台の根元に集まっていたのは、見知った街の住民たちだ。武器屋の主人が彼らに答える。

「来ているよ！　大量に！　多すぎてわかりづらいけど、たぶん、すごいスピードで！」

　その返答に、住民たちは顔を覆おおったりその場にへたり込んだりと、それぞれ違った反応を見せたが、思いは同じだろう。

　絶望と恐きよう怖ふ。

　そして、最終的には諦あきらめだ。

「……若い子たちには、逃げることを勧すすめよう」

　武器屋の主人は、本人が言っていた通り、声も意見も冷静だった。

「全員は無理だけど、少ない人数なら他の街も受け入れてくれるかもしれない。ありったけの財産を持たせて、行かせてあげよう」

「……そうだな。俺たちは、もう無理だろうからな」

「こうなっちゃうとね。……魔物蔓延はびこるこの時代、長生きできるとは思ってなかったけどさ」

　ある程度の覚悟は、みんな普段から決めている。魔物による被害は年々ひどくなっている。今はもう、そういう時代なのだ。

（それでも、…………ああ、……くそお、まだ死にたくねえよなあ）

　泣き叫ばないのは、そうしてしまうと、真剣に死の事実を認めることになりそうだからだ。

「お前は、本当に冷静だな」

　武器屋の主人にそう言うと、彼は笑って首を横に振った。

「まさか。足ガックガクだよ。もうたぶん、僕はこの見張り台から降りられない。すこし高めな墓場だね。そっちこそ、肝きもが据すわっている」

「伊だ達てに普段から女房にどやされてねえんだよ」

　つい強がってしまう。これはこれで噓ではないが、聞かれていたらまた怒られそうだ。

　それでも最さい期ごの時まで連つれ添そおうという気持ちは揺ゆるがないのだから、惚ほれた弱みはあるものだ。

　下に目線をやると、彼女はそこにいた。こちらをじいっと見ている。

「……武器屋、俺、下に行くわ。担かつぐか？」

「いいよ。独り身の気軽さだ、ここにいる」

「そうか」

　はしごに手を掛け、下に降りる体勢を作りながら、農夫の男はポツリと言った。

「…………レンのヤツは、どうしたかな」

「もし逃げてくれていたなら、いいね。どうか、そうであってほしい」

「……ああ」

　きっとそうだ。そうに違いない。生き残って、どこかであの歌を響かせ続けてくれる。

　完全にそう信じられているわけではないが、もう確かめる時間もなさそうだ。違和感をねじ伏ふせ、はしごにかけた足を下ろしていき──。




「〝前が見えない恐おそろしさ〟」




　危うく、踏ふみ外はずしそうになった。

「なっ」

　耳に届いたのは、歌声だった。今まで聞いたことのないくらい、とてつもなく大きな。




「〝わかってはいるつもりでも〟」




　歌声は街中に響いている。そのくせ、鳴っているのは遠く遠くから。

　その化け物じみた音量を抜かせば、音色にはひどく聞き覚えがある。




「〝ただ暗くら闇やみを突つっ切きっていく　わずかな灯あかりもない場所を〟」




「レン!?」

　思わず叫んで、降りかけていたはしごを蹴けった。見張り台の上へと戻る。

「おい武器屋、これ、レンだよな!?　俺の聞き間違いか!?」

「僕らが間違えるはずないだろう！　で、でも、どこから……？」




「〝それしか知らない愚おろかさが　唯ゆい一いつ持ってる僕の武器〟」




　日が今まさに沈しずもうかという赤い空。こちらへ迫せまる魔物の群れはいよいよ近く、瘴気で紫色に染まる大地。

　その中間を、聞き慣れた声が飛んでいく。

「や、山の方だ……！　そうだ、『見み通とおしの樹き』だ！　あそこの上から歌ってるんだ！」

　武器屋の店主が指差す先には、緑豊かな山がある。頂上には『見通しの樹』と呼ばれる巨大な一本の樹が鎮ちん座ざしていた。

　言われてみれば、声はそちらから鳴っている。レンの姿は遠すぎて見えないが、きっと合っている。




「〝まぶしさに慣れてしまったら　今日の夜道を走れない〟」




「…………呼んでるんじゃ、ないのか、あれ」

　震ふるえる声で、武器屋の店主が言った。

「歌って、魔石具で大きく声を増幅させて、それで魔物を呼んでるんじゃ……」

「……馬ば鹿か言えよ」

「それしか考えられないだろう！　レン君は、あの子は！」




「〝わかってる〟」




「山の方へ……自分のところへ魔物を呼んで！　この街から災魔流を逸らそうとしているんだ！」

「ッ馬鹿言ってんじゃねえっつんだよ！」

　思わず、武器屋の店主の襟えり首くびをつかむ。




「〝ここにすべてがあったって〟」




「なんだぁ!?　そしたらアレか!?　あいつは、あいつは、……囮おとりになったって言うのかよ！　この街のために！　……俺たちのために!!」

「それ以外になにかあるか!?　そうだ！　ぼ、僕たちのためにだ！」

　怒鳴り返してきた声に、一拍二拍、無言で答える。

　それから、農夫の男は膝ひざから崩くずれ落おちた。




「〝止まる理由にできなくて〟」




「馬鹿、言ってんじゃねえ……！」

　囮。自分たちのために。

　なんだ、それ。




「〝剝はがれて離れるそのときに〟」




「ふざけんじゃねえよおおおおお…………!!」

　歌声が響いてくる、大きな樹の方へ向かって吠ほえる。

「なんでお前が！　なんでお前がそんなことおおおお!!」




「〝さよならひとつじゃ足りないんだ〟」




「あ、あ、あ、……ぼ、僕の、見間違いじゃないよな……？　ま、……魔物が」

「っ！」

　武器屋の店主につられ、彼の視線の先を見て、農夫の男は息を呑のんだ。

　この街へまっすぐ向かってきていたはずの魔物たち。その進む方向が、明らかに変わってきている。

　山の方へ、『見通しの樹』の方へ、歌声の方へ──つまり。




「〝僕はなにかを差し出すだろう〟」




　レンの方へ。

「……ちっくしょおおおがああああ！」

　弾はじかれたように身体を動かし、落ちるような勢いではしごを降りる。最後はそれこそ飛び降りるようにして、地面へ着地。すぐに妻が声を掛けてきた。

「アンタ！　あの声、あれ……っ」

「レンだよ！　『見通しの樹』の上だ！　大声で、歌声で、魔物を呼ぼうとしてるんだ！　この街から災魔流を逸らすために！」

　レンの歌声はいまだ響き続けている。美しいその音色からは、覚悟が見える。悲しいほど、不ふ退たい転てんの覚悟が。

「魔物は！　レンの方へ行こうとしてる！　ああっ、そうだよちくしょう！　この街は生き残るかもな！　レンのヤツを犠ぎ牲せいにして！」

「う、歌で呼ぶ……そんなことが……い、いやそうじゃなくて！」「どうして……あの子がそんな……」「ひとりで？　俺たちのために……？　う、……噓だろ？」「なんで俺たちになにも言ってくれなかった!?　くそ！」

　呆然とする妻、周りの住民たちも同じ有あり様さまだ。

「……俺は認めねえぞ」

「アンタ？」

「武器屋ァ！　店から剣借りるぞォ！」

　妻から目を逸らし、見張り台の上へと叫んだ。

（クソ、ちくしょう！　ちくしょう！　ちくしょう！）

　なにも気づかなかった自分が、呑のん気きに祭りを楽しんでいた自分が、憎くてならない。あのときあの子は、一体どんな気持ちだったのか。

　どんな覚悟で、いつも通りに笑ってくれていたのか。

「俺は行ってくる！　こんなところでのうのうと眺ながめてられるかァ！」

　爆発するような怒りを抱え、そう言い残し、駆け出そうとした時だった。




「よせ、無駄だ」




　落ち着き払ったその声の主は、同じく冷れい静せい沈ちん着ちやくな顔をしていた。

　どっしりとした巨体によく似合うが、今ばかりは、ケチをつけざるを得ない。

「……あんだと？」

「無駄だと言っている。死体がひとつ、増えるだけだ」

　言いながらこちらへやってきたのは、酒場のマスターだった。

　その言葉は、とても聞き流せない。

「──なに余よ裕ゆうぶってやがる！　状況わかってねえのか!?　なら教えてや、」

「わかっている。レンが歌で魔物を呼んで、この街から逸らそうとしているんだろう」

「わかってんならその面つらはなんだ!?　その言い様はなんだ!?　テメエなあ！」

　正面から睨にらみつけ、言ってやる。

「あの子は死のうとしてんだぞ!?　テメエッ、なんでもねえような顔してるがなあ！」

「それでどうして、お前が行こうとする。まず、そもそも間に合うのか？」

「そりゃ……」

　間に合わない。今から山へ向かったところで、魔物がレンのもとへ殺さつ到とうするまでに、自分のような一般人が間に合う距離ではない。

「もしどうにか間に合ったとして、向かってくる魔物たちから、あいつを守る方法があるのか？」

「ッうるせえ！」

　ない。そんなことはわかっている。

　わかっているが、やらないこととイコールにはならない。したくない。

「……お前がどう思ってんのか知らねえがなあ！　俺は、俺たちは、もう自分のガキみてえに思ってんだよ！」

　八年前、この男と一緒に、レンは街へとやってきた。

　この男はあの子に対し、今もそうであるように、どうにも親の情を見せない。

　だからかどうかわからないが、なんとなく気になって、その成長を見守っていた。自分たち夫婦は子どもができなかったものだから、余よ計けいにかもしれない。

「だから行くんだ！　わかったらどけ！」

　こちらの言葉に、マスターはしばらく沈ちん黙もくを作った後、鼻を鳴らした。

「ふん、…………勝手なことを言ってくれる」

「………………………………は？」

　押おし黙だまるのは、絶句するのは、今度はこちらの番。

　目の前に現れた光景は、そうならざるを得ないほど、あり得ないものだった。





　　　　◇◆◇






【うたうたい】が歌うとき、その背には真まっ白しろな光の翼が現れるらしい。

　翼は【うたうたい】の声を増幅して大きくし、さらに、その場にはないはずの楽器の音まで鳴らしてくれるという。

　いいな～、なんて思うけど、贅ぜい沢たくは言わないでおこう。

（僕には、これがあるから）

　手に抱える、六本の金属線が張られた愛用の弦げん楽がつ器きを爪つま弾びいて鳴らす。

　すぐ目の前では拳こぶし大だいほどの小さな箱が宙に浮いており、足元にはひと抱えくらいある大きな箱が置いてあった。

　レンは、前を向いて歌い続ける。

「〝すこしの悲しいを積み上げて　進むための僕ができる〟」

　小さな箱の中には魔石が入っており、レンの声を拾ひろって振るえる。すると、足元に置いた大きな箱の中の大きな魔石が、それと連動して振るえる。揺れの強さが拡大されること以外、その振るえ方はまったく同じ。

　この音響魔石具は、そうやって声や音を増幅してくれる道具だ。

「〝可能性は夜行性らしい〟」

　目の前に広がる光景は、とても特別。ありとあらゆるものが、自分よりも低い位置にある。レンは今、人生で一番、空に手が届きそうな場所にいた。

　死んだ後に行くところが空の向こうなら、ふたつの意味でそこに近い。

（そういえば……予感って、当たるものなんだなあ）

　ずっと傍そばにあった、『そう長くは生きられない』という予感。これは、今日のことを感じ取っていたのだろう。

「〝それは夜にしか動かない〟」

　この『見通しの樹』は、山の頂上にそびえている。レンがいるのは、樹の持つ一本の枝の上だ。樹の真ん中よりも少し下、ここが登れる限界の高さだった。

　枝はとても太く、立っていて不安定さをまったく感じないくらいの幅がある。それなりに大きい音響魔石具だって、楽々置けた。

「〝誰かにとってはどうだろう〟」

　地におぞましいほどの数でうごめき、猛もう然ぜんと進む魔物たちの群れ。その向かう先は、もう街ではない。レンのいる方向へ、まっすぐにやってきている。

　災魔流は大群の突進であるがゆえに、小回りが利きかない。一旦通り過ぎたら、もう街の方へは戻ってこないはずだ。

「〝僕にとっては嬉うれしいことだ〟」

　この状況が作れることを、心のうちでは結局、一度も疑わなかった。

　魔物に聞こえるくらい大きな音を出せる道具はあった。魔物を呼ぶ音というものがあることも、呼よび寄よせ鳥どりを見て知った。なんとなく、どう歌えばいいのか本能でわかった。

（才能があったのかな……なんて）

　今となっては、なんでもいい。とにかく、この結果がすべてだ。

　これでよかったのだ。

「〝必死に走る無様な顔を〟」

（あーあ）

　あーあ、だ。

　レンは思う。隠かくし通とおしてきた気持ちを、この場にはもう、誰もいないから。

「〝誰にも見せないままで済む〟」

（死にたく、ないなあ）

　近づいてくる足音は、もはや地鳴りだ。それが恐ろしくって、歌う喉のどが締しまってしまいそうになる。

「〝馬鹿みたい？〟」

（もっと、生きてみたかったなあ）

　やりたいことがあった。進みたい道があった。歌いたい歌があった。

　叶わない夢になってしまった。

　あーあ。あーあ、だ。

　やがて、災魔流は山にたどり着いた。木々をなぎ倒しながらこちらに来る。

　いくら『見通しの樹』が高いからと言って、そんなのはもう関係ない。空を飛ぶ魔物もいるのだ。ほんの少し経たてば、自分は魔物の大群に飲み込まれ、どういう形でかはわからないが、とにかくぐちゃぐちゃになるのだろう。

　せめて、あまり苦しまない死に方で──。




「〝ここにすべてがあったって〟……っ」




　なんて、最後まで物分かり良くいることは、どうしてもできなかった。歌が、止まる。

「…………う、う、………………うあああああああああっ!!」

　叫んで、恥はじも外がい聞ぶんもなく、レンは駆け出した。大事にしていた楽器すら置いて、両手で樹の幹へ飛びつき、そのままがむしゃらに下へ降りていく。

「嫌だ、嫌だ嫌だ嫌だ……！　…………死にたくないいいいいいいいぃ!!」

　もう誰も、聞いていないからいいだろう。

　もう誰にも、自分の歌を聴きいてもらえないのだから、これくらいいいだろう。

「嫌だあああああ!!」

　地面に転がるように着地し、そのままとにかく魔物が来る方向とは逆へ走る。無駄だとわかっているけれど、そんなのは知らない。

「はっ、はっ、はっ、……っ！」

　木の根に足を取られ、途中で転んだ。立ち上がろうとして、震える膝が言うことを聞かなかった。

「……やだ、やだやだ、やだよお……なんで、なんでえええええええぇッ！」

　怖い。魔物が怖い。痛いのが怖い。死ぬのが怖い。

（死にたくない死にたくない死にたくない死にたくない死にたくない!!）

　なにを間違った？　なにか間違った？

　納得なんてしていない。もっと生きていたかった。もっと歌っていたかった。こんなのは嫌だ、これでいいなんて思わない。

　思わない、思わない、思わない……だけど。

「っ！」

　後ろの木々が倒され、ついに魔物たちの姿が見えた。詳くわしくはわからないが、さまざまな種類の魔物たちが、とにかくたくさんいる。ひどく明確な姿すがた形かたちの、死そのもの。

「……っしてないからな!!」

　そいつらに向かって、せめて、叫んでやる。

　していないのは納得と、そして。

「後悔はッ！　してないからなああああああああッ!!」

　視界は滲にじみ、喉はうまく声を鳴らさない。鼻の奥はツンと痛くて、口の中は転んだ時に切ったのか、血の味で苦い。地面に突いた手には、力はほとんど入らなかった。

　それでも最後に、胸だけは張ってやる。

　夢を抱いだいて生きてきた、この胸だけは張ってやるのだ。

　すうううっと、夜の空気をいっぱいに吸い込んだ。

「……〝馬鹿みたい？〟」

　半笑いの表情で、レンはさっき止めてしまった歌を再開する。

「〝ここにすべてがあったって〟」

　最後の瞬しゆん間かんは、歌いながら逝いってやる。歌が好きなんだ、それのなにが悪い。最後の最後の最後まで、それだけは譲ゆずらない。

「〝留とどまることができなくて〟」

　先頭の、巨大な狼おおかみ型がたの魔物がこちらへ飛びかかってきて、その大きな口を開け……。

「──変わらんな、お前は」




　レンの眼前で、橙だいだい色いろの光が魔物を飲み込んだ。




「え………………え？」

　目の前にはいつの間にか、こちらをかばう背中があった。とても見覚えのある背中が。

「マ…………」

　料理人というには、すこし広すぎる気のするそれは、毎日一緒にいる人のもの。

「……マスター!?」

「ふん、さすがの数だな」

　鼻を鳴らした彼は、右手に持った得え物ものの柄えをガシャリと肩に置いて構かまえた。

　橙色に光ひかり輝かがやく、それは斧おのだ。無ぶ骨こつで肉厚、巨大な戦せん斧ぷ。

　ひと目で普通の武器ではないとわかる。

（なんで、なんでここに……それに、あの武器…………っ!?）

　混乱するレンの耳に、さらに信じられないものが飛び込んできた。

「〝────　──　──────〟」

　詞しが聞き取れるほど鮮せん明めいではない。だけど確かに、その斧から鳴っているのは、歌だった。

「……一応、まだどこも食われてはいないようだな」

　チラリと、マスターがこちらを見て言った。その瞳ひとみの色は、目の覚めるような蒼あお。普段の彼の瞳とはまるで違う色彩。

　聞いた話を、思い出す。魔物狩りは【うたうたい】の歌を聴き、その加か護ごを受けている時、瞳の色が輝くブルーに染まるのだと。

「フッ！」

　先ほどレンに飛びかかってきた狼型の魔物は、今や跡あと形かたもない。だが、次から次へと他の魔物たちがこちらへ突っ込んでくる。

　マスターの斧は、ひとつ閃ひらめく度たびに橙色の爆発を巻き起こし、そいつらを木の葉のように吹き飛ばしていく。

　宵よい闇やみの中でも輝く武器、放たれる光でできた攻撃。常じよう軌きを逸いつした戦闘力に、斧から響く歌声。そして、瞳の色の変化。

　混乱の極きよく地ちにあるレンは、これと思った名詞をポロリとこぼしていた。

「魔物狩り……しかも、【祝しゆく福ふく持もち】……？」

　魔物狩りであり、中でも特別に【うたうたい】の寵ちよう愛あいを受けた存在。魄武器レーゴラに宿らせた【うたうたい】の歌声で、自身にその加護を纏まとわせる。

　人類の切り札、無む敵てきの代名詞。

「オオオオオオオオッ！」

　それが今、裂れつ帛ぱくの気合いを放ち斧を振り、爆発を起こして魔物を屠ほふるその人の、レンが知らなかった一面。そうとしか思えない。

（マスターが、【祝福持ち】……そんな、……ど、どうして）

　どうして言ってくれなかったのか、ではない。そんなことを言う権利はない。

　どうしてという気持ちは、魔物狩り、どころか【祝福持ち】なんて特別すぎる存在が、身分を隠して酒場の店主をやっていたことについてだ。

「…………っ！　わ、わ、わ……」

　ひときわ巨大な魔物が現れる。最近見たので間違いない、竜種だ。あの時の個体よりもさらに、ひとまわりふたまわり大きい。

「ゴアアアアアアッ!!」

　吠えた竜は、首をのけ反らせた後、その顎あぎとを開いて放射状の炎を吐はいた。視界が一気に、真まっ赤かに染まる。

「う、うわあああああああッ！」

「ふん……」

　悲鳴をあげるレンの前、マスターは鼻をひとつ鳴らし、斧を地面に突き立てた。すると、マスターとレンを囲う形に球面状の光の壁が現れ、炎をやすやすと弾き返す。

「グウウウウウゥ…………」

「どけ」

　たまらず炎の噴射を止めた竜へ向かって、構え直された斧が振るわれる。ぴったりのタイミングで光の壁もかき消えた。

　斧が直接に当たる距離ではないが、刃やいばから飛んで行った橙色の巨大な光こう刃じんが、竜の身体を真まっ二ぷたつに裂さく。

　光刃はそのまま、竜の後ろから来ていた他の魔物たちも次々に始末していった。

「わあああ…………」

　間ま抜ぬけな顔で間抜けな声を漏らしてしまう。だってこんなの、圧倒的すぎる。

「……空からも来るか。ここまで距離を詰められると、逃げ切るのも、まあ、やはり無理だな」

　こちらに言っているというよりも、自分自身に念押し確認するような口調だ。

「マ、マスター？」

　何体すでに倒したのかはわからないが、災魔流は全部で千体以上の魔物でできている。

（逃げきれないって、まさか、全部と戦うってこと……？）

「マスター！　に、逃げてください！　マスターだけだったら逃げられるはずです！」

「群れになった魔物をなめるな。これだけの数、これだけの密みつ度どだ。難しい」

「でも！」

「そもそも」

　また斧が振るわれ、宙を裂いて飛ぶ光刃。急降下してきていた魔物たちが、斬きり伏ふせられて地に落ちた。

　振り抜いた斧を、マスターは肩に構え直す。巻き込まれた周囲の空気が、ブオンと音を立てた。

「退ひく気はない」

「どうして！　僕なんか、だって！」

　育ててもらってきた。だけど、実の子どもでも義理の子どもでもない。ただの従業員、ただの労働力なのだ。そんな関係はこのご時世、めずらしいものではない。

「……ふん」

　鼻を鳴らし、マスターはこちらに背中を向けたまま言った。

「同じことを二度やりたくはない、それだけの話だ。いいからお前は、そこを動くな」

　なんのことを言っているのか、レンにはわからなかった。わかるのは、その意志が少しも揺らがないだろうということくらい。マスターの声は、そんな響きをしていた。

　のべつ幕まくなしにやってくる魔物たちを、時には爆発を起こし、時には光刃を放ち、また時には刀身で直接叩たたき斬きり、マスターの斧は次々と始末していく。

　地面に転がっていく、大量の魔石たち。星の光に反射して、まるで夜空がもうひとつあるようだった。

　魔物は呆あきれるほどの数でやってきているのだが、彼らの攻撃は、ただのひとつもマスターの身体に届かない。

（…………つ、強すぎ……なのでは？　これ……）

　もしかして、自分の心配なんて的まと外はずれなものだったのではないだろうか。あまりに強すぎる彼からすれば、こんな戦い、骨は折れるが危険ではないくらいのものなのでは。

（……すごい。……すごいすごいすごい！）

　泣き叫んでいたことも忘れて、レンの心は興こう奮ふんで弾はずむ。目の前の格かつ好こうよすぎる背中を、憧あこがれの目で見つめて。

「グッ……」

「……え？」

　マスターが地面に突然膝を突き、武器を取り落としたことで、一気に冷静になった。

「マ、マスター！」

　魔物の牙きばも爪も、なにも受けていない。なのにどうして。

「来るな！　そこにいろ！」

　慌あわてて駆け寄ろうとすると、彼から硬かたい制止の言葉が飛んできた。その顔は、ほんの少しこちらへ振り向いており──。

　真っ赤に染まった口元が、見えてしまった。

「マスター！」

「動くな！　お前は、そこにいろ！」

　竜の咆ほう哮こうにすら似た、激げき烈れつな声。初めて聞くようなトーン。レンの足は地面に縫ぬいつけられた。

「……オオオオオオオアアア！」

　武器を手に取り、立ち上がったマスターは、叫びとともに今日で一番大きい爆発を前方へ巻き起こした。飛びかかってきていた魔物たちを跡形もなく消滅させる。

　だが先ほどまでのように、その背中を絶対的な強者のものと思うことは、もうレンにはできなかった。

　なんて勝手で馬鹿な勘かん違ちがいをしたんだろう。目の前のこの人は、勝ちのわかっている戦いなんて、しに来てくれたわけじゃないのだ。

　どころか、もしかしたら……。

（……っ）

　あまりに嫌な想像を、頭を振って払う。

「…………グッ！　くそ！」

「あ、……あ」

　しかし現実は、その想像の正しさを証明するかのようだった。

　なんの攻撃も受けていないはずのマスターの身体、その所々から鮮血が滲んでいく。

　それでも、斧の放つ爆発や斬ざん撃げきは、その勢いをまるで衰えさせない。レンが最初に抱いた『強すぎる』という印象のまま。

（そう、だ…………強すぎるん、だ……）

　マスターが本当に戦っているのは、魔物ではない。彼の相手は、そうではなくて。

「オオオオオオオオッ！」

　圧倒的な破壊力を見せる、自身の力そのものではないのか。

　これ以上戦いを続けたら、彼の身体は。

「レン！　見ていろ！」

「っ！」

　制止の言葉を再度かけようとしたレンに、彼は背中を向けたまま言う。

「俺が戦うところを！　……今度こそ！　逃げずに最後まで戦うところを！」

　言葉にも、振るう斧の閃きにも、躊ちゆう躇ちよは感じられなかった。

「ま、すたー…………」

「オオオオアアアアアア……ッ！」

　狼や猪いのしし、蜘く蛛もに蜥蜴とかげ、鳥に竜。不定形の液体や長方形の石板にしか見えないものまで。さまざまな姿形の魔物たちが突っ込んできては、マスターの斧の前に散っていく。

　彼の戦いくさ姿すがたは、身体に絡からみついている見えない鎖くさりを剝がしていくかのようで。

　だからこそ、自身を現げん世せのくびきからすこしずつ解き放っていくかのようで。

　嫌だ、嫌だ。そんなのは嫌だ。

（…………で、も）

　彼の背中に、覚悟が見えてしまう。他者が決して穢けがしてはいけないとわかる、文字通り、血の滲んだ覚悟が。

「クッ……！」

　マスターの巨体がまた、ぐらりと傾かしぐ。その隙すきを逃さず、一体の魔物が彼の脇わきを通り抜けた。狙ねらいはこちららしい。魔物は迷いなくレンのもとへ突っ込んでくる。

　避けなければ。しかし、魔物の動きなんてレンが捌さばき切きれる速さではない。馬鹿みたいにぼけっと見ていることしかできなくて。

　視界の中、マスターが倒れかけた身体を持ち直した。猛然とこちらを振り返る。

「──ソイツに！　触さわるなああああああ！」

　声とともに、斧から光刃が奔はしる。レンに迫っていた魔物へ唸うなりを上げながら命中、身体を両断する。

　その動きは、前方から迫っていた魔物たちにとっては、格好の餌え食じきだ。

「マ、マスター！　後ろ！」

「チィィッ！」

　特に動きの速い魔物たちの牙が、ついにマスターの身体へ届いた。

「ッ、……なめるな！　魔物どもがあ!!」

　嚙かみ付つかれたまま、マスターは腹から声を叩き出す。夜の空気だけでなく、魔物たちさえ震えさせたような気がした。

　次の瞬間には、彼の腕のひと振りで、魔物たちは吹き飛んだ。

「……ソイツに手を出したいのなら！　俺を仕し留とめてみせろォ！」

　斧がまばゆいほどに輝き、同時、まるで噴ふき上あがるようにしてマスターの身体から鮮血が散る。

（ま、す、たー……）

　遅すぎた。気づくのが、あまりに遅すぎた。

「レン！　見ているか！」

「……はい！　見ています!!」

「俺は！　……どうだ！　強いだろう！」

「はいッ！」

　実でも義理でも親子じゃない。ただの従業員、労働力。

　そう思っていた。ずっと、……勝手にさみしく思っていた。

　だけど、違ったのだ。ことここに至いたって、レンはようやく、それを知る。

「俺は…………お前を、守るぞ！」

「はい!!」

　この背中はずっと、違う気持ちを向けてくれていたのだ。







　やがて、どれほど時間が経っただろう。

　何体の魔物が倒されたのか、もう数なんて数えていない。

　マスターは血だらけだった。対し、レンの身体には、転んでできたもの以外の傷はない。ただの一度も魔物は触れていないのだ。

「…………」

　無言で立ち続けるマスターの前、ズン、ズン、とゆっくりとした足取りで、一体の魔物がやってきた。岩と岩が積み重なって人型を成した巨きよ軀く。頭の高さは、こちらの三倍か四倍はあるだろう。

「…………」

　無言、その魔物は右腕を振り上げ、高い位置で止める。わかりやすいモーション。

　予想違たがわず、右腕はマスターの身体へ叩きつけられる。マスターは、避よけなかった。

「…………ますたあ」
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　染まっていないところを探す方が、もう難しかった。星明かりだけでもはっきりとわかる、彼の身体は全身が真っ赤。

　そんな身体で斧を構え、自身の何倍もある巨体からの攻撃を、マスターは受け止めた。硬く重い音が響く。

「……ふん。軽い、もんだ、な」

　受け止めた魔物の腕を、斧は上へとはね上げる。体勢が崩れたところを逃さず、マスターは魔物の懐ふところへ踏み込んだ。信じられないくらい素早い動きだった。

　もはや、なにも彼を縛しばるものなどないかのような速度。

「オオオアアッ！」

　振り回された斧が魔物の腹部に当たり、一体、今日何度目かわからない、橙色の爆発を起こした。

　爆炎が夜の闇から消えた後には、魔物の姿もなくなっていた。

　マスターの手から斧が落ちる。千もの魔物を屠ったそれは、音もなくその姿を宙に融とかした。

「ますたあああああ！」

　駆け出したレンが間に合うより早く、受け身もなにも取らない動きで、マスターの身体は地面へ吸い込まれた。

「ますたあ！　ますたああ！」

「……レン、…………そこに、いるか」

「います！　ここに！　います！」

　ごろりと仰あお向むけになった彼は、そばに膝を突いたこちらへ顔を向ける。しかし、目の焦しよう点てんが合っていない。

「どう、だ。……逃げなかった、ぞ。今度は、今度こそは……」

「はい！　はい！」

「は、は……まあ、そう言われても、お前は、知らない、よな…………」

　それから、ゆっくりとした口調で、彼は語り始めた。

　今まで一度も聞いたことのなかった、自分を拾ってくれるまでの、彼自身の話を。

「ずいぶん、遠い遠い国の、な……。俺は、王国騎士団の、……団長、だった。……無敵だなんだ言われて、調子にも、乗っていた。実際、まあ、強かった。歌か護ご八はち武ぶにも、入っていたんだ……」

「かごはちぶ、って……。せかいで、はちにんだけの……」

　歌護八武は、国をまたいでわずか八人だけ選ばれる最精鋭の魔物狩り。つまり、その時点における、世界で最も強い八人だ。

「だが俺は……ある日、国から逃げ出した……。……身体がな、もう、戦いに保もたないものに、なってしまった……。……この通り、な」

　まさに今、彼の身体は、魔物の攻撃をほとんど受けていないのに血だらけだ。

「俺の、魔物狩りとしての力は、強すぎた……。俺の身体が、それに、耐えきれなかった。自分でもまずいと感じちゃ、いたが、見て見ぬ振りを、続けて……。ある戦いの後、医者に言われたよ……。次、全力を出して戦ったら、もう命の保証はできない、と」

「……っ」

「戦えないわけじゃない、のが、性た質ちの悪いところで、なあ。周りは、俺に、英雄的な、戦った末の最後を、求めていた。……ような、気がした。実際、どうだったかは、今となってはわからん、が。当時は、そう思った。疑いなく」

　だから、俺は逃げた。マスターは、静かにそう言った。

「戦いの中だけで、生きてきて、その最後も戦いの中で……それがはっきりすると、急に、怖くなった……。魔物に負けて、殺されるのは、怖くない。死ぬとわかっていて魔物との戦いに行くことが、怖かった……。だから逃げて、それから、何年もさまよった」

　ゆっくり、彼の右手が動いて、その硬い掌てのひらがレンの頰ほおに触れた。

「その末に、お前に、出会った。今でも、よく覚えているよ……。ひとりで、歌っていた、お前を……」

「ぼくもっ、おぼえてますっ！」

「……そうか」

　レンは、実の両親に捨てられた。何年も昔のことでさすがに曖あい昧まいなところはあるが、マスターと出会ったその日のことは、よく覚えている。

「お前は、地面に倒れていて。だが、小さな声で、ずっと歌っていて。……通りがかった俺の問いに、こう、答えたんだ。『死ぬのなら、歌いながらがいい』って、な」

　馬鹿な子どもだ。今となんにも変わっていない。

「それが、俺は、……俺には、なんだか、なあ。…………変に、刺さった。俺に、その強さはないなと、思ったんだ。戦いの中で、死ぬことから逃げた、俺には」

「ぼ、ぼ、ぼくは、ば、ばかな、だけでっ……！」

「かもしれん、なあ。だが、俺には、まぶしかったよ。──これだ、と思った」

　焦点の合っていないままに、彼はその目を細めた。

「俺にはない、強さを。それを持った、お前を。守っていくんだと、あの時、勝手に決めた……。……なにもかもを、失なくした俺に、お前が、どれだけありがたかったと思う」

「それは、そんなの、ぼ、ぼくの、ほうがっ！」

　この人に拾われて、ずっと守られてきた。この街にたどり着いてからも、ずっとだ。

「……お前は、な。最初から、ずっと言ってたんだ。いろんな場所に行きたい、と。いろんなものを見て、いろんな歌を作って、そして歌いたい、と。…………それだけは、邪魔しちゃならんと、思った」

「……っ！　じゃ、じゃあ……」

「……お前が、優しいのは、すぐにわかった。俺を気にして、世界を回りたい気持ちを、抑えてしまうかもしれないと、思った。……一緒に行くわけにもいかん、俺は、場所によっては、顔をよく知られている、から……」

　最初からマスターのこの気持ちを知っていたら、自分は、旅に出る選択を採とれただろうか。自分の中にある抑えようのない欲求、そう思ってはいても。

「お前は、結局は、行ったかもしれない。だが、すぐに戻ってくるように、思う。あるいは、俺を気にして、十分に、旅を、味わえないかもしれない、とも。……そんなことには、させたくなかった」

「あ、あ……ああ……」

　だから、だからこの人は……向けてくれていた気持ちを、隠していたのだ。

「足かせに、ならんように、な。……いや、それだけじゃ、ないか」

　マスターは、ふっと苦笑した。

「わからなかったのも、正直な、ところだ。……どうやって、愛したら、いいのか。気持ちを、伝えたら、いいのか。……ふん、まるで、駄目な父親、だな」

「…………っ、……っ」

「……泣くお前を、見るのは、……なんだ、これが初めて、か。……つくづく、愚かだ、俺は」

「…………ぞっ……ぞんなごど、ないっ！」

「はは……よく、見えんが、……ひどい顔、してそうだ、な」

　レンからも、彼の顔はもううまく見えない。視界が滲みに滲んでいるからだ。

「……ああ、本当に、もう、よく見えんな。力も、……入らん、か」

　こちらの頰に添えられていた彼の手が、ずるりと地面へ落ちていく。慌てて摑んだが、改めてその指先の冷たさを感じてしまう。

「あ、あ、あ…………」

　目の前にいる人から、どんどんなにかが抜けていっている。そんな実感がある。単なる温度じゃない、もっと生き物の根っこにあるものが。

「やだ…………やだ、やだ、やだあああ……！」

　彼の大きな胸に、身体全部ですがりつく。自分の命を分けられるものなら分けさせて欲しい。どうか、お願いだから。

「いがないで！　いがないで！　いやだよお……っ！」

　そんな自分を、彼は目を細めたまま眺めている。

「……なあ、レン。…………まあ、なんだ、……その、……一度で、いい。……俺を、」

　その先は、言わせない。言わせる前に、こちらから絶対に言うのだ。

「いがないで！　……──おどうざんっ！」

「……は、……は、はは…………なんだ。…………ふん、……まったく……愚か、だ」

　彼のまぶたが、下りていく。

「おどうざんッ！　おどーざんッ!!」

「こんなに、嬉しいのなら、…………もっと、前、か、ら」

　言って、おけば。

　その言葉を最後に、彼は沈黙を作った。

「あ、あ、や、やだあああ！　やだああああ!!　おどーざんッ！　おどーざんッ!!」

　慌てて彼の左胸に耳を当てる。鼓こ動どうは……、

「……っまだ、まだ！」

　まだ、聴こえる。さすがの魔物狩り、さすがの【祝福持ち】。

　だけど、ひどく弱々しい。医術なんて門もん外がい漢かんの自分にも、時間の問題だとわかる。

「……はあああっ、…………っ、はあああああっ！」

　大きく深呼吸、息と意識を整える。

　泣いている場合ではないのだ。そんなことでは、事態はなにも良くならない。

「お、おいじゃざんの、ところ、に……！」

　大きな身体の片腕を、自分の肩に回す。重い、なかなか持ち上がらない。

　それでもやらなくては。

　街へ連れて帰って、医者を呼んで、それで。

　……それでなんとかならないことは、頭のどこかでは理解している。

「すぐ！　つ、つれて！　いぐがら！」

　連れていったとしても、この傷をなんとかできるはずがない。

　理性の下すそんな結論を振り払い、彼を抱えたまま立ち上がった。

　ズルズルと、馬鹿みたいに遅い速度で、街の方向へ動き始める。抱える身体の重さで、ほとんど潰つぶれかけているような体勢だ。にらむのは前ではなく、地面。

　こんな有あり様さまで、たどり着くのはいつになるか。夜は明けているだろう、その時、隣のこの人に命はあるか。

「やだ、やだ、そんなの、そんなのおおお……！」

　気合いだけで一歩ずつ、レンは進んで行き──。




「うおおお、すげえなこの爆発跡！　どんだけの魄はく気きがありゃこんなん作れるんだよ」




　前から聞こえた声に、伏せていた顔を無理矢理に上げる。

「おいおい魔石の量もやべえぞ！　こいつぁひと財産だなあ！　すげえっすよ隊長！」

「……魔物はいないようだな。災魔流を全滅させた、か」

（……魔物、狩りの？　なんで……）

　そこにいたのは、逃げたはずの魔物狩りの男たちだった。
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「なんで、ここに……。だって……」

　逃げたはず、では。呆ぼう然ぜんとしているレンに、当然彼らは気づいている。

「よお坊ぼう主ず、ずいぶん大変そうじゃね～か」

　彼らのうちのひとり、ひげ面づらの男がいっそ馴なれ馴なれしい口調で声をかけてきた。

　まったく親しみは持てないし、やはり彼らがここにいる理由はわからないが、今のレンにはそんなことはどうでもいい。

　涙で震ふるえている喉のどに気合いを入れ、声を返す。

「……あ、あの！　手伝ってくれませんか！　マス……父を！　お医者さんのところへ連れて行きたいんです！」

「ほ～、そうかそうか」

　ひげ面の男は神しん妙みように頷うなずきながらこちらへ近づいてきて、禿とく頭とうの男は笑みを浮かべながらその様子を見ている。

　一方、隊長格の男はまったくの無表情で、一番遠くにいた。カムシン・グランダムという名の彼も、そういえば父と同じく【祝しゆく福ふく持もち】だ。

「父は、この魔物を、ひとりで！　だからっ！」

　彼らが人助けをしてくれるとは思わないが、以前に『男の魔ま物もの狩がりは損そこなうべきではない至宝』だと言っていた。

　その価値観においてなら、父は、間違いなく彼らにとって助けるべき人間のはず。

「そうかそうか、いやいやすげえよ。見てたから知ってる。遠くからでもよくわかったぜ、ソイツのデタラメ加減。勇いさましいなあ、魔物狩りかくあれかし、ってか？」

「じゃあ！」

「おう、もちろん死んでもらう」

　え、とレンがこぼす間も与えられない。

　ひげ面の男は、レンが隣となりに抱かかえる大切な人の身体からだを蹴けり飛とばした。

「うひい～、硬かてえなあ。まだ魄はく気き纏まとってやがんのか。足痛いてえだろうがクソ」

「……っ、……お、お父さん！」

　一緒に吹き飛ばされゴロゴロと地面を転がったレンだが、自分のことなどどうでもよかった。そんなことより父だ。

「……グッ、ウ」

　彼は、わずかに呻うめいた。身体から滲にじんでいた血が、さらに広がった気がする。

「な、なんで！　どうして！」

「どうして、って、わかるだろうがよ～」

　ひげ面の男は呆あきれた顔で言う。

「ソイツに生きていられると困るわけよ。今回の災魔流を滅ぼしたのは、俺たちなんだから」

「……は？」

「いやあ、街から抜け出したはいいけどよ、報告とかはしなきゃならんからなあ。遠巻きに様子見てたのよ。そしたら驚いたぜ。山で歌い出す馬ば鹿かに、それに惹ひかれて進路を変える災さい魔ま流りゆう。そんだけでもわけわからんのに、極きわめつけはソイツだ」

　レンの隣のマスターを指さし、ひげ面の男はなおも朗ろう々ろうと語る。

「災魔流だぜ？　千体超ごえの魔物の群むれだぜ？　全部ぶっ倒しちまうとはなあ……。間違いなく王室から勲くん章しようもらえるぜ。……だからその功こう績せきはよお、酒場の店主なんかにやるのはもったいないってもんだろ」

（……自分たちの、手柄にするっていうのか。……お父さんを、いなかったことにして）

　理解して、平然としていられるわけがなかった。

　この人が、どれだけ傷つきながら、どれだけ勇ゆう敢かんに誇ほこり高たかく戦ったと思っている。

「……恥はずかしく、ないのか！」

「あ？」

　こいつらに助けを求めても無駄なことは、もう、よくわかった。

　ならば言うべきことを言ってやる。

「お前ら！　それでも魔物狩りか！」

「……うっせえな」

「ぐッ！」

　顔面を蹴られた。一いつ瞬しゆん、視界がホワイトアウトする。

　それでも、怯ひるんでなんてやるものか。

「ガキ、調子に乗んなよ」

「口だけの腰抜けが偉えらそうに！　臆おく病びよう者ものの卑ひ怯きよう者ものだ！　魔物が怖くて逃げたくせに！　僕と同じで弱虫なくせに！」

「…………」

　もう一発、今度は腹を蹴られた。転がったところを、さらに何度も踏ふみつけられる。

「るっせえなあ！　誰に向かってクチきいてんだテメエ！」

「ぐッ、う、うッ……！　そこにいる、ビビり野郎に、決まってるだろ！」

「……あ～あ～あ～、殺すぞ！」

　右腕へひときわ強く、靴くつ底ぞこが刺さる。鈍にぶい音が鳴って、レンの全身に脂あぶら汗あせが噴ふき出でた。

　それでも、悲鳴はあげてやらない。

「……どうせ、最初から！　僕も殺すつもりなんだろ！」

「へっ、よくわかってるじゃねえか」

　男は、レンの喉のど元もとを片手でつかんで宙ちゆうに吊つった。

「お～い安心しろよ～、すぐにコイツも殺してやるから。ま、なにもしないでも死ぬだろうが、親切心よお」

　そう言うのは禿頭の男だ。いつの間にか、レンの父のすぐそばにいる。男は自らの胸元を叩たたき、細身の剣の形をした魄武器レーゴラを出現させ、

「……ッやめろおお!!」

　レンの叫さけびなどおかまいなしに振ふり下おろした。

「おっ、と！　かってえええ！　なんじゃこりゃ！　魄気量どうなってんだこいつ！」

　男の剣は硬質な音を立て、父の、【祝福持ち】の強きよう靱じんな身体に弾はじかれる。

「でも、ま、いつかは刃はも通るだろ！」

　ガッ、ガッ、ガッと、何度も何度も禿頭の男は、父へ剣を叩きつける。

「やめろ！　やめろおお!!　ぐ、ううう……や、め、ろ……！」

「うるっせえなおい」

　ひげ面の男の、レンの首を絞しめる力はどんどん強くなる。視界が暗くなっていく。動く左手や足で抵抗するが、どうにもならない。

「この、こんのおおお…………！」

「諦あきらめろ諦めろ、お前にはどうしようもねえんだよ、この状況」

「ぐ、う、うううう……！」

　思い切り蔑さげすんだ顔が、目の前にある。男はそのまま、なんでもないように言った。

「ああ、そうだ。教えといてやる。街のヤツらもこの後全員殺してやるから安心しな」

「…………は？　なんっ」

「余よ計けいなこと言われるわけにゃあいかんのよ。そこに転がってるヤツの素す性じようがどれだけ知られてんのかはわからんがな、俺たちの功績だって話にケチつけられたらかなわん」

「…………、そ、んな」

　そんなことが、さすがに許されるはずがない。めちゃくちゃだ。

　こちらの言いたいことを察さつしたのか、男は口を歪ゆがめて説明を加えた。

「この山でヤっちまえば、逃げ込んだ先で魔物に殺されたってことにできる。魄はく技ぎにはいろいろあってな、死体をほとんど後に残さねえ技もあるのさ。面倒だが、それくらいの労働はしてやるよ」

「大抵の住民は、帰ってこないお前たちを探しにここへ来るだろ！　好都合だ！」

　レンの父へ剣を振り下ろしながら、禿頭の男がそう補足する。

「…………～～～～ッ！」

　もはや言葉にならない咆ほう哮こうが、レンの喉から鳴る。

　今はじめて、誰かに対して明確な殺意を覚えている。目の前のこいつらを、叶かなうのならば殺してやりたい。

「住民を護まもれなかったっつーのはマイナスポイントになるが仕方ねえ、全部ひっくり返されるリスクを抱えるよかマシだ。へっ、田舎いなか街まちの住民どもの命なんて、どうせさほど重要視もされねえよ。災魔流を滅ぼした功績に比べりゃあなあ」

　悔くやしい。悔しい悔しい悔しい。

「お前らがやったことはぜ～んぶ、俺たちの得にしかならなかったわけ。ありがとな～」

「～～～～ッ、～～ッ！」

　悔しい悔しい悔しい悔しい悔しい！

　なにもできないまま殺される。自分も、自分の大切な人たちも。

（くそう、くそうくそうくそう！）

　力を持たない怒りなんて、なんにもならないのだ。最後の最後でそんなことに気づくも、それはあまりに遅すぎたのだろう。

　悔しさだけで死にそうになりながら、男の手で命を散らす──。




「あ？」




　寸前だった。レンの首を絞めるひげ面の男から、間ま抜ぬけな声がこぼれた。

「あ、…………ああ!?」

　男の腕を、矢が貫いている。黄金に輝かがやく、一本の矢が。

「ってえええええ！　なんだ!?　んだよボケエエエ！」

　男は動どう揺ようと衝しよう撃げき、そして痛みにだろう、レンの首から手を離す。

　その瞬間、突然に横向きの加速感がレンの身体を包んだ。

　男の手から自由になったレンの身体は、そのまま地面に落ちるよりも一瞬早く、横から突つっ込こんできたなにかにさらわれていた。

「生きてるか!?」

　レンをさらったのは、金色の髪を揺らす、とても可か憐れんな人だった。

「生きてるよな!?　……悪いっ、遅くなったっ、悪いなっ、悪いっ！」

　そのまま男たちから距離を取り、やがて草むらを靴で嚙かんで動きを止めたその人は、荒い息を吐はきながら、汗で濡ぬれた顔でレンにそう謝る。

「ベルざっ、ゴホッ、ゴホッ！」

「無理にしゃべるなっ、いい！」

　今の今まで首を絞められていたので、思わず咳せき込こんでしまう。レンを地面に下ろしたベルは、ゆっくり背中をさすってくれる。

　その手の優しさに、一発で泣きそうになった。

「痛いてえっ、痛えよおお！　クソお、痛ええ……！」

「あんだあ!?　……てめえ、三姉妹の。どこから湧わいて出やがった、クソが！」

　狼狽うろたえるばかりのひげ面の男を無視し、禿頭の男はこちらに剣を向け、踏み込もうとしてくる。

「そのガキ返しやが、っ!?」

　だが、男の足は途中で止まった。

「……いやいやいやいやいやふざけんなっ！」

　空から大量の矢が降ふり注そそいできたからだ。

　矢の大群は、彼というよりも、彼とこちらの間の空間に突つき刺ささっていった。それでも禿頭の男は、思い切り後ろへ身体を引く。

「……は～っ、は～っ、あっぶねえ」

「痛え、痛え、クソおおおお！　痛えよおおお……！」

「っテメエはいつまで矢の一本でピーピー言ってんだボケ！　……ぁああ上見ろ上!!」

「んだよまた矢か!?　…………～～ッ!?」

　禿頭が空を指差し叫んで、ひげ面も状況を理解したようだった。

　レンにも、見えている。上方、星明かりの綺き麗れいな夜空をバックに、大剣を振りかぶった人影がひとつ、こちらへ落下してきているのが。

「ふざ、ふざけっ…………ぃッ!?」

　その場から飛とび退しさろうとしたひげ面の男の片足を、どこからともなく飛んできた金色の矢が斜ななめ上うえから貫き、地面に縫ぬいつけた。

「ま、待て、待て待て待て嫌だああああああああッ──」

　男の悲鳴は、そのまま断だん末まつ魔まのものとなった。

　大剣が振り下ろされ、男の身体を縦に一刀両断。

　勢いのまま地面ごと大きく叩たたき斬きったその一撃は、あまりに強かった。分かたれた男の身体は、綺麗に残ったとは言いい難がたい。

　ぐちゃぐちゃの肉にく塊かいとなって、びしゃりと地面に広がった。

「ひ、ひ、……ひいいいいいいいイイイイィ……!!」

　禿頭の男は尻しり餅もちをつき、悲鳴をあげている。その視線の先には、今さっきまで仲間の身体だったもの、そして。

「次はお前だ」

　着地し、頰ほおについた返り血を意にも介かいさず、冷たい瞳ひとみで大剣を担かつぎ直なおす美女、オルカ・スクーデリアがいる。

　彼女が放つ威い容ようは、周囲の空気すら歪ませるかのようだった。場を支配する圧倒的な威圧感が、そんな錯さつ覚かくを起こさせる。

「く、く、来るなああああああああああ！」

　錯さく乱らんした様子の禿頭の男は、得え物ものである自身の剣をオルカに向かって投げつけた。腐くさっても魔物狩り、その膂りよ力りよくで投げられた剣は、レンの眼めには途と方ほうもない勢いで飛んだように見える。

　それをオルカは、武器で弾くことすらしなかった。

　左手で無む造ぞう作さに摑つかみ取とる。刃の部分を、素す手でで受け止めたのだ。

「…………う、噓うそだ」

　震える男の前、オルカの手は、指一本飛んでいない。切り傷一条、ついていなければ血の一滴、こぼれていなかった。

　そのまま、オルカは冷ややかな表情を変えず、細身の剣の刀身をグッと握にぎりしめた。

　なにを、とレンが驚く間もない。甲かん高だかい音を立て、オルカの手の中で刀身が砕くだけた。

「あ、が、あ、あ、あ、ぁああああああああアアアアアアアアッ！」

　両手で頭を抱え、禿頭の男は異様な叫び声を上げる。目は大きく見開かれ、口からはよだれが垂たれていく。

「魄武器は……自分の心からできたもの……。だから……壊されると心にダメージが返ってくる……」

「ナーファルさん！」

　トッ、と軽やかな音を立て、どこからかレンの隣に降りてきたナーファルが、そう説明してくれる。

　そして彼女はその腕に、なんとレンの父を抱えていた。本当に、いつの間に……なんて驚きは二の次だ。

「お父さん！　お父さん！　あ、あ……」

「まだ……息はある……」

　地面に柔やわらかく寝かせてくれながら、ナーファルはそう言う。しかし、その言葉の気き遣づかわしげな響ひびきがどんな意味を持つか、レンもわかってしまった。

「……ごめんね。…………傷が深くて……もう私にも……」

「……いえ。ありがとう、ございます……！」

　そばに寄り添ってみれば、彼の大きな身体からはまだ熱を感じる。だが、それはこの世から去っていく寸すん前ぜんのものだとわかってしまう。

　たとえ今すぐ医者に診みせたところで、引き戻せるものとは思えなかった。

「…………」

　なにも言わないまま、ベルはまた背中を撫なでてくれた。

「ぐぞおおおっ、ああああっ、ぐぞおおおお……！　……っ！」

　にごった声が聞こえる。

　見れば、禿頭の男が血走った目でオルカを睨み、しかし、返ってきた視線の冷たさにまた身体をビクリと震わせていた。

　窮きゆうした男が選んだのは、自分の味方を頼むことだった。

「……た、たいちょおおお！　へ、へへ！　あ、あんなヤツ、ヤっちまってくださいよ！」

　駆かけて行った先にいるのは、【祝福持ち】の魔物狩り、カムシン・グランダムだ。

「え、えへへへへ……お、女の魔物狩り風ふ情ぜいであんな、ちょ、調子に乗ってるだなんて、み、身の程を！　教えてやらねえと！」

「そうだな。必要のないものには、いなくなってもらわなければ」

「お、おっしゃる通りで！」

「だから」

　真実、レンにはなにも見えなかった。ふたりが、ただしゃべっているだけにしか。

「こうしなければな」

「…………ぇ？」

　だが、禿頭の男の、気の抜けた声を最後に、ふたりはひとりになってしまった。

　カムシンの前、禿頭の男の首はずるりとスライドし、やがて頭が地面に落ちた。草むらの上、ドッとくぐもった音が鳴る。

　血を噴き上げる部下の亡なき骸がらを、その【祝福持ち】はなんの感情も見えない顔で蹴り飛ばし、自身の前からどかした。

「さて」

　手には、剣が握られている。濃い緑の色を基調とした、すこしだけ刀身がカーブを描えがいている剣だ。

　あれがあの男の魄武器なのだろう。きっと今しがた、レンにはとても見えない速度で振られ、部下の命を奪うばった刃やいば。

「ずいぶん余よ裕ゆうだな。自分で自分の味方を減らすかよ」

　カムシンに声をかけたのはベルだ。

「もうひとりの部下がこっちにやられた時も、助けるそぶりはなかったな。テメエならできたろうに。冷たいね」

「理由がわからないか？」

　男の言葉に、ベルは呆れたように笑った。

「いやあ根が善良なもんでわからんが、もしかして、テメエの取り分増やすためとか？」

　確認の体ていをとってはいるものの、ベルの口調はどこか断定的だった。

「お前たちが手て間まを省はぶいてくれて助かった。もとよりこうするつもりだったからな」

「そりゃ光栄」

　ベルたちはどうやらこの場の状況を把は握あくしているようだが、レンからすれば、どうして彼女たちがここにいるのかわからない。

「オルカ姉が……ね」

　そんなこちらの思考を読んだかのように、教えてくれたのナーファルだった。

「『おかしかった』って……言ったの。行くはずだったふたつ隣の街へ着く前に……『レン君の様子が絶対におかしかった』って……。『戻らなきゃ』……って」

「オルカさん、が……」

「あんまり必死に言うものだから……私とベル姉もそれに従って……。戻ってみたら……街の人たちが状況を教えてくれたの……。災魔流が来ていて……レン君がそれをひとりで山の方へ呼び寄せて……酒場のマスターが……助けに行ったって」

　マスターが実は魔物狩りだったっていうのは……驚いたけど……、とナーファルは結んだ。

「お前たちも、そこで死んでいるふたりと同じく、魔物にやられた名誉の戦死ということにしておいてやろう。仲良しこよしの街の連中もじきに行く、さみしくはない」

「それで？　あなたはだれも護れないまま生き残った、世紀の無能として有名になる？」

　オルカの指摘に、カムシンは動じない。

「田舎の街人やら女の魔物狩りなんぞが死んだところで、大した話ではない。災魔流を討うち滅ほろぼしたという功績の前には些さ細さいだ」

　声には力みがない。思っていることを、生のまま口にしているだけだとわかる。

「お前らの命は、その程度のものだ。部下ふたりの死も、戦いの壮そう絶ぜつさを語るのに役立つだろう」

「クズ……」

　ナーファルがそう吐はき捨すてる。ベルは「へっ、そうかい」と笑った。

「しかし、わざわざ死にに来るとは理解に苦しむ。まさかとは思うが、……勝てると思っているわけではないだろう」

　その言葉を皮切りに、男の剣からそれは流れ始める。

「〝────　──　──────〟」

　詞しは聞き取れないが、旋律ははっきりと響いている。

　どこか非現実的な魅み力りよくを放つ、【うたうたい】の歌。こんな状況でなければずっと聴きき入っていただろう、美しい音色。

　それがどれだけ魔物狩りに力を与えるのか、レンはついさっき目まの当あたりにした。

「ナーファル、援えん護ごを頼むぞ」

　レンが制止の声を上げるよりも、ベルがそう言って前へ歩いていく方が早かった。彼女はその手に両の短剣を出現させ、オルカの隣に立つ。

　ナーファルも弓を構かまえており、そこにはもう矢が番つがえてある。

「だ、駄目です！　【祝福持ち】は、だって！　すごく……！」

「レン、ここまで来たらもう同じだ。アタシらが戦わないっつっても」

「見逃してはもらえないわね」

　ベルが言って、オルカが続く。

　反はん駁ぱくできる点はひとつもない。それが死ぬほど情けなく、申し訳なかった。

「レン君……そこにいて。動かないで。……見守っていて」

　弓ゆみ弦づるを引ひき絞しぼったナーファルが、その手を矢から離した。闇やみ夜よを切きり裂さく金の閃光と化した一発は、始まりの合図。

　ベルとオルカが同時に地を蹴り、矢と同じようにカムシンへ走る。

「…………」

　瞳を蒼あおく染めたその男は、ナーファルの一撃を避よけることすらしなかった。

　彼の胸元に吸い込まれていった矢は、硬質な音を立て、あっさり弾かれる。

　剣に、ではない。無防備にすら見える、彼の身体そのものに、だ。対応する価値などない、そう言うかのようだった。

　続けてギィンギィンギィンッと、一瞬で三つの音が響く。

「…………っくそ！」

　カムシンへ飛びかかったベルが、勢いのまま放った斬ざん撃げき三さん閃せん。しかしそのどれも、やはり【祝福持ち】の男はガードすらしなかった。

　棒立ちで受けてなお、なんのダメージも喰くらっていない。

「ッフ！」

　力強くカムシンの眼前に踏み込み、足で地面を凹へこませながらオルカが大剣を振るった。

　斜めに奔はしった大きな刃を、カムシンは、今度は自らの武器でガードした。

「さすがにお前の一発は重いな」

　そう言いながらも、受け方は無造作で適当だ。まともに構えているようには見えない。

　それでもオルカの剣はやすやすと止められ、軽く弾かれた。かつて竜りゆうすら屠ほふった一撃が、あっけなく。

　悪夢にしか、見えない。

　レンは悲鳴をあげかけたが、三姉妹は攻撃を続ける。

　オルカの剣を受けた直後の隙すきを狙ねらって、ベルがカムシンの背後に回り込んでいた。逆さか手てに握り直された右の短剣は、先端が強く輝いている。

　剣が突き込まれたのは男の首筋。相手の防御が硬いと見るやいなや、急所を全力で一点突破。強したたかな戦術だ。

「ぐぅッ!?」

　ベルの小柄な身体が宙を舞う。カムシンは彼女の方へ一瞬で向き直っており、剣を握っていない左の拳こぶしを振り抜いた体勢。裏拳だ。

「ベル姉……！」

　ナーファルが新たに矢を番え、力をこめて弦つるを絞り。

「っは？」

　意味がわからなかった。ナーファルの隣、レンは思わず間抜けな声をもらしてしまう。

「はや……っ!?」

「遅い」

　驚きよう愕がくに目を剝むくナーファルの眼前に、カムシンの姿があったのだ。一瞬前まで、あんなに遠い間合いにいたはずなのに。

　なにかトリックがあるとしか思えないような移動速度。だが、仕し掛かけなんてなにもないだろうことはわかっている。

　ただの純粋な、【祝福持ち】の実力だ。

「～～っ！」

　動揺しながらも、近距離で矢を放とうとしたナーファルだが、それは許してもらえなかった。ズパンッと、鈍く嫌な音が響く。

「っあ……」

「ッナーファルさん！」

　奔ったのは、緑色の刃。噴き上がったのは赤い血。

　ナーファルの胸元から腹部まで、斜めに一本、大きな傷が開いた。

　力を失い地面へ膝ひざから崩くずれた彼女の身体を、カムシンは横よこ薙なぎに蹴りつける。真横へ飛んだナーファルは、受け身もとれないまま木に激突。そのまま地面へ転がった。

「死んだか？　念ねんの為ため、もう一度くらい」

　カムシンが言って、面倒そうに剣を振り上げる。

「ナーファルさん!!」

「ッゼアアアア！」

　声とともに、離れた間合いにいるオルカが、大剣を奔らせてまばゆい光こう刃じんを放った。巨大なそれはまっすぐにカムシンへ突き進む。

「邪魔だ」

【祝福持ち】の男がヒュンッと軽く剣を振れば、オルカのものと同じ大きさの光刃が生まれ、宵よい闇やみの中を飛んでいく。

　衝しよう突とつしたふたつの刃は、ひときわ強く輝いて、お互いの存在を消し合った。

「…………──ッ！」

　オルカの光刃の陰かげに隠れて接近していたのだろう。またたいた光の中から、無言のまま飛び出してきたのはベルだった。裂れつ帛ぱくの気合いをその目に宿している。

　あっという間に、彼女はカムシンの懐ふところへ踏み込んだ。

「ぉおおおらああああッ！」

　その叫びがレンの耳に届く頃にはすでに、目にも留とまらない連撃が始まっていた。

　どの角度からどの順番でどの位置に刃が奔っているのか、まるでレンにはわからない。たとえ竜種であったとしても、これを喰らえば細こま切ぎれになっているだろうと確信できるほどの、二刀による猛もう攻こう。

「満足か？」

　そのすべてが、【祝福持ち】の男には通じなかった。ベルの攻撃を防いだ剣で、カムシンは彼女の身体を腹部から串くし刺ざしにした。

　ベルの小さな背中から、血に濡れた刃が突き出る。

「ベルさああああんッ!!」

「……はっ、ばけ、もん、だな」

　つぶやいた彼女から剣を引き抜き、蹴り飛ばすカムシン。

　ベルの身体は放物線を描いてナーファルと同じ木に当たり、すぐ近くへ同じように転がった。

「ベルさんッ！　ナーファルさんッ！」

　彼女たちのもとへ走る。そんなレンを、カムシンは目で追うことすらしない。

「あ、あ、あ、……ベルさん……！　ナーファルさん……！」

「ぐ、う、……はは、きっつい、ね、どうにも……かはっ」

　上半身を起き上がらせようとしたベルは、それが叶わず、背中を木の幹に預あずけた。腹からはだくだくと血が流れ、咳き込んだ口からも赤い色が散る。

「…………」

　ナーファルは無言。彼女の周りにはすでに血だまりができている。倒れた姿勢のまま、レンに向かってわずか、ただ微笑ほほえんだ。

　とても美しく、儚はかない笑みだった。

「オオオオオオオオッ！」

「む……」

　ベルの連撃の間に距離を詰めていたオルカが、夜の闇すべてを追い払うように大剣を強く輝かせ、カムシンへ斬りかかる。素人しろうとのレンにも、その強烈さは本能でわかった。

　対してカムシンは、今度はすこし腰を落として構えを作り、剣で防御する。

「……ほう」

　意外そうに息を漏もらす彼の身体は、後方へ吹き飛んでいた。

　追撃に入ろうとするオルカだが、カムシンが地面に足を着ける方がわずかに早い。

　彼はえぐれるほど強く地を蹴り付け、瞬またたく間まに体勢を立て直し、逆にオルカへ斬りかかる。

「……！」

　緑の刃の、レンには剣筋さえ一切見えないような一撃を、オルカは大剣で防いだ。

「なるほど。……歌の加か護ごがないことを考えれば、驚きよう嘆たんに値あたいする強さだな」

「だったら、さっさと斬られてくれるかしら。妹が待ってるのよ」

「やれると思うなら、そうすればいい」

　キィン、と澄すんだ音が響く。またしてもカムシンが剣を振るい、オルカがそれを防いだ音だ。

　オルカが攻勢に転じることは許されなかった。そのまま、ひたすらカムシンが攻め続ける。何度も何度も、剣の音が夜の森に響いていく。

「……【祝福持ち】でもないくせをして！　俺の剣をここまで防いだヤツははじめてだ！」

　刃を閃ひらめかせるカムシンの声は、わずかに楽しそうですらあった。

「……っ、っ、く、ぅ……」

　対し、防戦一方のオルカは顔を顰しかめている。

　そもそも、カムシンの言う通り、【祝福持ち】の攻撃を防ぎ続けるというのは凄すさまじいことだろう。オルカは強いのだ、規格外と言っていいほどに。

「女でさえなければな！　実に惜おしい！」

　カムシンの言葉に、オルカはなにも返さなかった。その余裕がないのか、それとも違う理由なのか、レンにはわからない。

　ついに、オルカの身体をカムシンの剣が捉とらえた。

　右の太ももから、パッと鮮血が散る。

「これでもう、満足に逃げることもできないな」

「オルカ、さん……」

　戦いの最中に、カムシンとオルカの位置は何度も入れ替わった。今、レンからはオルカの背中が見える。逆に言えば、その顔は見えない。

　そして、オルカは言った。

「逃げるつもりなんて、最初からない」

「……本当に、つくづく、女であることが悔くやまれる強靱さだな」

「女であることを悔やんだことも、私にはただの一度もない。今までも、これからも」

（…………あ）

　顔が見えなくとも、オルカの背中から、伝わってくるものがあった。

　やけっぱちの強がりでもなければ、耐たえ忍しのんで立つ苦く悶もんでもない。

「女だろうが、男だろうが、関係ない。私の剣で、やることは変わらない」

（あ……、ああ……）

　傷を受けてなお、揺ゆれない声。劣勢に追い込まれてなお、すっと伸びた背筋。

「護るべきものを、護りたいものを、護るだけだ」

　星空の下、堂々と。

　オルカ・スクーデリアは、死地にあってなお揺れない生き様を、誇り高さを、その背で示していた。

「かっけえ、だろ……？」

　ベルが、彼女らしい笑みを血のにじむ口の端はしに浮かべて言った。

「はい……！」

「でもなあ、……だけじゃ、ないんだぜ」

「え？」

　ベルは眼を細めながら姉を、オルカを見ている。

「ひとりで、行くつもりだったんだよ……」

　呆れたようでもあり、まぶしいものを見ているようでもある、そんな眼だ。

「それは……」

「姉貴はな、ひとりで行くっつったんだよ、【祝福持ち】の姿が、見えた時、さ……。アタシもナーファルも、自分の意思で、勝手に付いてきちまったがな……それでも、もともとは、ひとりでも、行くつもり、だったんだぜ、姉貴はさあ……お前の、ところに」

「な……」

　レンの口からもれた言葉は、今更なのかもしれないけれど、どうしても思わずにはいられないものだった。

「なんで……！」

　そうされるだけの価値を、レンは自分自身に見つけ出すことができない。

「どうして！　なんで僕なんかのために！」

　ナーファルもベルも、そしてオルカも、絶対にこんなところで散るべき人たちではない。優しく強く美しい、この世界にあるべき希望の光に、レンには見えるのだ。

　消えてほしくない、潰ついえてほしくない。いわんや、こんな何者でもない子どものためなんかに。

「なんで、って…………あのね、レン君」

　背中をこちらに向けたまま、剣を強大すぎる敵へと構えたまま、オルカは言った。

「だって私は、……私」

　剣先が、ほんのすこしだけ揺れた気がする。

「…………明日のこと、楽しみにしているのよ」

　その言葉を、「ば～か……」とベルが笑った。





　　　　◆◇◆






　綺麗なものを探しなさい。育ての親は、事あるごとに、オルカへ何度もそう言った。

「……よくわからない。宝石とか、そういうの？」

「違う。人のことさ」

「おばあさまと、ベルとナーファルじゃ駄だ目めなの？」

「身内を大事にするのはいいことだ。だけどね、オルカ」

　言いながらその人は、トン、とこちらの胸元を人差し指で突つく。

「身内っつうのはあくまで、あんたの内側を照らしてあっためてくれるものだ。外の世界を見るための光と、外の世界で過ごすための熱は、外にあるものからもらわなきゃならない。つまり、綺麗なものってのは、それをくれる存在のことだ」

「……やっぱり、よくわからない」

　オルカがそう言うと、決まってその人はこちらの頭を撫で、洒しや脱だつに笑った。ベルの笑い方にそっくりだ。もちろん、ベルが真ま似ねをしている。

「綺麗なものは、まぶしいの？　温かいの？」

「ん～、というか、…………ま、じきにわかるさ。お前の世界は、その時に変わるよ」

　物心ついた時から、オルカの世界は暗かった。

　色彩の褪あせた、鮮あざやかさのない世界。なにかを美しいと思ったことは一度もなかった。

　鮮やかな色がついているのは育ての親と、妹であるベルとナーファルの姿だけ。あとのすべては、意識を惹くような色味を、すこしも持っていない。

「……そうかな」

「そうさ」

　いつか、「見つけた、わかった」と報告できるだろうか。そんなことを思っていたけれど、結局、間に合わなかった。

　オルカたち三姉妹をずっと護ってきてくれたその人は、オルカが十二の時に逝いった。最後の最後まで洒脱に笑う、格かつ好こうの良い人だった。

　だが、もうその人はいないのだ。

「あねき……」「オルカねえ……」

「大丈夫よ、ふたりとも」

　自分が、妹たちを護らなければ。

　世界に興味はなかった、他人のことなどどうでも良かった。明日死んでもなんの未み練れんもなかった──妹たちがいなければ。

　生きていて楽しいなんて思わないけれど、そう思うことのできる妹たちを護ってあげたかった。幸い、自分には力がある。

　魔物狩り稼業を始めて、最初の頃は必死に、すこし慣なれてくればまずまず気楽にこなせるようになった。

　一年が経たち、三年が経ち、五年が経ち。いつの間にか、殲せん姫きだなんて大おお仰ぎような名で呼ばれるようにもなって。

「片田舎ではあるんだけどさ、旅人の評判はいいし、どうかな？」

　その街の話を聞いたのは、七年後のことだった。

　たまたま用があって訪れた魔物狩り協会本部、顔見知りの事務員がそう言ってきた。

「魔物の出現数は？　……ふうん、まあまあだな。これなら食いっぱぐれることもねえだろ。アタシはいいぜ」

「女の魔物狩りがいなくて……困ってるなら……行ってあげたいなー……」

　現実主義なベルと、人の善いいナーファルの意見が一いつ致ちする。

　決めるのは長女の自分ということになっているが、オルカの判断基準は簡単だ。ふたりの意向を最大限汲くむ、である。そこに主体性はない。

　綺麗なものを探しなさい。

　育て親の言葉にはいまだ、応こたえることができていないまま。応えることができる未来も、正直、まったく想い描けない有あり様さまで。

　心の底ではなにも期待せずに、オルカはやがてその街の前へと行き着いた。

「あ……森がある……！」

　その街は、すぐ近くに小さな森があった。嬉うれしそうに声をあげたのはナーファルだ。

　事前に聞いていた話だと、危険な動物も魔物も出ないので住民たちも気軽に来ている場所らしい。

「休きゆう憩けいスポット……！」

「昼寝スポットの間違いだろ」

　苦笑するベルに、「ほぼ……同じ……！」とナーファルは悪びれずに答える。

「急いで街の人へ挨あい拶さつに行かなきゃいけないわけじゃないし、見に行ってみる？」

　オルカの提案にナーファルとベルは頷いた。ナーファルは木の上が好きなのだ。器用にバランスをとっては、よく寝ていたりもする。

　軽やかな足取りでまずナーファルが駆けていき、その後を小走りにベルが追う。ふたりを眺ながめながら、オルカも森へ入った。

　植物の香りに満ちた、緑豊かな場所。

（……でも）

　緑色をしていることは、頭ではわかる。ただ、そこに鮮やかさはない。だから心に響かない。

　色褪せた世界。こんなに遠い場所にやってきても、それは変わらないらしい。多少、オルカを辟へき易えきさせる。

「あれ……？　ベル、ナーファル？」

　先を行ったふたりが立ち止まっている。彼女らの目の前は、拓ひらけた場所のようだ。だが、ふたりはそこに入っていかない。

　魔物でもいるのか。警けい戒かいのレベルを上げて、素早く妹たちのもとへ駆けつけ。

「………………え」




「〝──しか知らない愚おろかさが〟」




　耳に飛び込んできた歌声に、意識のほとんどが持っていかれた。

「〝唯ゆい一いつ持ってる僕の武器〟」

（…………………………は？）

　巨大なハンマーで殴なぐられたような衝撃だ。背筋にビリビリと、波が奔ってくる。

「〝まぶしさに慣れてしまったら〟」

　あまりに美しく、澄んでいて、かつ感情豊かな声だった。

（おと、このこ……？）

　森の拓けた空間で歌っているのは、少年だった。風に揺れる銀の髪、一見すると少女に見えるような線の細い顔立ち、成長途中の小柄な体たい軀く。

「〝今日の夜道を走れない　わかってる〟」

「すっげ…………なんだ、なんだあのガキ…………すげえ…………、すげえ」

「なんか……この前聴いた……【うたうたい】の歌より……すごいかも……」

　ベルとナーファルは、すっかり少年の歌に惹き込まれ、驚嘆の声をもらしている。

（……す、ご、……い、…………って、いうか……）

　オルカは、声どころか吐息だって、こぼす余裕がなかった。

「〝ここにすべてがあったって〟」

「～～っ！」

　メロディの一音一音に、途中に入る息いき継つぎの音にすら、身体が痺しびれる。

「〝止まる理由にできなくて〟」

　オルカに起こりつつある異常は、それだけではない。

　視界がおかしい。目に見えるありとあらゆるものが、なぜかチカチカと明めい滅めつしているかのように感じられる。

「〝剝はがれて離れるそのときに〟」

　まるで、なにかとてつもない変化が起こる、その前兆のように。

　予感の肌触りは、恐きよう怖ふに似ていた。

（……ああ）

　だけど、オルカは抗あらがおうとは考えなかった。

　だって。

「〝さよならひとつじゃ足りないんだ〟」

（…………なんて）

　なんて、素す敵てきなんだろう。そう思えてしまって、しかたないから。

　オルカの頭は、もう働いていない。心が感じることだけを、ただ浮かべる。

「〝僕はなにかを差し出すだろう〟」

　視界の明滅が強くなる。なにかが起きてしまう、そんな気がする。それが怖い。すごく怖い。だけど、受け入れてしまいたい気持ちもあって。

（わたしは……）

　怖いにしろ、待ち遠しいにしろ。

　きっと、トドメを待っている──。

「〝すこしの悲しいを積み上げて〟…………え、あ！　旅の方ですかっ？」

（あ……）

　それは、結局、まったく予想していない形でやってきた。

「ごめんなさい、気がつかなくて……！」

　こちらに気づいた少年が、ふにゃりと笑った。

　それまでの、現実離れした歌声を響かせるある種神がかった様子から一転、いきなり等身大の人間になった。男の子になった。

（あ、あ、……あ）

　ビクリと固まる、オルカの身体。息の仕方をこの瞬間、オルカは忘れた。

「歌に夢中で、すみません……」

　照れくさそうに、男の子は相変わらず笑顔を浮かべている。

　笑顔。

　その笑顔、笑顔だ。オルカに放たれた最後のひと押しは、そんな姿をしていた。

　綺麗なものを探しなさい。育ての親の言葉が、頭の中で鳴った。

（ああ、あああ……）

　そして、爆発が起こった。そうとしか、オルカには見えなかった。

　ザアアアアアアアアッと、音を立て。

（そんな…………こん、な……）

　オルカの意識の中、世界が鮮やかになっていく。

　男の子の浮かべた笑顔を爆心地にした、それは色彩の爆発だった。

（うわ、………………うわ、うわ……なん、な……）

　森中の緑が、なんて瑞みず々みずしい。

　木の幹は過ごした年月が透すけて見えるような渋い茶で、抜けるように高い空は青く、無む垢くとはこういうことだと教えるように、浮かぶ雲が白い。

　思わず後ろに下がった自分の足が、足元の草を揺らした。鳴った小さな音の響きさえ、さっきまでとはまったく違う。

　草木の香りはひどく生々しく、動揺に握りしめた服の裾すそは、おかしい、こんなに柔らかかっただろうか。

　頭がまったく追いつかない。

「いや、こっちこそ、邪魔しちまって悪いな。いい歌だったぜ、すごかったよ。アタシらは…………って、姉貴？　おいおいどした？」

「オルカ姉……うわ……顔……真まっ赤か」

「え、あ、え……」

　顔に手を当てる。熱い、人の温度かこれが。

「あ、あの、もしかして体調でも……だったらすぐにお医者さん呼んできますので！」

　男の子がこちらへ駆けてくる。その姿を見て、もう一度、あの言葉が頭に奔る。

（綺麗な、ものを……探しなさい…………綺麗な、ものを）

　育ての親は、そう言った。そんな彼女に、なにも知らなかった自分は聞いた。『綺麗なものは、まぶしいの？　温かいの？』と。

（違う、違う違う違う、違う……！）

　今ならわかる、もうわかる。

　綺麗なものがまぶしいんじゃない、温かいんじゃない。

「おいおいマジでどうしたんだ姉貴、はじめて見たぞ、んなツラ」

「オルカ姉……？　だいじょ……………………え……まさか」

　心配してくれる妹ふたりは、やっぱり色鮮やかなまま。だが今、オルカの世界で鮮やかなのは彼女らだけではなくなった。

（全部、全部、世界の、全部……なにも、かもを……）

　綺麗なものは、その光で照らしてくれるのだ。

　だから世界のすべてはまばゆく色づき、身体は感じたことのない熱を持つ。

　育ての親が、これを探せと言った理由がわかった。その時、世界が変わると言った意味も。

「そこに座れるところもあるので、すこしだけ待っていてください！」

　目の前に、彼がいる。

　理屈じゃない、段階もない。これはそういうものなのだ。

　人が願っていても恐れていても、空に雷の瞬またたくように、意思でどうこうできるものではない。容よう赦しやなく輝き、一瞬で焼きつき、それまであった世界をある意味で壊していく。

（……で、……でも、………………い、いくつ、くらいだろう）

　近くで見て、あらためて自分との年の差を感じる。

　激げき甚じんな気持ちは、だからこそ同時に強烈な自制心を生み出した。大きすぎる自分の気持ちを、生なま半なかなやり方では制御する自信がない。

「……いえ、大丈夫。旅でちょっと疲れただけだから、平気よ」

　オルカの声は、完璧に冷静を装った。

「で、でも……」

「身体は頑がん丈じようにできているわ。魔物狩りなの。誰かから話とか聞いていないかしら？」

　顔の温度も平常に戻って、表情も涼すずやかなものをキープできているだろう。

「え……あ！　わ～！　聞いてます！　ほ、本当に来て下さったんですねっ！」

「そんなに大層なものじゃないけれど……」

　男の子の前、オルカは穏おだやかに笑う。

　心中に嵐あらしを抱えながら、決しておくびにも出さない。オルカの選択はそれだった。

　正解だったか間違いだったかはわからないが、この時オルカに採とれた選択は、こうするか、もしくは衝動にまかせて誘ゆう拐かいするかの二択だったのだ。

　ヤバい女だと思われたくない、どうか関わりを切られたくない、そんな思いがオルカに前者を選ばせ、仮面を被かぶらせた。

「姉貴……？　いやさっきのはマジでなんか…………まあ、後でいいか」

　ベルは不思議そうに呟つぶやき、ナーファルはじいっとこちらを見ていた。

　ともかく、こうして。

　この日、オルカ・スクーデリアの世界は一変し。

　それまでとは比べものにならないほど、人生を真正面から味わう日々が始まった。





　　　　◆◇◆






　おばあさま。

　ねえ、おばあさま。

　心の中、オルカはその人に語りかける。

（見つけました。オルカは、見つけたんです。私にも、見つけられたんです）

　あなたの言っていたものが、教えてくれたものが、見つけられたんです。

　おかげで、自分の世界はめちゃくちゃだ。だけど、それが、たまらなく愛いとしい。

（やっぱり、おばあさまには敵かないませんね）

　疑っていたわけじゃないけれど、ここまで教えてくれた通りだと、驚くしかない。

　オルカの世界は、あの日変わった。その時の衝撃は、今も胸の中にある。

　世界を変えてくれた男の子への気持ちは──レン・レヴェントンへの想いは、大きくなるばかりで。

　だから、退ひく気は毛もう頭とうない。

「愚かな女だな、理解ができん」

「臆病な男には、わからないでしょうね」

（こいつを殺し、レン君を護り、ベルとナーファルとマスターさんを街へ連れて行って治療する）

　やることはシンプルだ。自分の命のベットが必要ならば、いくらでもそうしよう。

　相手の斬撃は、一発で殺されない程度にはギリギリ捌さばける。

　ならば、いつか必ず隙をつける。その一瞬で、首を落とす。

　どれだけ細い勝機でも、摑んだ方の勝ちだ。摑めるか摑めないか、問題はそこにしかない。

　護るのだ、愛する家族を──そして。

「オルカ、さん……」

「勝つから、レン君」

　あの日、自分を色褪せた世界から救ってくれた、綺麗なものを。
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　ギィンギィンと、またカムシンとオルカの戦いが再開された。一方的にカムシンが攻め、オルカがそれを防ぐ戦いが。

　素人のレンにも、勝ち目の細い戦いであることはわかった。いよいよ、カムシンの鋭利な刃がオルカの身体を斬り裂いては、赤い花を次々に咲かせはじめたのだ。

　まばたきする間に新しい傷が増えていくような有様。

（オルカ、さん……）

　なのに、彼女の戦いくさ姿すがたにはほんのわずかも、悲ひ愴そうさは滲んでいなかった。

　馬鹿なことを考えてしまう──こんなに綺麗なものが、この世にあるのか。

（……なにを、しているんだろう）

　レンは思う。

　自分自身に対してだ。

　父が、ナーファルが、ベルが、そしてオルカが。

　戦ってくれた。戦ってくれている。傷ついて、なお必死に。

　なのに自分は、なにをやっているのだろう。オルカの戦いを見ていよいよ、レンは自分が恥ずかしかった。

　彼女の背中に隠かくれて、いったい自分はなにをしている。

「馬っ鹿だろう。……あの馬鹿さがさ、アタシにゃあねえんだわ」

　傍かたわらのベルが小さく笑う。彼女はすぐに咳き込んで、口から血を吐いた。

「ベルさん、しゃ、しゃべったら、傷が……！」

「いいって、……いいんだ、聞けよ」

　止めるレンだが、ベルはそう言った。いつものように洒脱な口調は、しかし弱々しい。

　隣でナーファルは、ずっと目をつむったままだ。胸はかすかに上下しているけれど、他はもう、指先ひとつ動かない。

　ベルの言った『いいんだ』の意味がわかってしまったような気がして、レンはぎゅうっと自分の手を握りしめる。

「アタシは、力でなんとでもしてやる派の姉貴とは、違う……。甘ちゃん良い子ちゃんな、ナーファルとも、違う……。…………現実、見えてるわけよ。だから、さ」

　オルカの戦いを見つめながら、ベルは静かに自らの内面を晒さらした。

「今、姉貴がどんな作戦考えてんのかは知らねえが……。……アタシは、わかってるし、最初からわかって、たんだよ。……【祝福持ち】に、たて突いて、勝てるわけねえってことくらい、さ」

「ベル……さん……」

「死ぬだろうな、って、わかってた……」

　そんなことを言われてしまえば、聞かずにはいられない。

「…………どうしてっ、じゃあ、どうして……」

　オルカにも向けた問いだが、今、ベルにも絶対に聞かなければならないと思った。

　だが、彼女は突然、話題を変える。

「……なあ、レン。アタシ、噓ついてたんだ、お前に、一個……。ごめんなあ……」

「……え、……えと、」

「アタシらが、いない時に、ひとりで練習しないように、って、お前から、剣を預かったろ……。違うんだ、あれ……。そういう理由も、あったけど、一番は違うんだ……」

　ベルが始めた話は、もう何日も前のことだ。レンが剣を買って、森で練習していた時の一幕。危なっかしいこちらの様子に、オルカとベルが指し南なん役やくを買って出てくれた。

　どこか恥ずかしい秘密を明かすような声音で、ベルは続ける。

「本当は、さ……ただ、……ただ、お前に、さあ……持ってほしく、なかっただけ、なんだ……剣、なんて。あんなもん……アタシらみたいのが、振ればいいんだ……。お前は、お前には、似合わない……。そう思って、だから、アタシは……」

　すこしずつ、すこしずつ、ベルの口調が緩ゆるくなっていく。意識が解ほどける前ぜん兆ちように見えた。

「…………ああ、そうなんだよなあ」

「ベルさん……？」

「アタシは、お前の歌が、……つうか、……歌が好きで好きでしょうがない、お前を見るのが、好きなんだ……。なんか、……まぶしくて、さ。……いいな、って、思っちまった。それを、自分が剣ぶん回す理由に、したいくらいには」

「……っ」

　彼女の手がゆっくり上がって、レンの髪をなでる。

「アタシ、なんかの剣、にも……さあ。意味があるのかも、って……思ってみたく、なっちまった。……したら、やっぱさ……お前が剣持つのは、違うじゃんな……はは」

　ベルの目元に、わずかな光。

「姉貴、みたいに、強くもねえし……。ナーファル、みたいに、優しくも、ねえ……」

　星明かりを反射する雫しずくが、そこにあった。

「なんにもねえ、アタシの剣だけど、さ……。それで、さ。…………護ってみたかったんだ……いいな、って、思ったもんを……」

「…………っ」

　全身が、総毛立つ。

　強い感情が、身体の中で暴れまわる。それの名前を、レンは知っている。

「ばっかみてえだ……。あんだよ、……案あん外がい、がっつり入れ込んでたんじゃねえか」

「ベルさん、僕、は……」

「は、は、は……。…………思わねえもんだなあ、──やんなきゃよかった、なんて」

　ポロリとひと雫、彼女の瞳から輝きがこぼれる。それでも、ベルは笑っていた。

「……ベル……姉……って……けっこー……馬鹿だったん……だねえ……」

「……ナーファルさん！」

　わずか、ナーファルの瞳が開いていた。小さな小さな、かすれた声で彼女は言う。

「でも……私の方が……馬鹿かな……。…………難しいこととか……なんにも考えなかった。レン君が……ひとりで怖い思い……してると思って……だから来ちゃった……」

　血ち溜だまりの中にあっても、彼女は彼女のままだった。出会った頃からずっと優しい、ナーファル・スクーデリアのままだった。

「やらなきゃよかったって……私も……全然思ってないや。……あ……でも……ひとつ」

「奇き遇ぐうだな、ナーファル……。アタシも、このままだと、未練残りそう、だぜ……」

　ふたりは、完全に同じタイミングで言った。




「歌って……レン君……」「歌ってくれよ……レン」




　レンにははっきりと聞こえたけれど、夜に溶とけて消えてなくなってしまいそうなほど、ふたりの声はもう幽かすかで。

「歌って、くれ、レン……。好きなんだよ、ほんと、さ……なあ、頼む……か……ら」
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「レン……く……ん……」

　ついに、声はそこで途切れた。

　まるで冷たい暗闇の空気に、この世界の重さそのものに、押しつぶされてしまったかのようにして。

（………………わかったよ）

　レンは、ゆっくりと立ち上がった。

（わかった、わかった。…………いいよ、もう、わかった。わかったよ──そっちが、まったくなんにもわかっちゃいないってのは、よくわかった）

　どうしてこんな当たり前のことを理解してないのだろう、この世界というものは。

　目の前の、この人たちが、どれだけ素敵かわかっていない。だから、こんなにもすげなく扱あつかうのだ。

　さっきからずっと、レンの中で暴れ回っている感情、それは赤黒い怒りだった。

　教えてやらなきゃならない。

　彼女たちをふさわしく扱おうとしない、この世の流れそのものに、正しい認識を叩き込んでやらなきゃならない。

（僕が、馬鹿だった）

　ようやく理解した。

『なんで女性の魔物狩りに、【うたうたい】様は力をくださらないんだ』……かつて、そう思っていたけれど、なんて馬鹿だったんだろう。

　どうしてなんて不思議がっていたって、どうかなんて願っていたって、どうにもならない。

　歌おう。

　そうしてくれと頼まれたから、だけじゃない。

　だって、自分の歌には、彼女たちへの想いがこれ以上ないくらいに詰まる。

　誇り高さを示してくれるオルカが好きだ。頼もしさで包んでくれるベルが好きだ。温かさを手渡してくれるナーファルが好きだ。

　その気持ちを、歌に籠こめよう。

　空気を揺らし、空に響かせよう。

　なにもわかっていないこの世界に、そうやって、彼女たちの素敵さを叩き込もう。

　遠慮も躊ちゆう躇ちよも、容よう赦しやもしない。ぶん殴ってやるような気持ちで歌おう。

　世界を変えるには、それくらいじゃなきゃいけないだろう。

（……できるかな、……なんて、思わないよ）

　ましてや、できるわけないなんて、微み塵じんも。

（今なら、わかる。僕なら、できる。…………だって）

　自分は、千の魔物を向こうに回し、一歩も退かずに戦いきった、あの最高に格好いい人の息子なのだから。

　できないわけが、ひとつもない。

「ぐ、…………う、……ううううぅぅぅ！」

　決めた瞬間、身体がひどく熱くなる。きっと、彼女たちへの気持ち、この世界への怒り、そのふたつともが持つ熱だ。

　身体のすべての部分が今まさに、その熱で変わっていっている。組み変わっている。進んだら、もう戻れない方向へ。

「ううううぅぅぅぁぁぁぁぁぁぁぁ……!!」

　戻るつもりはないから、そんなことはいい。

　これは戦いだ。レン・レヴェントンの戦いだ。覚悟なら、もう決まっている。

　あの日紡つむげなかったメロディと詞が、心の中であるべき形を得る。

　歌おう。この世界に、殴りかかる歌を。
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「……っ！」

　右の肩口を刃が通っていった。鋭い痛みに、オルカは歯を食いしばる。

　いよいよ【祝福持ち】の男の剣を捌くことが難しくなってきた。身体は重く、意識が途と切ぎれかけている。

「そろそろ……終わりかッ？」

　男の動きは、いまだ衰おとろえを見せない。どころか、身体が温まってきたとばかりに切れ味を増している。

　それでも負けない。勝ってみせる。

　いかな【祝福持ち】といえど、結局は人間だ。命あるならば必ず殺せる。

「ぐっ！」

　左の脇腹が斬り裂かれる。今までで間違いなく一番深い傷、身体の中心近くまで刃が届いてしまった。

「よくやったよ、お前は！」

「～～っ！」

　その傷口に、カムシンは靴先を叩き込んできた。意識が一瞬飛んで、気がついた時にはだらりと剣が下がり、身体が傾かしいでいた。

（…………しまっ）

　オルカの視界の中、無防備になったこちらの胸元に、カムシンの剣先が迫っていた。心臓をひと突き、終わらせるつもりだろう。

　終わりか、これで。これで終わりか。

「～～～～っ！」

（お、…………わ、るかァ!!）

　全身に力を入れ、強引に身体の向きを変えていく。貫かれたって、それが心臓でなければいいだけだ。いや、心臓がやられたって絶命するまでの間に、勝利を確信した相手の喉を、すべての魄気を籠めた貫ぬき手てでぶち抜いてやる。

　やってやる。這はい寄よる恐怖と諦めをねじ伏ふせ、オルカは相手の剣先をにらみ。

（………………あれ？）

　やってくる刃が、いやに遅いことに気づく。ずいぶんゆっくり迫ってくる。

　集中した意識がそう見せているのだろうか、たまにあることだ。だが、そこまでの集中力は、もう自分には残っていなかったような。

　不思議なことは他にもあった。

　相手の遅い剣に対し、自分の身体がスムーズに動く。

（……ええ？）

　あっさりと、向かってくる剣先から身体を逸そらすことができてしまった。

　それでもなお、時間に余裕がある。まだなにかやれる。

「…………っ」

　なんだかわからないがとにかく好こう機き。構えの下がってしまった大剣は、間合いが近過ぎて振れない。オルカは右手を剣から離し、カムシンの腹部へ裏拳を放った。

「……ッ!?」

【祝福持ち】が呼気を吐き出し、後方へ吹き飛んでいく。オルカの手に残った感触は軽く、柔やわい。ナーファルやベルの攻撃を弾いた身体とは思えない脆ぜい弱じやくさ。

　どうして？　弱くなった？　疲れ？　罠わな？　それとも……なんて思考は、頭の片かた隅すみも片隅。

　そんなことよりも、意識を惹きつけて離さないものが、この場にはあった。

　音だ、鍵けん盤ばん楽がつ器きの音。演奏だ。いつの間にか鳴っていたその調べは、とても美しく、ひどく勇壮だった。

　でもおかしい、こんなところに鍵盤楽器なんてあるはずが──。




「〝今日と同じ　明日が来るとでも？〟」




「あ…………」

　オルカが振り返るのと、それが始まったのは同時だった。

「〝指を順じゆん繰ぐり折っていこう　今度はこっちが数えるよ〟」

　歌っている、歌っている。レン・レヴェントンが歌っている。

　そして、爆発が起こっている。それはいつか起こった、色褪せた世界を塗ぬり替かえた、色彩の爆発ではない。

「あ、あ、あ…………こ、れは…………」

　魄気の爆発だ。オルカの中の魄気が、その量と強さを爆発的に高めていた。

「〝従えてきたつもりの影は〟」

「……ん、んんぅ……なんだ？　……あれ、すっげえ身体軽い……」

「…………んえ～………………あれ……ここ……？　私……死んじゃったんじゃ……？」

　倒れ込んでいたベルとナーファルが起き上がる。遠目にもわかるのは、彼女たちの健康的な顔色と、見覚えのない瞳の色。

「〝いつも後ろをとっている〟」

「おお、レンが歌って………………姉貴？　なんだ、その眼の色……」

「この歌……あの時の…………。……あれ……オルカ姉……眼が真っ赤……？」

「ベル、ナーファル、そっちこそ……」

　赤い。真しん紅くだ。まるで血のような色彩が、宵闇の中、鮮やかに輝いている。

　カムシンの瞳とは、ちょうど正反対のカラー。

「〝この世のすべての不測の事態は〟」

「つうか、つうか、つうかよ……。傷、たぶん全部治なおってんのよ……。身体は軽くて、魄気はアホみたいな勢いで……そんで…………マジか？　マジなのか？ 　なあ、……マ、マジなのか？」

「その…………あの…………え、これ、噓……じゃない？　だって、……え、だって」

　わかっている。ふたりが言いたいことは、オルカもよくわかっている。

　それはもちろん、今、歌声を響かせている少年のことだ。

「〝君の首筋を狙っているんだ〟」

　彼自身と彼の歌声、そして彼の背に揺れる、にわかには信じられないもののことだ。

「……な、な、……なんだと!?」

　叫んだのは、すこし離れた間合いにいるカムシンだった。

「なぜ、ど、どういうことだ！」

　これまでの泰たい然ぜんとした態度から打って変わって、ずいぶん狼狽えている。

　仕方のないことだろう。

　今目の前にあるのは、彼らの信じるものを根底から破壊しかねない光景なのだから。

「〝やがて　すべてが変わる時が来る〟」

「答えろ！　ガキ！　貴様、その、その……」

　夜の闇よりも、なお暗い。光のすべてが吸い込まれるような、深い深い純粋な黒。

　それは、そんな色だけででき上がっている。

「……──その背中の翼はッ、なんだッ!!」

「〝意味あるものなんて　どれだけ残るだろう〟」

　三対つい六枚。歌うレンの背に揺れるのは、翼。

　それらは、彼の歌声を増幅しながら、ここに存在しない楽器の音を響かせている。

「……なに、って」

　レンの代わりに、オルカはカムシンへ答えてやることにした。これ以上、レンの耳に雑音を入れさせたくない。

「答えは、ひとつしかないでしょう」

　言いながらオルカだって、頭の整理が追いついていないところは、正直ある。この事態は、あまりに常じよう軌きを逸いつしている。

　だが、それでも。

（……不思議だなんて、不思議と思わない）

　これまで聴いてきた彼の歌には、それだけのものがあった。

「〝清く正しい輝きへ　僕は言えるとわかってる〟」

　オルカは、【祝福持ち】の男へ、ここにある事実をはっきりと突きつける。

「あの翼がなんなのか……あの翼を持つ者がなんなのか、それを、お前たちはよく知っているはず」

「ぐ、ぐ……」

「そこにいる、その子は」

　すうっと息を吸い、そして、言った。




「【うたうたい】だ」
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「馬鹿を言え！　ありえないッ！」

　カムシンは、まるで悲鳴のような声をあげる。

「ありえない、ありえない……男の【うたうたい】などというものはッ!!」

　現実を受け止めたくない気持ちはわかるが、御ご愁しゆう傷しよう様さまだ。

「〝ざまあみろ　今まで通りは許さない〟」

　お前の天下は、もう終わった。

「は、は、…………ははははははっ！　ははははは！　んだよ、はっはははははは！　なあ、おい、……はっははははは！　……どうだ、どうだよ！　すげえだろう！　って、アタシが自慢するこっちゃねえけどなあ！」

　片手で顔を押さえながら、ベルが笑う。

「ふふふふ…………ふふふふふふ……！　なあんだ………………神様も！　……やっとわかったんだね……！」

　胸元で手をぎゅっと握り、こらえ切れないといったようにナーファルが笑みをこぼす。

「ッ調子に乗るな！　雑ざ魚こどもが……！」

　ふたりに、カムシンは苛いら立だたしげにそう吐き捨てた。

「……そっちこそ……いつまで格上のつもり……？」

「どーすんだよ、【うたうたい】の加護は、もうあんただけのもんじゃなくなったぜ」

　ナーファルとベルの言葉に、一瞬押し黙った後、カムシンはため息を吐ついた。

「……馬鹿というのは、本当に度どし難がたいな。もし、もし仮にだ、そのガキが本当に【うたうたい】だったとして、お前らは結局、ただの魔物狩りに過ぎない」

【祝福持ち】の男は、ヒュンと自らの魄武器を振るった。

　緑の剣からは、これまでと変わらず、彼に加護を与える【うたうたい】の歌が鳴り響く。

「【祝福持ち】に、勝てると思うのか？」

「あーん？　【祝福持ち】の魄武器から鳴ってるヤツよりも、【うたうたい】がその場で放つ歌声の方が効果でけえんだろ？」

「そんなものは、俺とお前たちの実力差を埋める要素にはなりえない」

　言い切るカムシンは、虚きよ勢せいを張っているようには見えなかった。

「〝綺麗な盾　意味があるとでも？〟」

　響く、レンの歌。

　それを【うたうたい】のものと考えてもなお、自分が勝てることを、カムシンは疑っていないのだ。

「【祝福持ち】の特権があるから強いのではない、強いから特権を与えられたのだ。それを理解しろ」

「へえ～、そうかよ。その話はもっともなのかもしんねえけど、一個、でかい見落としがあるぜ。……てめえのとこの【うたうたい】と、レンを同列に語んなよ」

「試ためしてみよう……お前とお前の特権なんかが……レン君の歌に勝てるかどうか」

　それぞれの武器を手に、ふたりが臨戦態勢をとる。

「〝指を順繰り折っていこう　どっちのものかはわかるだろ〟」

「ふん、……ならばお前らからッ」

　地面を蹴りつけ、カムシンの身体が急激に加速。ベルたちの方へ突っ込んでいこうとする。

「っ!?」

「あの子たちから、なに？」

　が、見逃してやるわけはない。

　こちらの脇を通り過ぎようとしたカムシン、オルカはその顔面に拳を叩き込んでいた。

　ぐるりと一回転して地面に着地した【祝福持ち】の男は、目を見開いてこちらをぼうっと眺めた後、表情をこれでもかと剣けん呑のんなものにする。

「貴様ッ！」

「遅い」

　その顔に、今度は右足のつま先を放り込む。パァンといい音がして、カムシンの身体が大きく仰のけ反ぞる。

　ガラ空あきになった腹部に向かって、オルカは大剣を振るう。

「…………なめるなァ！　女ごときがァ！」

　すんでのところで体勢を立て直し、カムシンはこちらの斬撃を自らの魄武器でガードする。そのまま身体ごと後方へ飛んでいったが、彼の眼は血走って戦意十分だ。

「〝得意な顔で先しか見ない　だから後おくれをとっている〟」

「耳障りな歌め……！」

「〝────　──　──────〟」

　レンの歌声を押し返すように、カムシンの剣から響く音が一気に大きくなる。呼応し、カムシンの魄気も強さを跳ね上げた。

　なるほど、これが全力か。

「手加減は、なしだ！」

　こちらと距離を空けた間合いで、カムシンの刃がヒュンと閃く。そのひと振りで同時に五つ、光刃が飛んできた。

　それらがこちらへ着弾するよりも早く、カムシン自身も突進を開始。光刃のすぐ後ろについた。遠距離攻撃と本人による直接斬撃、二段構えだ。

　光刃はひとつひとつが超一級品、もちろんカムシンの身体にみなぎる魄気も規格外と言っていい強さだ。

　部下の男たちはまともな実戦経験もなさそうだったが、カムシンには高い技術があり、豊富な経験があり、練ねられた戦術がある。それが、一連の技から見て取れる。

「だとしたら、なんだ」

　呟くオルカは、躱かわさない。捌かない。

「〝予定調和の世界の話は〟」

　魄気を大剣に籠め、力任せに横振り。迫る光刃を、オルカは力任せに斬り砕いていく。

　レン・レヴェントンのもたらした、この身にたぎる単純な力の強大さでもって、堂々と蹴け散ちらしてみせる。それがレンに示す、オルカの感謝の気持ちだった。

　はたして、複数の陶とう器きが同時に割れた時のような、重なった甲高い音が響いて、光刃は残らず吹き飛んだ。

「〝君の頭の中にしかない〟」

「……フッ！」

　大剣からは同時に、お返しの光刃を放っている。自分でも呆れるほど巨大な光の塊かたまりが、突進してくるカムシンを迎える。

「ッちぃ！」

　苛立たしげに声をあげたカムシンは、横向きの光刃の下をさすがの身のこなしでくぐって避けた。

　その低い姿勢から一気に跳躍、こちらの頭上へ身体を躍おどらせ、逆手に握り直した剣で頭を串刺しにくる。

　オルカには、そんな相手の動きがすべてはっきり見えていた。バックステップをひとつ踏めば、簡単に躱せる。

　だが、そうしない。今日は、そうしないと決めている。

　頭で直接、刃を受けてやった。

「……なッ!?」

　正確には、身体の表面に張った薄い魄気の膜まくだけで受けてやった。

「…………なんだ、貴様はぁ!?」

　ガァンと音を立て、カムシンの刃は弾かれた。予想だにしない事態だったのだろう、今日で一番、情けない顔をしている。

　カムシンの身体は今、宙にある。絶好機。

「やめッ……」

「死ね」

　叩きつけるような縦振りを、思い切り。

　魄武器でガードはされた。だが、──それごと叩き斬った。

「〝やがて　すべてが変わる時が来る〟」

　剣を割り、肉を裂いて骨を砕き、内臓を潰つぶす感覚が大剣の柄つかごしに伝わってくる。

「ガ……ッ！　………………ぐ、ぐ、ぐッ、…………が、が…………ぐ……ッ」

　吹き飛んで、地面を滑り、転がり、やがてカムシンの身体は止まった。

「…………ぎ、ぎざまあああああああああ!!」

　折れた剣を握りしめ、男はよろよろと立ち上がって叫んだ。剣を持っていない方の手では、頭をガリガリとかきむしっている。

　精神の核たる魄武器を折られた今、【祝福持ち】の威い厳げんは、もうどこにもない。

「ぎ、ぎ、ぎざまぎざまぎざまぎざまぎざまアアアッ！　お、女の、……女の魔物狩りごときが！　ごんな、ごんなぁ……！　ゆるざれんぞおおオオオオ！」

「そう。だったらどうする？　殺してみる？」

　やれるものなら。言葉を視線に籠めて叩きつけると、カムシンは後ずさった。

「ぐ、ぐ、ぐ、ぐ…………」

　歪んだその表情は、憤ふん怒どとも恐怖とも取れる。

「〝知らない温度　それが君を焼くもの〟」

「…………ゆるざれん。……ゆるざれんのだ…………ごんな……ごんなごどは……」

　荒い息で折れた剣を構え、視線をふらふらと彷徨さまよわせるカムシン。

　けりをつけようとオルカが一歩、彼に対して踏み出した時だ。

「…………おまえざえ！　おまえざえええエエエエエッ！」

　叫んで、カムシンは大きく空へと跳んだ。オルカの頭上の遙はるか先を越えて、狙うのは。

「〝清く正しい輝きへ〟」

「いなげればあああああアアアアアッ!!」

　翼をはためかせ、歌うレンだ。

　光刃を放つ気か、それとも折れた剣を投げつける気か。

　どちらにせよ、オルカにとって、この世でもっとも許せない行為だ。

　血が沸ふつ騰とうしたかのように一瞬で身体中が熱くなる。だが思考だけはキンと冷え、下すべき判断を下した。

　もはや、殺す程度では、生なま温ぬるい。

「〝僕は言おうと決めている〟」

　心の中から、この日最大最多の魄気が湧き出る。オルカの身体からあふれたそれらは、黄金の光となって、すべて自身の魄武器へと向かった。

　大剣の刃を中心に膨ぼう大だいな量の光が集つどい、でき上がったのは輝く巨大な刀身。

　その大きさは天を突く巨木、『見通しの樹』と遜そん色しよくない。

「……ッォオオオオオオオオ！」

　オルカの裂帛の気合いとともに、夜空そのものを斬り裂くようにして、光の巨剣は【祝福持ち】の男の身体へ襲いかかる。

　身体のひと欠片かけらすら、この世に残してやるものか。

「〝ざまあみろ　明日は誰にもわからない〟」

「──えあ？」

　気の抜けた声が、最後に聞こえた気がする。

（……お前は、私に負けたんじゃない）

　心の中で、オルカは言ってやる。

　カムシン・グランダム。天下無敵のはずの【祝福持ち】であるその男は、レン・レヴェントンに敗やぶれ去さるのだ。




　そして、光の刃に呑のみ込こまれた男の身体は、身体のひと欠片どころか血の一滴すら残さずに、跡形もなく消滅した。




「っふううううう……」

　息を吐き、オルカは光の巨剣を消した。

（…………適切、だったわよね。うん）

　レンに害意を向けてきたのだ。あれくらいのものは、叩き込んでやらねば。

「………………あ、ぁ」

　空を見上げるレンが、歌うのをやめ、細い声をこぼした。背中の翼が次第に薄くなり、消えかかっていく。

　複雑な表情で目を伏せ、彼は膝から地面に崩れ落ちた。

「レン！」

　彼の近くにいたベルが、誰より早く駆け寄って身体を支えた。オルカも、レンのもとへ走る。

（レン君…………そういえば、マスターさんのこと、お父さん、って……）

　どういう事情が、どんな話があったのかはわからないけれど、つまりレンにとって、とても大切な人が……。

「レン君！　歌とめないで！」

　沈みかけたその場の空気を吹き飛ばすように叫んだのは、ナーファルだった。

「えっ、は、はい！　……〝やがて　すべてが変わる時が来る〟」

　消えかけていた翼を、またはっきりと顕けん現げんし直し、レンが歌を再開する。

「……く……う……うううううううぅ！」

　戦いはもう終わったのに、ナーファルは弓を構え、矢を番えた。目を焼くような輝きと、耳に痛いほどの澄んだ高音が周囲へ放たれている。

　なにか途と轍てつもないほどの魄気を発し、己おのが魄武器へ充じゆう塡てんしているとわかる。

「〝意味あるものなんて　どれだけ残るだろう〟」

「今の……！　わ……たし……なら……！　できる!!」

　矢の狙う先は、倒れ込んでいる酒場のマスター。

（そうだ！　ナーファルは！）

　回復の魄技が使える。オルカが思い至ったのと、ひときわ強い光の瞬きとともに矢が放たれたのは同時だ。

　矢はまっすぐに、レンが父と呼んだ男性の、その傷だらけの身体へと吸い込まれていき──。
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　鍵けん盤ばん楽がつ器きの上で躍おどらせていた指を、静かに止める。曲が終わった。

　朝の光が満ちる、がらんとした店内。そこに響ひびき渡わたる小さな拍はく手しゆの音。鳴らした人物は、照れ臭そうにこちらから視線を逸そらした。

「……まあ、その、なんだ。…………いつも通りだな」

　だから、つまり、と接つぎ穂ほを当て、彼は続けた。

「いつも通り……いい、歌だった」

「……うん、えと……ありがとう」

　ぎこちないのはこちらも同じ。敬語を抜くのに、まだまだ慣なれない。

　慣れないままに、こうして出発の時が来てしまった。レンは椅い子すから立ち上がり、愛用の鍵盤楽器から離れる……前に、その筐きよう体たいをついっと撫なでた。感謝を込めて。

「レン」

　マスター──否いな、父はこちらの名前を呼んだ後にしばらく沈ちん黙もくし、やがて言った。

「……飯めしは、ちゃんと食うんだぞ」

「っうん！」

　気持ちを込めて頷うなずくと、彼は小さく笑った。

　災さい魔ま流りゆうの一件から、もう十日ほどが経たつ。結局、さまざまなゴタゴタがあったので祭りの三日目は中止。

　仕方のないことだとは思うけれど、オルカとの約束は流れてしまった。それが残念だった。

　三姉妹はあの件以降、協会や国への事情説明に忙いそがしく飛び回っている。大災害である災魔流の発生と討とう滅めつに加え、【祝しゆく福ふく持もち】の殉職という一大事まであったためだ。

　自分と父の命を救ってくれた彼女たちには、どれだけお礼を言っても言い足りなかった。自分の人生で、父と並んで、足を向けられない大だい恩おん人じんだ。

「……街を出て行く、か。正解なのだとは思う。お前がここに居い続つづけるのは、たしかに危険だ」

「はい。さすがに僕もわかってるんです……わかってるんだ。僕の力は、存在すると都合の悪い人が、たくさんいるようなものだって」

　今の人間社会は、【うたうたい】の加か護ごを得られるのは男性の魔ま物もの狩がりだけ、という大前提のもとにできあがっている。

　それを覆くつがえす、女性に加護を授さずけられる男の【うたうたい】という存在は、大きな爆弾なのだ。良くも悪くも。

　秘密にしていたって、ひとつ所に住み続ければ、いつかはなにかの拍子に情報が流れてしまうだろう。そうなれば、街に面倒を呼び込んでしまうことは確実だ。

　もうここにはいられない。

　もちろん、ようやく親子になれたこの人と離れるのは悲しい。だけど、父を理由に旅に出ることを躊ちゆう躇ちよするのは、彼の望むところではない。それはあの日知ったことだ。

「しかし、いいのか、三姉妹に秘密のままで」

「……うん」

　苦い顔で頷く。心苦しい、どころではない。あらためてきちんとお礼を言ってお別れをするべきだ。

（いや……違うか）

　本音を言えば、一緒に。そう思っている。だけど、あまりに過ぎた願いだ。

　自分は騒そう動どうの種なのだ。もう彼女たちを巻き込みたくない。すでに十分、迷惑をかけてしまった。命の危機すら味わわせた。

　冷たくなっていくベルとナーファルの体温は決して忘れられないし、ひどく格かつ好こう良よかったとはいえ、オルカが血を流す姿も、思い出すたび申し訳なさでいっぱいになる。

　だから、これでいい──。

「そうか…………レン」

「なに？」

「……その、すまんな」

「え？」

　カランカラン、と音が鳴り、店のドアが開いた。




「よお～、レ～～～～ン！　……なんか、楽しそうな話を聞いてなあ、来ちまった」

「レン君……！　ひどい……！　私たちにナイショで……旅に出るなんて……！」

「…………」




　笑顔だが、明らかに含ふくむもののありそうなベル。頰ほおを膨ふくらませてはっきり不満を表明するナーファル。

　無言、その顔からは、どんなことを思っているのかわからないオルカ。

　とにかく、そんな三姉妹が店に入ってきた。

「な、な、え…………も、もしかして、……お父さん？」

「レン、……親というのは心配性なものだ」

「お父さん!?」

　彼の服にしがみつき、下から抗議の視線を向けてみるも、サッと顔を逸らされてしまった。

「まあまあ、レン。密告者はマスターのおっちゃんだけじゃねえぞ。酒場の常連メンツを中心に、いろんなヤツらが『実はさあ……』なんて言いに来やがった」

「そ、そんなあ！　秘密ですよって言ったのに！」

　これが大人のやり方というものなのだろうか。

「みんな……心配してた……。それで私たちは頼まれたの……！　レン君と一緒に行ってやってくれないか……って！」

　フンス！　と鼻息荒く、胸に手を当ててナーファルがそう言った。

「…………みなさんが」

　息が詰まる。ありがたくて、温かくて。

　だが、「じゃあお願いします」と言うわけにはいかない。

「オルカさんたちには、オルカさんたちの旅があるはずです。なにか探しものがあるっていう。僕に付き合わせるわけにはいきません」

「ど～せあっちこっちフラフラしてるだけだよ。それに探し物ならもう……いや、まあ、つまりお前について行くのも行かないのも、大して変わりはない」

「だったら……一緒のがいいはず……！　今のレン君なら……歩くスピードだって大丈夫なわけだし……！」

【うたうたい】となったことで、レンの身体能力は上がっていた。さすがに彼女たち魔物狩りほどではないが、なんとかついていける程度にはなっているはずだ。

「この街のことなら心配すんな、アタシら結構、いろんなとこでいろんなツテ作ってるからな。来てくれそうな魔物狩りのアテはいくつもある」

　ベルが言ってくれたことも、とてもありがたい。

　だが、それでも駄だ目めなのだ。

「僕と一緒にいると、みなさんは、絶対に、面倒ごとに巻き込まれます」

「ハイリターンでもあんだろ。お前と一緒にいりゃあ、アタシらは【うたうたい】の加護を得られるんだからな。うまく使えばドカンと成なり上あがれるかもしれねえ」

　悪わるっぽく作ったトーンのベルの言葉に、レンは自信を持って首を横に振る。

「みなさんがそういうことを望む人たちじゃないのは、わかっているつもりです。もし本当に成り上がりたいと思っているのであれば、災魔流についての国への報告、もっと違ったものにしたはずです」

「う……」

　ベルはすこし困った顔で唸うなった。

　スクーデリア三姉妹は、災魔流について、あくまでカムシンたちが討滅したものと報告した。だが、男の【うたうたい】の出現を国に明かし、その加護を受けて自分たちが討滅したと言ってしまうことだってできたのだ。

　オルカたちがそうしたいと言えば、レンに断る気はなかった。自分の処しよ遇ぐうがどうなるかはわからないが、それだけの恩が彼女たちにはある。

　災魔流の討滅などという功こう績せきがあれば、これからまず金には困こまらない。本当に成り上がりたいと思っているのであれば、最短ルートのはずだ。

「……オルカさん、ベルさん、ナーファルさん。本当に、本当に、……いろんなこと、ありがとうございます。みなさんに会えて、とても、幸運でした」

　自分で言って、泣きそうだ。それに驚き、だけどすぐに納得する。

　だって、大好きなのだ。

　この人たちのことが、レン・レヴェントンは大好きなのだ。疑うべくもない、はっきりとした気持ちだった。

「レン君……どうしても……駄目なの……？　レン君……」

「レン、アレだよ、だからその、……ああ、くそ、ん～、だから」

　悲しそうなナーファルと、なんとか論を出そうと頭を捻ひねってくれているだろうベル。

　正直、もう甘えてしまいたくなる。ひどく強い誘惑だった。

　だから、レンは駆かけ出だそうと思った。ここから出て、もう行ってしまおう。

「…………待って！」

　踏ふみ出だしかけたレンの足が、思わず止まった。

　言葉の主は、今までずっと無言を貫いていた人だった。

「待って。……レン君、ちょっと、いいかしら」

「は、はい」

　彼女、オルカ・スクーデリアは、なにかとても力の入った眼めをしている気がする。

　レンは、金色に輝かがやくそれを、綺麗だと思った。

「困るの」

「え？」

「だから、困るのよ」

　言葉の意図するところがよくわからず、首をかしげる。すると、オルカは続ける。

「だから、ね。…………楽しみに、していたの。私は、行くのを、この店に、毎晩」

　妙みような文の組み立て方。心なしか、声もすこし揺ゆれている気がする。

　オルカがこの店のひと時を、というか、父の料理を楽しみにしてくれているのは知っている。本人から何度も聞いた。

（そうだ、……僕は）

　その度に、いつか『レン・レヴェントンの歌が楽しみで来た』と言ってもらえるようになろうと、気合いを入れていた。

　そうか。あれは結局、達成できなかった目標で終わったのか。

「はい、オルカさんが父の料理を楽しみにして下さっているのは知っています。でも、それはこれからもこの街で、」

「歌が！」

　こちらの言葉を切って放たれた単語に、レンは眼をしばたかせる。

「楽しみ、だったの！　本当は、歌が！　料理も好きだけど、本当は、一番は……」

　すうっと息を吸って、オルカは言った。

「君の歌が、楽しみだったの！　いつも、一番！」

「………………………………え」

　思考が止まる、頭が真まっ白しろになる。

（…………僕の、歌が？）

　じゃあ、だとしたら……目標は達成できていた？

　いや、そんなことはもうこの際さいよくて。

（僕の歌を、オルカさんが……？）

　ただただ、足が震ふるえるくらい、その事実が嬉うれしくて。

「一緒にいてくれないと、聴きけないじゃない、君の歌……！　……だから、困るの！　だ、だから……！」

　バッと、オルカがこちらへ手を差し出してきた。

　勇ゆう壮そうに戦う人の手だ。美しい年上の女性の手だ。

　憧あこがれの、人の手だ。

　胸から湧わき出でてきた大きすぎる感情に、レンの頭は正常な思考能力を失なくした。

「行くの、一緒に！」

「………………え、と」

　こうしてはいけない、こうしなくてはいけない、そんな考えがぜんぶ吹き飛んで。

[image: ]

「いるの、一緒に！」

　だから、レンは自分の正直な気持ちにだけ従したがった。

「…………………………は、い」

　手を取る、目の前の手を。

「……オルカ、さん」

「…………」

　視線を上げ、改めて見てみれば、オルカの頰ほおは赤く色づいていた。

　こんなにも心奪われる色を、レンは他に、ひとつも知らない。

「……………………あ、つい……わね、今日」

　すこし肌寒い朝の気配が差し込む中、そして彼女はそう言った。






あとがき






　真空中で平面金属板二枚を僅わずかな距離だけ空あけて置いたとき、不思議なことに、板と板は自然と互いに引き合います。詳細な説明は専門書に譲ゆずりますが、これは真空中に存在する負ふのエネルギーが板と板の間へ出現したことによって起こるもので、カシミール効果と呼ばれています。

　同様に、十分に魅力的な年上の女性二人が並んでいるとき、両者の間には負の年上エネルギー、つまり年下エネルギーが発生することになるでしょう。よって、両者に挟はさまれた人間は自動的に年下になるはずです。はずなんです。実験による検証が待たれます。

　こういったことを研究するのが【年上のお姉さん学】です。あなたもどうですか？　新たなる研究者を学界は歓迎いたします。

　本作のイラストはかわく先生が描いてくださいました。全ページ最高です、ありがとうございました。絵が送られてくるたびに爆上がりするテンション。また、担当編集さんをはじめとする、この本の出版・販売にご協力頂いた方々に御礼申し上げます。

　そして誰より、読んで下さった皆様に感謝を。楽しんで頂いただけたなら幸せです。

　藍あい月づき要かなめでした。
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